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PROLOGUE







「そろそろ今日あたり戦っている頃ころ……かな？」

　美み月つきは手元のスマートフォンを操作して、勇ゆう斗との写真を画面いっぱいに表示させた。

　数すうヶか月げつ前、冬に撮とったという写真だ。記き憶おくの中にある三年前の勇斗より肌はだが浅黒く精せい悍かんになっており、かつ苦労したからだろうか、随ずい分ぶんと大人びて見える。

　写真は定期的に送ってもらっている。勇斗の「今」を見れるので、とてもうれしいし有あり難がたいことだとも思っている。

　だが、写真は所しよ詮せん、写真に過ぎない、とも思う。

　勇斗がどれぐらい背が伸のびたのか、などはまるでわからない。

　写真はいつも同じ表情ばかりで、もっと色々な顔が見たかった。

　なにより、美月がちょっとだけ我わが儘ままを言った時にする、「しょうがねえなぁ」という苦く笑しようが美月は好きだった。

　そんな恋こいしい幼おさな馴なじ染みが、戦いくさに赴おもむいて実に一〇日ほどが経たつ。

　一日一日が、長く感じられて仕方がない。

　勇斗の前では彼かれに余計な負担をかけないよう明るいフリをして送り出しはしたが、本音を言えば、戦いになど行ってほしくはなかった。

　現代の知識を流用することで、勇斗率いる《狼おおかみ》軍が連戦連勝負け知らずというのは知っている。

　だが、ネットで調べると、どんな名将も勝率一〇〇％というわけではない。かの武たけ田だ信しん玄げんとて、勝率は七割に届かない。

　生しよう涯がい通算七二戦のうち、三回は敗れているのだ。

　その一回が、桶おけ狭はざ間まにおける今いま川がわ義よし元もとのようなことにならない保証はない。

　もしこのまま、勇斗からの連れん絡らくが途と絶だえたら……そんな恐おそろしい想像がどうしても頭をよぎって、怖こわくて怖くて仕方がなかった。

「早く帰ってきてよ、勇くん」

　机に置かれた御ご神しん鏡きようを、ちょんと人差し指で突つっつく。

　鏡は窓から差し込む満月の光を浴びて、ほのかな燐りん光こうを放っていた。なんとも不思議な物質だと思う。

　勇斗の話では、ユグドラシルにある《妖精の銅アールヴキプフアー》なのではないか、という。なんでそんなものが日本に、そして美月の家に伝わっているのか。謎なぞは深まるばかりだ。

「……え？」

　不意に、美月は御神鏡の曇くもった鏡面に、まるで染しみのように黒い何かができていることに気づく。

「こんなのあったかな」

　勇斗を異世界ユグドラシルへと飛ばした憎にっくき鏡ではあるが、一方で勇斗と連絡を取り合うために必要な、大事な代しろ物ものでもある。

　とりあえず手持ちのウェットティッシュで拭ふき取とろうとして、

「大きく……なっている？」

　思わず目を疑う。

　だが、染みは美月が目を瞬まばたかせている間にもさらに大きくなり、やがてそれが人の形をしていることに気づく。

「これって……まさか……っ！」

　その瞬しゆん間かんだった。

　ボスンッ！　と背後で、何か大きなものが落ちる音がした。

　今、そこにあるのは、いつも寝ねているベッドだけだったはずだ。壁かべにも何も掛かけていないし、落ちるものといえばそれこそ屋根ぐらいしかない。

　それでも、音がしたのは確かである。

　いったい何が、と美月は慌あわてて後ろを振ふり向むくと――

「えっ!?　ゆ、勇くんっ!?」

　つい今さっきまで想おもっていた幼馴染が、いた。







ACT 1







「美み月つき……だよ、な」

　視界に映る記憶より幾いく分ぶん大人びた幼馴染の顔をまじまじと見つめ、勇ゆう斗とはおそるおそる問うた。

　現在の美月の顔も、写メで確かく認にん済みではあった。だが、写真のそれと直接目まの当あたりにするのとでは、やはり印象がガラリと変わる。

　加えて、あまり写真映りのいいほうではなかったのだろう。

　三年ぶりに間近で見る彼かの女じよは、勇斗の想像以上に綺き麗れいになっていた。面おも影かげは残っているのだけれども、別人に思えるほどに。

「そう、だよ。美月だよ。そっちこそ本当に勇くん……なの？」

　かすれた声でそう訊きいてくるとともに、美月の目め尻じりにじわぁっと大おお粒つぶの涙なみだの珠たまが浮うかぶ。

　その泣き顔が、勇斗の想い出の中の美月とピタリと重なった。

　彼女は紛まぎれもなく、勇斗の幼馴染の少女だった。

「ああ、俺おれだ！　勇斗だ！」

「っ！」

　名乗るや、美月が勇斗の胸の中に飛び込んでくる。

　服越ごしにも伝わってくる彼女の感かん触しよくが、温ぬくもりが、これが夢ゆめま幻ぼろしではないことを強きよう烈れつに実感させてくれた。

「逢あいたかった！　逢いたかったよう、勇くん！　うわぁぁぁん」

「俺もだ！　俺も……」

　それ以上は二人とも、感かん極きわまって言葉にならなかった。

　ユグドラシルに飛ばされて以来、一日たりとて美月のことを思い出さない日はなかった。

　ずっとずっと、彼女とまた再び逢える日を待ち続けてきたのだ。

　これまでの辛つらく、寂さびしい日々の記憶が脳のう裏りを駆かけ巡めぐり、想いが募つのる。

　もっともっと彼女を感じたくて、勇斗も美月の背中に手を回し、万ばん感かんの想いとともに抱だき締しめる。それに応こたえるように、勇斗の胸むな元もとを握り締める美月の手にもギュッと力が篭こもる。

　しばらくそうしてお互たがいの存在を確かめ合った後、おもむろに美月が問うてくる。

「戻もどってこれたってことは、《フィムブルヴェト》の使い手が見つかったの？」

「……ああ、俺は、帰ってきたんだな」

　勇斗は今いま更さらながらに自分が元の世界に帰き還かんしたのだという事実を噛かみ締しめる。約三年ぶりの幼馴染との再会に気が昂たかぶり、完全に意識をそのことだけに持って行かれていた。

「サプライズ？　酷ひどいなぁ、教えてくれても。戦争行くって言ってたからずっと心配してたのに……」

「っ！　そうだ！　戦いはまだ終わってないんだ！」

　はっとなって、勇斗は目を剥むく。

　事態の急変に混乱していた頭脳が急回転を始め、直前の記憶が蘇よみがえってくる。

　なんとか《雷いかずち》・《豹ひよう》の連合軍を退けた矢先、《豹》きっての秘法の使い手『ミズガルズの魔ま女じよ』シギュンに《フィムブルヴェト》を仕し掛かけられ、身体を縛しばっていた何かが弾はじけ飛とんだのだ。

　その瞬間、世界が揺ゆらぎ遠のいたかと思うと、目の前に美月がいた。

　敵方であるシギュンが、勇斗のためを思って、《フィムブルヴェト》を執とり行おこない、現代へと帰還させてくれたとは、到とう底てい考えられない。

　当たり前ながら、彼女が勇斗を帰還させたのは《豹》のために他ほかならない。

　その目もく論ろ見みも明白だ。

　戦いの最中に総大将である自分が突とつ如じよとして消えたのだ。《狼》軍は混乱状態に陥おちいるだろう。そしてそのことは、事を為なしたのがシギュンである以上、《豹》に筒つつ抜ぬけである。今まさに、《狼》軍は壊かい滅めつの危機にあると言えた。

「美月！　スマホ貸してくれ！」

「え、あ、うん」

　切せつ羽ぱ詰つまった勇斗の口調に、美月もただならぬ気配を察したようだった。慌てて立ち上がり、枕まくら元もとで充じゆう電でんしていたスマートフォンを取って、勇斗に手て渡わたす。

「サンキュ」

　受け取るや勇斗は電話帳を開き、リストの中にあった「勇くん」の文字をタップする。

　帰還する直前、フェリシアに自身のスマートフォンを渡わたしたのだ。

　それに連絡しようとしたのだが――

『お掛けになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていない為ため、掛かりません』

　受話スピーカーから流れてきたのは、無機質で平へい坦たんとした女性の声のアナウンスだった。

「ちぃっ、やっぱりつながらねえか」

　舌打ちとともに勇斗はスマートフォンを下ろし、終しゆう了りようボタンを押おす。

　ユグドラシルと通信するためには、イアールンヴィズの聖塔フリズスキヤールヴに奉ほう納のうされている御神鏡の近くでなければならない。

　今、フェリシアたちがいるのは、《狼》領の西の果て、ガシナ砦とりでだ。

　もちろん、繋つながらないであろうことは、勇斗もわかっていた。それでも、いてもたってもいられなかったのだ。

「無事でいてくれよ、みんな……」

　焦しよう燥そうとともに、厳しい表情で勇斗はスマートフォンを握り締める。

　嫌な想像が、止まらなかった。

「ゆ、勇くん大だい丈じよう夫ぶ？　凄すごい汗あせだよ？」

「ああ、俺は……大丈夫なんだけど」

「もしかしなくても、なんかあっちが大変な時に帰ってきちゃったの？」

「…………」

　無言で勇斗はコクンと一つ頷うなずく。

　帰ってこれたこと自体は、嬉うれしいのだ。ずっとずっと、一日千秋の想いで現代に帰れる時を待ち続けてきたのだから。

　しかし、そのタイミングは最悪の一言に尽つきた。とても素す直なおに喜べず、複雑な感情が勇斗の中で渦うず巻まく。

「そっか。それでも……」

　小さな嘆たん息そくとともに美月は勇斗に歩み寄り、そっとその頬ほおに手を添そえ微ほほ笑えむ。

「おかえり、勇くん。また勇くんに逢えて、こうして触ふれ合あえて、あたしはすっごくすっごく嬉しいよ」

「……ああ、ただいま。美月」

　その言葉に、勇斗の胸にジーンと温かなものがこみ上げてくる。

　彼女の温もりが、鼻び孔こうをくすぐる甘あまい匂においが、とにかく懐なつかしくて、どうしようもなく心ここ地ちよかった。

「顔、もっとしっかり見せて」

　美月が潤うるんだ瞳ひとみで、ジッと勇斗の顔を見上げてくる。

　ゾクゾクッと勇斗の背筋に震ふるえが疾はしり、心臓の鼓こ動どうが痛いほどに速まる。

　これは反則だった。

　男という生き物は、女の涙に弱いのだ。

　それが惚ほれた女のものならなおさらだった。

「うん、すっごく精悍になって大人びてるけど、ちゃんと昔の面影がある。写真より全然格好よい……えっ!?」

　美月の口から驚おどろいたような、焦あせったような声が漏もれる。

　勇斗がその顔を近づけたためだ。

　三年間、ずっと想い続けていた少女が、近くにいるのだ。

　遮さえぎるものなど何もなく、触れ合うことができるのだ。

　はっきり言って、もう我が慢まんの限界だった。

　もし、ほんの少しでも嫌がる素そ振ぶりを美月が見せれば、やめるつもりだった。

　だが、美月は身体こそカチカチに強こわ張ばらせてはいたものの、顔を背そむけることはなく、そっと目を閉じ、

「勇……くん……」

　かすれた、しかし想いのこもった声で勇斗の名を呼んでくれる。

　それでもう、勇斗を押しとどめていた最後の理性の糸が切れた。

「美月……」

　勇斗も目ま蓋ぶたを閉じて、ゆっくりとその顔を近づけていき――

　ドンドンドンッ！

「美月！　なにやら男の声がしたんだがっ!?　開けなさい！」

　けたたましくドアを叩たたく音と、怒いかりと焦りに満ち満ちた野太い声に思わず二人は飛び離れたのだった。







　美月の家の居間は、五年ほど前に訪おとずれた時のままだった。

　明るい木目調の食しよつ器き棚だなに、同色の長方形のダイニングテーブル、そこに並べられた四つの椅い子す。視線を左に向ければ、五〇インチの大型液えき晶しようテレビが鎮ちん座ざしている。

　母が用事で不在の時は、何度もここで美月の母親の手料理を振る舞ってもらったものだ。

　馴な染じみ深ぶかい光景に、現代に帰ってきたんだ、という実感が今更ながらにこみ上げてくる。

「確かに勇斗くん、なんだね？」

　そんな感傷に浸ひたっていると、目の前に座すわるいかにも中年太りした恰かつ幅ぷくのよい眼鏡の中年男性が、腕うでを組みつつ厳しい眼まな差ざしを向けてきた。

　志し百も家や茂しげる。言わずもがな、美月の父親である。

　日中は働きに出ているため勇斗とはあまり面識はないのだが、美月からはいつもニコニコして優やさしいお父さんだと聞いている。

　そんな彼が、今や仁に王おうの相を露あらわにしていた。

　勇斗ぐらいの年ねん齢れいの男の子であれば縮こまって震え上がるほどのプレッシャーであったし、勇斗もユグドラシルに飛ばされる前であれば、そうなっていただろうが、

「はい、お久しぶりです。志百家のおじさん」

　勇斗は特に気負った様子もなく答えて、ペコリと一礼する。

　彼は宗主パトリアークになって以来、ヤクザも裸足はだしで逃げ出すような強こわ面もてや、雰囲気をまとった連中を相手にタフな交こう渉しようを強しいられてきたのだ。今更この程度では、心にさざ波の一つも起きはしない。

　実に堂々としたものである。

　だが、そんな泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度は、内心怒り狂っていた茂にとっては、火に油を注ぐようなものだった。

「久しぶりではない！　なんで娘むすめの部屋にいたのかね!?　それもこんな真夜中に！」

　バンッ！　と机を乱暴に叩いて、茂は声を荒あららげる。年とし頃ごろの娘を持つ父親としては、しごく当然の反応であろう。

「なんで、と言われましても……」

　答えに窮きゆうする勇斗。

　帰還した場所が美月の部屋だったのは、おそらくは美月が神社から持ちだしたという御神鏡が関係しているのだろう。

　だが、それを言ったところで信じてもらえる気がまるでしない。

「君の事は妻から聞いている。三年近くもの間、どこをほっつき歩いていたのかね？　そんな不良との付き合いなど、私は断じて許さ……」

「はいはい、そこまで。熱くなりすぎよ、お父さん」

　目元が美月とよく似た中年女性が、ヒートアップする茂の頬をぐいっと押してその先の言葉を封ふうじる。

「み、美み代よおばさん」

　現れたのは、勇斗のよく知るひとだった。

　志百家美代――美月の母であり、身体の弱かった亡なき母に代わり、幼い勇斗を預かり、よく世話をしてくれた、勇斗にとってもう一人の母とも言うべき存在だった。

「あらあら、勇くんったら、しばらくみない内に随分と格好良くなったわね～。おばさんが後二〇年若かったらほっとかないわ～」

「おまえっ!?」

「お母さん!?」

　志百家の父娘が揃そろって、慌てたような声をあげる。

　その様子がおかしかったのか、美代がころころと楽しげに口元をほころばせる。

「こんなよくあるありふれた冗じよう談だんに二人とも慌てすぎ。ほんと親子ねぇ」

「「～～っ！」」

　茂と美月が真っ赤な顔で、美代を睨にらみつける。

　勇斗としては、二人の気持ちがわからないでもなかった。

　最後に美代と会ったのは三年前だが、その頃とまるで変わっていない。すでに年は四〇前後のはずだが、見た目は二〇代後半、下手すると、娘の美月とは姉妹と言っても通用しかねない若々しさであり、美び貌ぼうの持ち主なのだ。

「ほらほら、お父さん。お茶でも飲んでちょっと落ち着きなさいな」

「……ふんっ！」

　茂は不ふ貞て腐くされたように鼻を鳴らした後、差し出された湯ゆ呑のみを乱暴に奪い取り、ずずっとすする。

　一連のやりとりに、すっかり毒気を抜ぬかれたらしかった。

　美代は次いで勇斗や美月にもお茶を配った後、茂の隣となりに着席し、

「さて、このひとみたいに居い丈たけ高だかに接するつもりはないけれど、今まで何してたのかは訊かせてもらうわよ？」

　それまでの優しげで、どこかおどけた表情から一転、美代は勇斗に真しん剣けんな目を向けてくる。

　表面上は冷静そうだが、静かな怒りをひしひしと感じた。

　勇斗としては、茂よりこちらのほうが正直、はるかに難敵であった。物心付く前から世話になってただけに、どうにも昔から頭が上がらなかったのだ。

「え～っと、美月から聞いてるとは思うのですが……」

「あ～、そういえばなんか違ちがう世界に飛ばされたとか言ってたわねぇ」

　ポンッと思い出したように美代は手を打つも、

「で、その服がその世界の装束ってわけ？　準備万ばん端たんねぇ。それ、コスプレって言うんだっけ？」

　一いつ切さい、視線の圧力を緩ゆるめはしなかった。大人をからかうのも大たい概がいにしなさい、とその目が雄ゆう弁べんに語っていた。

　やはりそう簡単に信じてはもらえないらしい。

　とは言え、一切の嘘うそ偽いつわりない本当のことなのだから、始末が悪い。

　なんと説明すればわかってもらえるだろうか、いや、そもそもそんなことが可能なのか、と勇斗は途と方ほうにくれたように眉み間けんに手を当て、その固く冷たい感触にはっとする。

「あっ、これ。ちょっと見てもらえますか」

　勇斗は慌てて額当てを外し、美代へと差し出す。

　それは白色電灯の光を浴びて、金色の輝かがやきを煌きらめかせる。

「あら、綺麗ね。本当に良く出来て……」

「一応、純金です」

「純っ!?」

　美代の眼の色が変わる。

　やはり女性だけあって、そういう装そう飾しよく品ひんには人並みに関心が強いのだろう。

「調べてもらってかまいません」

「そ、そう言われても、か、鑑かん定てい士しじゃないんだから、本物か偽にせ物ものかなんてあたしには見分けはつかないわ」

「質しち屋やでもどこでも持って行ってもらってかまいません」

「……本当に純金、なの？」

　勇斗の堂々とした物言いに、嘘うそではないと感じたのか、美代がごくりと唾つばを飲み込む。心なしか、額当てを触さわる手つきもおそるおそるとしたものになっていた。

　この額当て、スマートフォンよりは明らかに重く、ざっと三〇〇グラム前後はある。純金なら普ふ通つうに素材だけで百万前後はするはずだ。

　加えて、曲がりなりにも一国の宗主が身に付ける装飾品だ。表面に施ほどこされた細工もかなり凝こった見事なもので、これと同じものを現代日本で購こう入にゆうしようとすれば、軽く数百万単位の値ねは付くだろう。

　志百家家はごく普通な中流家庭なので、そんな高価な品など、もし傷でもつけてしまっては、と戦せん々せん恐きよう々きようとするのも無理はなかった。

　畳み掛けるように、勇斗は続ける。

「中学もろくに卒業していない家出少年に、まともな働き口などないでしょう？　たった三年弱で生活しながらこんなものを手に入れられると思いますか？」

「……暮らしていくだけでも大変で、そんな余よ裕ゆう、到底ないでしょうね。ただでさえこの不景気だし」

　はあっと嘆息する美代。

　まだ全部を信じたというわけでもないのだろうが、頭から否定するという状態ではなくなったようである。

　とりあえず、第一関門突とつ破ぱといったところだった。

「それで、その世界でこれまで何してたの？」

「えっと、なんか王様みたいなことを……」

　言ってから、しまったと勇斗は表情を曇らせる。

　せっかく相手がこちらの言葉に聞く耳を持ってくれたというのに、またこんな非現実的なことを呟つぶやいては、元もとの木もく阿あ弥みもいいところだ。

　せめて二一世紀の日本の知識を使い、一いつ攫かく千せん金きんを当てたとでも言ったほうが真しん実じつ味みがあったように思う。それでも嘘ではないのだから。

「ん～、あまりに荒こう唐とう無む稽けいで、普通ならとても信じられないんだけど……」

「……ですよね」

「ただ、うん、子どもの頃から勇くんのこと知ってるし、こんなしょうもない嘘をつくほど頭の悪い子でもないはずなのよねぇ。つくならもっとマシな嘘つくでしょう？」

「そう、ですね。外国にでも行ってました、とか」

「なのよね～」

　やれやれとばかりに美代は頬に手を当て、大きく溜ため息いきをつく。

　嘘というには、先さき程ほどの額当てなど証しよ拠うこに手がこみすぎている。かと言って、本当のことというには現実味がなさすぎる。

　実際、逆の立場で考えれば、なんとも対処に困ったに違いない。

「さすがに全部を信じるとは言えないけど、さ」

　そこまで言ったところで、美代がクスリと笑えみを零こぼす。その表情からはいつの間にか険が抜け、優しく柔やわらかなものになっていた。

「改めて、ほんといい男になったよ、勇くん。さっきうちのひとに怒ど鳴なられている時にも落ち着いていたし、今の受け答えもしっかりしてた。立派だった。この三年、相当苦労したのがそれだけでわかるよ。頑がん張ばったんだね」

「……はい」

　美代の労ねぎらいの言葉に、勇斗は堪たまらず目め頭がしらが熱くなった。

　未開の大地に独り放り出され、死しに物もの狂ぐるいで生き抜いてきた。

　敬愛する先代との別れ、恩人でもあった兄貴分との決別、そして一国を預かる宗主のプレッシャー、まだ一〇代半ばの少年には、どれも重すぎるものである。

　本当に、過か酷こくな日々だったのだ。

　言葉だけでもその辛さをわかってもらえたことが、認めてもらえたことが、どうしようもなく嬉しくて、心が温かくなったのだ。

　ピンポーン。

　唐とう突とつに鳴なり響ひびいたチャイムが、しんみりとし始めていた空気を打うち砕くだく。

「あら、来たみたいね」

　美代が立ち上がり、パタパタと玄げん関かんのほうへと向かう。

　その口調は、誰だれかが来ることを前もって知っていた素振りである。壁にかけられた時計に目を向けると、時刻はすでに二一時を回っていた。

　こんな時間にいったい、と勇斗が訝いぶかしく思ったところで、

「夜分遅おそく失礼致いたします」

　遠くかすかに聞こえた声に、勇斗は戦せん慄りつとともに目を見開く。

　聞き覚えのある声だった。

　三年ぶりであろうと、聞き間違うはずもない。それこそ一〇年以上、毎日のように耳にしていた声なのだから。

　今の声はまぎれもなく――

「親おや父じ……っ！」

　かつて勇斗が最も憎にくみ、忌いみ嫌きらった男のものだった。







「ご連絡ありがとうございます。うちの愚ぐ息そくがご迷めい惑わくをお掛けしたようで。また後日、お礼と謝罪に伺うかがわせて頂きますので」

　玄関先で、作さ務む衣えの男が、頭ず巾きんで覆おおった頭を下げていた。

　周す防おう哲てつ仁ひと――屋号を周防鉄てつ心しんと称しようする。

　まだ四〇代の若さでありながら名人と讃たたえられる当代随ずい一いちの刀とう匠しようであり、この日本刀が武器ではなく美術品として扱あつかわれる現代において、ただひたすらストイックに機能美を追い求めた作風は、好こう事ず家かの間でも極きわめて評価が高い。

　そして、顔立ちはあまり似ていないが、まごうことなき勇斗の血の繋がった実の父親である。

「あら、いいんですよぉ。お気になさらず。小さい頃は何度もうちにお泊とまりに来ていたんですし。まあ、何かあったところでもらってさえくだされば……」

「おまえっ!?」

「お母さん!?」

「……ほんと変わりませんね、美代さん」

　慌てる外野を見てころころと笑みをこぼす美代に、頭を上げた男が苦笑を浮かべる。

　痩こけた頬を無ぶ精しよう髭ひげが覆っていた。作務衣もよれっとしており、頭巾からこぼれた髪かみもボサボサで脂っぽい。総じてだらしなく冴さえない印象だ。

　勇斗の記憶の中の男は、もう少しパリっとしていたのだが……？

　同じことを美代も思ったようだった。眉まゆをひそめて言う。

「貴方あなたは変わりましたね。少しやつれたんじゃないですか？　ちゃんと食べてます？」

「それなりに。夜も遅いのでこれで失礼させていただきます。行くぞ、勇斗」

　曖あい昧まいな笑みを浮かべた後、哲仁は勇斗を一いち瞥べつし顎あごをしゃくる。ついで踵きびすを返し、スタスタと歩き始める。

　こちらの返事も聞かないうちに勝手な男だ、と勇斗は憮ぶ然ぜんとなる。

　本来、勇斗はこんなことで苛いら立だちを覚えるほど狭きよう量りような男ではない。むしろ笑って許す寛かん容ようさの持ち主なのに、なぜかこの父親に対してだけは、理り屈くつではなく反感のほうが先に来てしまうのだ。

　とは言え、これ以上、美月の家にご厄やつ介かいになるわけにもいかない。他に行く当てがあるわけもない。

「……ちっ」

　舌打ちを一つし、いかにもしぶしぶといった体ていで勇斗は父の後を歩き始める。

　意地を張って野宿するという案も考えないではなかったが、ずっとそれを続けるのも現実的とは言えない。

　三年近く行ゆく方え不明だったのだ。狭せまい村でもある。ここで余計に衆目を集めて変に話題になるのも避さけたほうが得策だろう。

　そう頭ではわかっているのだが、どうにも感情が納なつ得とくせずむしゃくしゃするのも、また確かであった。

　しばし二人は無言のまま帰路を進んでいたが、先に沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのは勇斗のほうだった。

「何も訊かねえのかよ？」

　道半ばほど行った頃だろうか、ぶっきらぼうな声で満月が照らす薄うす闇やみの中浮かぶ背中に勇斗は問いかける。

　その呼びかけに父はようやく足を止め、のっそりと振り返った。

　久しぶりに向き合った父は多少痩やせこけてはいたが、口をへの字に曲げ、何を考えているのかわからない仏ぶつ頂ちよう面づらは、勇斗の記憶の中の表情とぴったりと重なる。

　父はじっと勇斗を見み据すえ、

「ふむ、元気でやってたか？」

「よりにもよってそれかよ」

　呆あきれたように、勇斗が吐はき捨すてる。
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　身体が問題ないことぐらい、一目見ればわかることだろう。

　曲がりなりにも三年もの間、行方をくらませていた息子むすこが帰ってきたのだ。

　どこに行っていたのかと詰きつ問もんするなり、叱しつ責せきとともに殴なぐりつけてくるなり、あるいは目に涙を溜ためながら抱きついてくるなりするのが普通の親のあるべき姿ではなかろうか。

　少なくとも、こんな淡たん々たんとした味気ないものではないはずだ。

「まあ、いまさら親っぽいことされても虫むし唾ずが走るだけだが、な」

　勇斗は言って、蔑さげすむように鼻を鳴らす。

　勇斗の母親――すなわち自分の妻の今いま際わのきわでさえ、刀作りを優先し看み取とろうともしなかった男だ。そんな男に人間らしい感情など端はなから期待していない。

　そう期待などしていないのだが――

「……そうか」

「～～っ！」

　あっさり認め引き下がる父に、勇斗はギリッと奥おく歯ばを噛み締めた。

　この父こそ、勇斗が最も忌み嫌い憎んでいる男だ。

　そんな父が自分に無関心だからといって、いまさら何を気にする必要がある？　むしろうざったくなくてせいせいするぐらいではないか。

　なのになぜか、勇斗の胸には無む性しように腹立たしさが渦巻いていた。







「すっかり荒あれ果はててんな」

　呆れたように呟いて、勇斗は三年ぶりの我わが家やを見上げた。

　瓦かわら葺ぶきの二階建ての、田舎いなかに行けばよく見られる典型的な日本家屋である。ただ記き憶おくとは若じやつ干かんズレがあった。

　母が趣しゆ味みで営んでいた菜園にはぼうぼうに雑草が生おい茂しげり、庭にあった物干し台はすっかりサビつきガラクタと化していた。玄関のポストや郵便受けは、紙の束であふれ今にも零れ落ちそうなぐらいだ。

　それでも面影はしっかりと残っている。

「帰ってきた、か」

　母が亡くなってからは、とにかくこの家が嫌で嫌で仕方がなかった。

　とっとと出て行きたかった。

　嫌いな男にすがらなければならない自分の無力さに、いつもイラついていた。

　なのに、どうしようもなく懐かしさがこみ上げてくる。この家で過ごした想い出が、いくつもいくつも脳裏に蘇り、目頭が熱くなってくる。

　どれだけボロくなっていようと、こここそが勇斗が生まれ育った我が家だった。

「お前の部屋はそのままにしてある。好きに使え」

　鍵かぎを差し込み回しつつ、ぶっきらぼうに父が言う。

　おかえりぐらい言えよ、とまた苛立ちが募ったが、扉とびらが開いた瞬間、そんな感情は一発で吹き飛ぶ。

　ツンとなんとも言えない臭しゆう気きが漂ただよってきたのだ。

　ベースはタバコのヤニだろうか。記憶にある父の車の臭においに似ている。それにどうも汗や酒の臭いなどが混ざっていそうだ。

　一言で言えば、とにかく男臭いのだ。

「どうした？」

　玄関先で立ちすくみ入ろうとしない勇斗に、父が不ふ審しんげに訊いてくる。

「どうした、じゃねえよ。なんだよこの臭い」

「臭い？」

　父はクンクンと鼻を鳴らすが、特に何も感じないようだった。生活臭というものは、得てして本人は気づかないものだ。

「はぁ……」

　母がまだ生きていた頃ころは、ほんのりと花の香かおりが漂っていたというのに、あまりに嘆なげかわしくて勇斗は嘆息せずにはいられない。

　想い出の我が家をどれだけ貶おとしめるつもりなのだろう、この男は！

「もういい」

　問答することが面めん倒どう臭くさくなり、勇斗は一方的に話を打ち切った。

　今日は朝から晩まで厳しい戦いの指揮で神経を削けずり、ようやく終わったと思ったところに二一世紀に戻され、美月との再会、その家族からの詰問、そして父との再会だ。

　いろいろありすぎて、正直、疲れ果てて何もかもが億おつ劫くうだった。我が家を見て、張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたせいもあるのだろう。

「寝ねる。何か話があるなら明日にしてくれ」

　ガシガシと頭をかきむしり、勇斗は家の中へと足を踏ふみ入いれる。

　相変わらず臭いは不快ではあるが、我慢できないというほどでもない。しばらくすれば、慣れて何も感じなくなるだろう。

　それはそれで嫌だが、今はとにかく身体を横にして休みたかった。

「そうか。ゆっくり休め」

「ああ」

　らしくない労いたわりの言葉に多少の違い和わ感かんを覚えつつ勇斗はなおざりに返事し、自室のある二階へと向かい――

　階段にはうっすらと埃ほこりが積もっていてげんなりする。

　父の部屋は一階であり、誰も二階に上がるひとがいなかったためだろう。

「せめて大おお晦みそ日かぐらいは掃そう除じしろってんだ」

　どう考えても数すうヶか月げつでこうはならない。明らかに年単位のものだ。

　まったくだらしないにもほどがある。

　記憶の中の父はとにかく厳しく、そして誰にも真ま似ねできない素す晴ばらしい刀を作る事ができる凄い男だった。

　だからこそ幼き日の勇斗は父に憧あこがれ、彼かれと同じ刀かたな鍛か冶じになることを志してもいた。

「こんなしょうもねえ奴やつだったのかよ……」

　勇斗の母親がいなければ、掃除一つろくにできない駄だ目め人間だったというわけだ。

　実にいい気味である。

　とは言え、あのいかめしい父が雑ぞう巾きんや掃除機を持って掃除している姿というのは、それはそれで何か嫌だった。

　そうあってほしくないという思いが、確かに勇斗の中にある。

「ちっ、ほんとなんだってんだ」

　勇斗は舌打ちとともに吐き捨てて、ダンダンと乱暴に階段を踏みつけて昇のぼる。

　自分の心がわからない。

　わからないことが、ムシャクシャを余計に助長する。

　だから勇斗は心に蓋ふたをすることにした。

　本当に、疲れているのだ。

　今は何も考えたくなかった。

「寝よ寝よ！」

　自室の扉を開くや、勇斗は一目散にベッドへとダイブした。




　　　◆




「ち、父上が天の国にお帰りになられただと!?　どういうことだ!?」

　バンッと机を叩き、ジークルーネは声を荒らげた。

　長い銀色の髪を乱雑に束ねた、美しい少女だ。

　普ふ段だんはあまり感情を表に出すことはなく、『氷の華はな』とまで称される彼かの女じよであるが、今はその顔に焦燥と困こん惑わくがこれでもかと貼はり付ついていた。

　ここはユグドラシル、《狼おおかみ》領の西せい端たんガシナ砦からほど近いところに敷しかれた《狼》軍の本ほん陣じんである。

　幕で仕切られた半径二〇エレ（約一〇メートル）ほどの空間には、現在、従軍している《狼》の主だった将が勢せい揃ぞろいしていた。

　今日は《雷》・《豹》連合軍とかつてないほどの激戦を繰くり広ひろげた日であり、松明たいまつが照らし出すその面々には、皆みな、疲ひ労ろうの色が濃こい。

「しっ、声が大きいですわ、ルーネ。外の兵士たちに聞かれたらどうするのです」

「むっ」

　フェリシアの叱責に、ジークルーネは痛つう恨こんの表情とともに押し黙る。

　総大将の不在が知れ渡れば、兵が著いちじるしく混乱しかねない。それが今の状じよう況きようにおいてどれだけ危険なことか、わからぬジークルーネではなかった。

「すまん。だが、とても聞き流せることではなかったぞ」

　声を落とし、なんとも険しい顔でジークルーネが唸うなる。

　いつもの彼女であれば、こんな初歩的な失態はまず有り得ない。それだけフェリシアの語った内容が、ジークルーネにとって天地がひっくり返るようなことだったのだ。

「ジークルーネの言うとおりだ、フェリシアの叔お母ば御ご。ちゃんと説明してもらおう」

　年としの頃は四〇歳さいぐらいだろうか、茶色と白のまだら髪の男が渋じゆう面めんを作りつつ言う。

　彼の名はオロフ。《狼》の序列四位を任された男である。

『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネや『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』スカーヴィズなどのような派手な活かつ躍やくはないが、先代の頃から与あたえられた任務はきっちり確実にこなし、着実に一歩一歩地位を重ねてきた、いぶし銀のごとき将だ。

　政治手しゆ腕わんにも長たけ、今や《狼》の食料庫となっている都市ギムレーの知事という要職を任されていることからもそれがうかがえる。

　まさに政治・軍事両面における《狼》の重じゆう鎮ちんだった。

　この場に集った将たちも、気持ちはオロフと一いつ緒しよのようだった。不安と動どう揺ようが入り混じったような表情を、フェリシアへと向けてくる。

「わかっています」

　フェリシアも硬かたい表情でひとつ頷く。

　その真剣そのものな表情に、諸将たちも狂きよう言げんの類たぐいではないと感じ取ったようだった。

「お兄様は三年前、わたくしが執とり行おこなった秘法《グレイプニル》にて、このユグドラシルにご降臨されたことは、皆みな様さまご承知のことと思います」

「うむ」

　フェリシアの言葉に、諸将たちが重々しく頷く。

　まさしくその日から、《狼》の隆りゆう盛せいは始まったのだ。

　その頃の《狼》は滅めつ亡ぼう寸前の弱小氏族であり、たった三年でこのユグドラシルでも屈くつ指しの大国に急成長したのは、ひとえに勇斗のおかげであるとこの場にいる誰もが認めていた。

　だからこそ、彼らの表情は険しい。

《狼》にとって勇斗はもはやなくてはならぬ存在であり、なおかつ今の《狼》の繁はん栄えいを象しよう徴ちようする、皆の精神的支柱でもあった。

　それが突とつ如じよとしてなんの前まえ触ぶれもなく失われるなど、あってはならないことだった。

「《グレイプニル》は、異質なるものを戒いましめ縛り付ける秘法です。これにより、天の国の住人――すなわち異質な存在であるお兄様をこの世界に繋つなぎ止とめていました。これを解かい呪じゆされたのです。『ミズガルズの魔ま女じよ』シギュンによって」

「シギュン……だと……」

　オロフの口から愕がく然ぜんとしたような声が漏れる。

　その二つ名の示す通り、シギュンはユグドラシルでも有数の秘法使いである。そして、今まさに交戦中の《豹ひよう》先代宗主パトリアークにして現宗主フヴェズルングの妻でもあった。

「つまり、敵の手によって親おや父じ殿どのは天の国に戻もどされたというわけか……まずいな、まずすぎるぞ」

　オロフが眉間に深いシワを作り、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で吐き捨てる。

　この場にいるのは皆、歴戦の強者たちばかりである。オロフの言葉の意味がわからぬ者などいなかった。

　ただでさえ、戦いの真まっ只ただ中なかに総大将である勇斗がいなくなるという、この上ない緊きん急きゆう事態が発生しているのだ。

　その上、その最も秘匿せねばならない事柄をすでに敵に知られているなど最悪の一言に尽きる状況である。

　フェリシアが重々しく頷うなずいて、ゆっくりと口を開く。

「はい、お兄様の突とつ然ぜんのご帰き還かんに皆さま戸と惑まどうお気持ちはわかりますが、今、我ら《狼》は極めて危機的な状況にあります。おそらく明日にでも、敵はこの絶好の勝機をものにするべく猛もう然ぜんと攻せめこんできかねません」

「「「…………」」」

　ゴクリ、と喉のどを鳴らす音がところどころから響いた。

　自然、皆のすがるような視線がある一点に集まる。

　フェリシアの右みぎ隣どなり、上座へと。

　しかし、いかなる危機にあっても彼らを導き、常に《狼》に勝利と栄光をもたらしてきた英えい邁まいなる少年の姿は、今はない。

　オロフが腕を組み少し考えた後、確かく認にんするように問う。

「フェリシアの叔母御、ご帰郷された親父殿を再び呼び戻すことはできぬのですか？」

「おおっ、そうだ！」

「一度お呼びすることができたのだ。やってやれぬことはないだろう」

「叔母御！　どうなのです!?」

　途と端たん、場が色めき立ち、諸将たちがフェリシアに期待のこもった視線を向けるが、彼女は静かに首を振ふった。

　左右に。

「無理、です。ここには御ご神しん鏡きようもございませんし」

「あれが必要ですか。確かに天の国との連れん絡らくも、あの鏡の近くでなくてはできぬという話でしたな。う～む、しかし、となると、我らだけでこの急場をどうにかせねばならんということになりますな……」

　難しい顔でオロフが唸る。

　ここからイアールンヴィズまで馬を駆かけさせても三日はかかる。行って帰ってくることを考えれば、とても間に合わない。

　不敗の軍神の名をほしいままにする勇斗の姿が見えないとなれば、いずれ兵たちも不安を覚えるだろう。そうなれば、士気はガタガタだ。

　敵もここぞとばかりに騒さわぎ立たてるに違いない。

　今の《狼》軍は、とても戦えるような状態とは言えなかった。

　オロフはふ～～～っと長い長い嘆たん息そくの後、諸将たちを見据えて重々しく口を開く。

「とりあえず、いったんここは退き態勢を整えるべきではないかと私は思う」

　このオロフの判断は、この状況にあっては極めて妥だ当とうであったというべきであろう。

　だが――

「大変だよ、大変だよぉっ！」

　慌あわてた声とともに、一人の幼い少女が天空より舞い降りてくる。

　まさかの方向からの参上に、諸将たちも目を瞠みはらせている。どうやら猿さるのごとく、木々の枝から枝を飛び移ってきたらしい。野生児さながらの身体能力である。

「アルベルティーナ！　いったいどこから入ってくる!?　曲くせ者ものと判断して一いつ瞬しゆん、斬きり捨すてそうになったぞ」

「それどころじゃないんだよ、ルーネお姉ちゃん！　ひょ、《豹》が、《豹》が動き出した！　こっちに凄すごい勢いで向かってる！」

「なんだとっ!?」

　戦慄が《狼》の本陣を疾はしり抜ぬけた。







　闇やみ夜よを切きり裂さいて、騎き馬ばの一団が野を駆ける。

　金色の髪をたなびかせ先頭を疾るのは、《豹》の宗主パトリアークフヴェズルングだ。その顔の上半分を鈍にび色いろの仮面で覆っていることから、近きん隣りんには仮面王グリームニルの二つ名で知られ、恐れられている男である。

「一気に攻め立てるぞ！　急げ！　わずかの差が勝敗を分けるぞ！」

　馬を駆けさせつつ、フヴェズルングは後ろの子分たちに檄げきを飛ばす。

　ミズガルズ一の秘法使いでもある妻シギュンから、《狼》の宗主を元いた世界に放ほう逐ちくしたと伝え聞いた時には、もちろん大いに驚おどろいたし、自分の指示なく勝手なことをと妻に怒いかりさえ覚えた。

　これがもし《雷いかずち》の虎心王ドールグスラシルステインソールであったなら、無ぶ粋すい極きわまりなしとシギュンを誅ちゆう殺さつして戦う気もなくしていたに違いない。しかしフヴェズルングは彼よりはるかに合理的で、そして現実的な男だった。

　昼間の戦いは、彼にとって必勝を期して臨のぞんだ負けるはずのない一戦であった。にもかかわらず押し返された。

　すでにこちらの手の内はバレており、このまま戦いを継けい続ぞくしても勝算は低いと、内心、途方に暮れていたところだったのだ。

　そこに降ふって湧わいたようなこの好機である。

　総大将である勇斗がいなくなったのだ。その情報だけで、今まさに《狼》軍が混乱の最中であることは、阿あ呆ほうでも察することができる。

　一個人としての感情はともかく、将としてこの機をみすみす見み逃のがす選せん択たく肢しはなかった。

　そうと決まれば、善は急げである。

　敵に対策を考える時間を与えるべきではない。攻めるなら、早ければ早いほどいい。

　幸いというべきか、いや、必然というべきか。今こ宵よいは満月だった。

　日々地平線を望む草原の民たみは定住する民よりはるかに視力がよく、また馬も夜行性の動物ではないが、夜目はよく利く方である。

　この程度の薄闇ならば、松明をかざさずとも移動できる。いよいよもって奇き襲しゆうにはおあつらえ向きの状況と言えた。

「くくっ、《狼》め、のうのうと休息を取っておるわ」

　フヴェズルングは立ち上る白い煙けむりを見上げ、蔑むような笑みを浮うかべた。

　暖を取っているのか、食事を取っているのか。どちらにしろ昼間の激戦を凌しのいだ喜びを堪たん能のうしているといったところか。

「むっ？」

　より近づくと、足音や指示と思おぼしき叫きよう声せいなど、バタバタと慌ただしく人が動き出し始める気配が伝わってくる。

　フヴェズルングは思わず舌打ちする。

「ちっ、こちらに気づいたか？　だが……もう遅い！」

　フヴェズルングはちらりと後ろを振り返る。

　すでに皆、愛馬にまたがり、武器を手にしている。

　なによりその顔は戦いに臨む覚かく悟ごで引ひき締しまり、遊牧の「民」ではなく、頼たのもしい草原の「戦士」となっていた。

　会心の笑みとばかりに口くちの端はしを吊つり上あげて、フヴェズルングは手を掲かかげる。

「行くぞ！　今までの借り、まとめて返してやれ！」







「敵てき襲しゆう！　敵襲です！　《豹》が、夜や襲しゆうを仕し掛かけてきました！」

「くっ、早すぎる！」

　兵士の報告に、オロフは悲鳴じみた叫さけびを上げた。

　アルベルティーナの知らせから、まだお湯を沸わかすほどの時間しか経たっていない。すぐさま全軍に奇襲に備えるよう伝令を飛ばしたが、これではとても準備は間に合わない。

「どこまでも神しん出しゆつ鬼き没ぼつな……っ！」

　忌いま々いましげにオロフは吐き捨てる。

　思い返せば、『ナーストレンドの戦い』においては、いずこかから一万の大軍を動員し、また鉄てつ壁ぺきの『荷車城塞ワゴンブルク』の内側にまで侵しん入にゆうしてみせた。

　昼間の戦いにおいても、《豹》の出現と参戦はまったくの想定外であった。

　オロフとしては、《雷》の宗主ステインソールの『一いつ騎き当とう千せん』よりも、厄やつ介かい極きわまりなく感じていた。

　ステインソールの武力は確かに凄すさまじい脅きよう威いではあるのだが、一方で基本的に真正面から堂々と攻め寄せてくるので備えることはできる。

　オロフにはとても無理な芸当だが、少なくとも勇斗は完全に手玉に取っていた。

　対してこの《豹》の宗主フヴェズルングの『神出鬼没』は、文字通りいつどこに現れるかわからないのだから、どうしても対処が後ご手て後手になりやすい。

　今回も含ふくめ、これまで《狼》を危機に追いつめたのは、常に虎心王ドールグスラシルステインソールではなく、仮面王グリームニルフヴェズルングなのだ。

「とりあえずわたしが応戦して時間を稼かせぐ。オロフ兄貴！　あなたがこの場で一番の年長だ。全軍の指揮を執れ！」

　もはや一刻の猶ゆう予よもないとジークルーネが険しい声で叫び、陣じん幕まくを飛び出していく。

　さすがは《狼》最強の精せい鋭えい部隊『親衛騎団ムスツペル』の長おさである。この急場にあって迅じん速そくかつ的確な判断だった。

　頼もしげに見送った後、オロフは諸将たちを振り返る。

「皆も私で良いな？」

「オロフ殿どのなら適任でしょう」

「う～む、致し方ありませんな」

「『最も強き銀狼マーナガルム』の推すい薦せんもあったことだしのぅ」

　確認するようなオロフの問いに諸将たちも頷く。

　中には心から納得してはいないと思しき将も少なからずいたが、ここで言い争いをしていても敵を利するだけである、ということぐらいは初うい陣じんの者でもわかることだった。

「よし！　では全軍に至急伝達！　慌てることなく応戦せよ、とな！　兄弟たちも子分たちの下もとに急ぎ戻り兵たちの混乱を鎮しずめてくれ。なんとか凌ぎつつ、折を見てこの先の山間の隘あい路ろへと後退。そこに車しや砦さいを築いて本格的に迎むかえ撃うつ！」

　オロフが矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばす。

　山間の隘路ならば進入路は限られる。そこを車砦で塞ふさいでしまえば、これまでの経験的に、騎き兵へい主体の《豹》はこちらに手出しできなくなる。

　それでも攻めてくるなら、弩いしゆみ隊たいの連射を雨あられとくれてやればいいという算段だ。

　この切せつ羽ぱ詰つまった状況下での急ごしらえの作戦としては、実に上出来の部類と言っていいだろう。

　この辺り、さすがは《狼》にその人ありと謳うたわれた良将だった。

「親父殿が帰られたとはいえ、《狼》には親父殿が遺のこしてくださったものが多数ある。そう易やす々やすと事を運べると思うなよ！」

　拳こぶしを握にぎり締め吼ほえるや、オロフはキッと遙はるか視界の先の《豹》を睨にらみつけた。







「ふっ！」

　気合一いつ閃せん、フヴェズルングは引き絞った弦つるから手を離はなした。

　放たれた二本の矢が、それぞれ別の軌き道どうを描えがき、吸い込まれるように《狼》兵の喉と胸を貫つらぬく。

　昼間の戦いで戦死した《豹》の勇将ヴァーリの得とく意い技わざだった。

　フヴェズルングの持つルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》は、ありとあらゆる技わざを盗ぬすむ。

　それは戦いの技であろうと、物を作る技であろうと、そして秘法であろうと、だ。

「～～災さい禍かの混こん沌とんを齎もたらさん……《フィムブルヴェト》！」

　フヴェズルングが呪力を練り上げ、『力ある言葉』を放つ。

　瞬しゆん間かん、ぼうっと彼の背後に続く《豹》の騎兵たちの身体を燐りん光こうが包つつみ、彼らの形相がより猛たけ々だけしいものへと変化する。

《フィムブルヴェト》

　ありとあらゆる制約を解き放つ、『ミズガルズの魔女』シギュンが勇斗を天の国へと放逐した秘法である。

　今回は彼らの身を縛る恐きよう怖ふ心しんと、獣じゆう性せいを縛る理性を解き放ったのだ。元々、シギュンはこういう使い方を得意としており、それに倣ならったのだ。

　本家本元のそれにはさすがに及およぶものではないが、それでも効果は十分だった。

「うおおおおっ！」

「殺す殺す殺す！」

「友の仇かたきぃっ！」

　狂戦士ベルセルクルと化した騎兵たちが、《狼》陣じん営えいへと雪崩なだれ込む。

　突然の夜襲に慌てふためく《狼》軍にとって、この疾しつ風ぷう怒ど濤とうの突とつ撃げきは、さらなる混乱を巻き起こすのに十分だった。

「うわぁっ！」

「ひぃぃっ！」

「お、お助けぇっ！」

《狼》の兵士たちは瞬またたく間まに恐きよう慌こう状態に陥おちいり、ところどころで悲鳴やみっともない命いの乞ちごいが鳴り響く。

　もはやとても立ち向かうどころではなかった。

　そして、獣性を解き放たれた《豹》の狂戦士たちは、逃にげ惑まどう《狼》兵たちを嬉き々きとして屠ほふっていく。

　このまま一方的な展開になるかと思われたが、

「これ以上の狼ろう藉ぜきは許さん！」

「ぐあっ！」

「ぎゃぁっ！」

　月夜に鋭するどく二条の銀光が閃ひらめき、同時に断だん末まつ魔まの声とともに《豹》の二騎が馬から崩れ落ちていく。

「おおっ、ジークルーネ様だ！」

「ジークルーネ様が来られたぞ！　親衛騎団も一緒だ」

「た、助かった！」

　銀ぎん髪ぱつの戦いくさ乙おと女めの姿をその目に捉とらえるや、たちまち《狼》の兵士たちは歓かん声せいをあげる。

　今にも折れそうな華きや奢しやな外見ながら、この少女は《狼》軍随一の戦功を誇ほこり、今や兵士たちの間では生ける伝説である。

　彼女もまた、『勝利の御子グレイプジーク』周防勇斗を守護するため天界から遣つかわされたのだ、という言説が兵士たちの一部ではまことしやかにささやかれるほど、その信仰は篤あつい。

「ちっ、大した人気だな」

　戦意を取り戻す《狼》兵たちを前に、フヴェズルングはつまらなさげに舌打ちする。

　彼がまだ、《狼》の若頭かしらだった頃は、美しくはあっても無愛想で容よう赦しやのない性格のジークルーネは、畏おそれられこそすれとても慕したわれる存在ではなかった。

　記憶にある限り、彼女と仲良くしていたのは、彼の妹のフェリシアぐらいである。

　そんな彼女が憧しよう憬けいの目を向けられているのだ。

　変われば変わるものだった。

「逃のがした魚は大きいというが……」

　当時から良い駒になると笑え顔がおの裏で目をかけていたが、期待をはるかに上回る成長ぶりである。

　今からでも、傘さん下かに欲しいぐらいだが、当代『最も強き銀狼マーナガルム』の無二の忠誠ぶりはユグドラシル西方一帯に鳴なり響ひびいている。とてもなびくとは思えなかった。

「その仮面！　見覚えがあるぞ。貴様が《豹》の宗主フヴェズルングだな！　その首貰もらい受うける！」

　銀髪の雌めすお狼おかみが気勢を上げて、こちらへと向かってくる。

　この混戦の中、目ざとく総大将であるフヴェズルングの姿を捉えるあたりもさすがである。

　昔から、彼女はこの手の嗅覚も実に鋭かった。彼女の戦果が《狼》にあってずば抜ぬけているのも、これと無関係ではないだろう。

「つくづく惜おしいな。手塩にかけて育てたものをこの手で刈り取らねばならんとはっ！」

　フヴェズルングも弓を放り捨て、槍やりを構えてジークルーネを迎え撃つ。

　勇斗がいなくなった今、彼女こそが《狼》の最大の精神的支柱なのは明らかだ。

　逆に言えば、彼女をここで討ち取れば、《狼》兵の心に壊かい滅めつ的てきな衝しよう撃げきを与えることができるということだ。

「はぁっ！」

「むぅんっ！」

　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうとともに、二本の槍が交こう錯さくする。

　お互たがい、渾こん身しんの力を込めた初撃――

　力負けしたのはフヴェズルングのほうだった。

「しっ！」

　膂りよ力りよくで勝ったことを好機と見たのだろう、ジークルーネが追つい撃げきの一手を打ち込んでくる。

「ふっ」

　フヴェズルングはわずかも焦あせることなく、ひょいとわずかに首を傾かしげる動作のみであっさりとかわしてのける。そして反はん撃げきの一撃。

　なんとか防ぐジークルーネだったが、フヴェズルングは畳たたみ掛かけるように二の手、三の手を繰り出していく。

「くっ！　はっ！　ぐぅっ！」

　たちまち防戦一方に追い込まれるジークルーネ。

　もちろん、彼女とて、《狼》最強、当代の『最も強き銀狼マーナガルム』である。フヴェズルングの猛もう攻こうのわずかの合間を狙ねらって、フヴェズルングに反撃を試みようとはしていた。

　しかし、フヴェズルングは常にその初動を抑おさえ、出で端ばなを挫くじき、相手に攻こう勢せいに出る隙すきを与えない。

「わたしの動きが……読まれているっ!?」

「ふふふっ」

　戦せん慄りつを露あらわにするジークルーネに、フヴェズルングは余よ裕ゆうの笑えみで応じる。

　彼女には幼少の頃から、フェリシアと一緒に幾いく度どとなく稽けい古こをつけてきた。

　最後に稽古した時と比べ、確かに身体は成長し、攻こう撃げきは重く迅はやくなり、技も洗練されている。だが、特有の癖くせは変わらない。

　この三年、相当に修練はしたのだろう、相手に見み抜ぬかれにくいよう、癖も目立たなくなってはいるが、それでも完全に消し去れてはいない。

　そして、フヴェズルングにはそのほんのわずかに残った癖で、次の動きを見切るには十分だったのだ。

　それに――

　この数合の打ち合いで確信した。彼女は明らかに本調子ではない。

「どうした？　動きに雑念が混じっているぞ。さしもの『氷の華』も、敬愛する父を失っては、氷も解けて涙なみだに変わったと見える」

「きっさま～っ！」

　たちまち激げき昂こうするジークルーネ。

　怒りのためか、打ち合う槍の力強さが増す。

　だが、

「甘あまいっ！」

　フヴェズルングは柄えでジークルーネの力任せの攻撃を受け止めつつ、絶ぜつ妙みような力加減で横へと滑らせる。

　予期せぬ方向へと流れていく槍に引っ張られ、ジークルーネの体勢が崩れる。

　その隙を逃すことなく、フヴェズルングは斜ななめから槍を振り下ろす。

「くっ」

　なんとか防いだジークルーネだが、その表情は驚きよう愕がくに染まっていた。

　フヴェズルングにはその理由が手に取るようにわかる。

　今、彼が用いたのは『柳やなぎの技法』。《狼》の先代『最も強き銀狼マーナガルム』スカーヴィズの得意とする技だ。

　他氏族の者が使えば、それは驚きもしよう。

「ふふっ、ならば、これなんかはどうだ？　[image: ]」

　戦場には場ば違ちがいな旋せん律りつを口ずさみつつ、フヴェズルングは槍を突き出す。

「っ！」

　瞬間、ジークルーネの目が見開かれる。

　当然だ。この刹せつ那なの間をやり取りする戦せん闘とう中に、突然、槍の穂ほ先さきがブレて見えれば、それはとんでもない脅威だろう。

　それでも、相手もさすがは当代の『最も強き銀狼マーナガルム』である。見事、本物の穂先を見抜き、弾はじき返かえす。

　だが、相当心しん胆たんを寒からしめられたようである。

「《幻げん惑わく》の呪歌ガルドル、だと……っ!?」

　その顔を戦慄に引ひき攣つらせ、ジークルーネが絞り出すような声で言う。

　愉ゆ快かいげに、余裕げに、フヴェズルングも口の端を吊り上げ、

「こんなことも出来るぞ」

　言って大上段からの袈け裟さ斬ぎりを放つフヴェズルング。

　この一撃自体は、何の事はないただの斜めからの斬り下ろしではある。

「なっ!?」

　ジークルーネの表情に、三度目の驚愕が疾る。

　彼女ほどの達人となれば、今の一撃が誰だれを真似たのかわかったのだろう。そう、まさしくジークルーネ自身の太た刀ち筋すじを再現してみせたのだ。

　次いで、《狼》の若頭ヨルゲンの一撃を、その次は今は亡なき《爪つめ》の勇者ムンディルファリの一撃を繰り出していく。

「くっ！　はっ！　ぐぅっ！」

　フヴェズルングのルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》の名に相応ふさわしい変へん幻げん自じ在ざいの攻撃に、ジークルーネはすっかり防戦一方に追い込まれていた。

　一撃ごとにまったく別人の太刀筋に変化するのだ。相当やりにくいに違ちがいない。

「その声、それにこの節操のない攻撃は……貴様、まさかロプトかっ！」

「ふんっ、そんな名前はとうの昔に捨て去ったわ！」

　叫ぶと同時に振り下ろされた槍の柄が、ついにジークルーネの右手の甲こうをしたたかに打うち据すえる。

「ぐあっ！」

　苦く悶もんの声とともに、ジークルーネが槍を取り落とす。

　咄とつ嗟さにジークルーネは腰こしの刀に手に掛けるも、今の一撃で痺しびれているらしく、抜くことができない。

「終わりだ、小こ娘むすめ！」

　その絶好の勝機をフヴェズルングが見逃すはずもない。

　必殺の突きを繰り出し――

　ヒュンッ！

　突如、フヴェズルングの腕うでに何かが巻きつき、ぐいっと引き寄せられる。

　槍の軌道が大きくズレ、フヴェズルングの攻撃はジークルーネの左ひだり肩かたを浅く薙なぐに止とどまった。

「なにやつ……フェリシアっ!?」

「ふぅぅぅ、間に合って良かったですわ」

　するりとムチを緩ゆるめつつ、金きん髪ぱつの少女が安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　まさに間かん一いつ髪ぱつであった。

　あとほんのわずかでも彼女が来るのが遅おくれていたならば、フヴェズルングの槍はジークルーネの心臓を貫いていただろう。

「すまん、助かったフェリシア」

「いいのよ、ルーネ。そんなことより時間稼ぎはもう十分ですわ。退きますわよ」

「しかし敵の総大将を目の前にして……」

「そんな手で何を言ってるの！　いくら頑がん丈じような貴女あなたでも、ひびぐらい入ってるはずよ」

「むぅっ……ちっ、わかった」

　フェリシアの指し摘てきに、ジークルーネは渋面になるものの、いかにもしぶしぶといった体ていで了りよう承しようする。

　利きき手てを損傷した状態では勝てないと判断したのだろう。

　さすがはフヴェズルングがかつて『戦いの申し子』と絶賛した少女である。戦士の矜きよう持じの塊かたまりのような娘むすめだというのに、その感情を抑え退くべき時は退くその状況判断は敵ながらあっぱれと言えた。

「この借りは必ず返すぞ！」

　ジークルーネが捨すて台詞ぜりふとともに馬を返す。

　そのまま二人は遁とん走そうし始めるが、見逃してやる理由はフヴェズルングにはない。

　特に実じつ妹まいのフェリシアに関しては、なんとしても手元に取り戻さねばならないと思っていたところだ。自ら出てきてくれたのなら好都合である。

「フェリシア、待て！」

　フヴェズルングは馬の腹を蹴けってすかさず二人の前に回り込もうとして、

「むっ!?」

　突如、風切り音とともに飛来する無数の矢に目を剥むく。

　もっとも矢の勢いは大したことはない。あっさり見切って籠こ手てで払はらい除のける。

「こっちこっち～」

　不意に戦場にはあまりに似つかわしくない童女の声が耳じ朶だをくすぐった。

　あまりの場違いさに反射的に声のしたほうを振り返り、

　ゾクッ！

　瞬間、背後に怖おぞ気けを感じた。

　すぐさま身体を馬の背にうつぶせると、先さき程ほどまでフヴェズルングの頭部があった部分を再び矢が貫いていく。

「ふん、《爪》の双ふた子ごの手て妻づまか」

　確か幼いながらも、《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》と《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルだという報告を受けている。

　これはおそらく《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》の能力か。声を風に乗せて別の場所に飛ばしたといったところだろう。

　撹かく乱らんとしてはなかなかおもしろい能力ではあるが、所しよ詮せんは子こ供ども騙だまし、フヴェズルングを討ち取るには――

「……ちっ、しまった」

　身体を起こすや、思わず舌打つフヴェズルング。わずかに目線を切った間に、ジークルーネとフェリシアの姿が綺き麗れいさっぱり消きえ失うせていた。

　二人ともとても目立つ風ふう貌ぼうの持ち主だが、この闇やみの中では判別がつかない。

　ここまで《豹》に有利に働いてきた暗くら闇やみが、この時に限っては《狼》に僥ぎよう倖こうとなったようだった。

「……まあ、女の尻しりを追いかけている場合でもない、か」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいて、フヴェズルングは手た綱づなを引いて馬の足を止める。

　フヴェズルングには《豹》の宗主として、子分たちを指揮する務めがある。深追いして独り専行するわけにもいかなかった。

　奇襲は時間との戦いでもある。ここで指示を誤れば、せっかく手元まで転がり込んできていた勝機をみすみすこぼれ落としかねない。

　実力主義の根強いユグドラシルの中でも、遊牧氏族である《豹》は特にその傾けい向こうが強い。

　すでに二度続けて、《狼おおかみ》には苦く杯はいを舐なめさせられている。これ以上失態を重ねれば、フヴェズルングを引きずり下ろそうという動きも出かねない。

　ここまで来て、また宗主の座を失うというのか。それだけはなんとしても避さけねばならなかった。

　フヴェズルングも後がなく、かなり追おい詰つめられていたのである。

「ずいぶんと見事な引ひき際ぎわだな」

　すでに追つい撃げき戦せんへと移った戦場を見み渡わたしつつ、フヴェズルングはつまらなさげに独りごちた。

　逃げる《狼》兵の動きに大きな乱れはない。実に整然としたものだった。つまり、まだしっかりと統制がとれているということだ。

　これでは大した損害は与あたえられそうにない。

　フヴェズルングとしては、総大将が突とつ然ぜん行方不明になったことによる指揮系統の混乱を狙っただけに、当てが外れたと言える。

　ここまで即そく座ざに軍を立て直してくるとは、この一事だけをとっても、勇斗の跡あとを引き継いだ将が、なかなか大した器量の持ち主であることがうかがえた。

「大将は……ふむ、どうやらオロフといったところか」

　若頭のヨルゲンであれば、おそらくもう少し撤てつ退たいを雑にして敵を誘さそう。

　若頭補佐ほさのスカーヴィズであれば、よりもっと苛か烈れつな反撃を仕掛け、こちらの足を止めようとする。

　そこへいくと、この無む駄だのない迅速な撤退劇は、あのまだら白しら髪がの男を連想させた。

　奇き抜ばつなことはしてこないが、手て堅がたい戦術を取り、大勝はしないが、まず負けない戦をする男である。

「となると、またぞろ亀かめのように荷車の壁かべの奥おくに閉じこもる作戦か。ふん、バカの一つ覚えがそう何度も何度も通用すると思ったか」

　心底から侮ぶ蔑べつするように、フヴェズルングは吐き捨てる。

　確かにあの荷車の壁は、騎馬軍団の《豹》にとってとんでもない脅威ではある。だが、どれだけ画期的な戦術であろうと、もはや初見ではない。

　この冬の間、じっくりと対策を練ることができた。別にステインソールの力押しだけが手というわけでもない。ただあれが最も確実だったから、採用したにすぎない。

　仮面の下の口元を邪よこしまに歪ゆがませて、フヴェズルングは嗤わらう。

「《千幻の道化師アルスイオーヴ》の名に恥はじぬよう、こちらも手妻の一つも披ひ露ろうしてやるとしようか」







「やれやれ、今日だけで寿じゆ命みようが五年は縮んだな」

　新たに《狼》軍の総大将を襲しゆう名めいしたオロフは、キリキリと痛む胃を押さえつつ大きく嘆息した。

　辺りでは《狼》軍の兵士たちが新たな本ほん陣じんの設営のため、天幕を張り直したり、火を起こしたりと、ガヤガヤ忙いそがしそうに動き回っている。

《狼》軍は夜襲の第一波をなんとか凌ぎ、ガシナ砦へと続く山間の隘路へと軍を移動してきたところである。

　ドドドドドドッ……

　そこに遠く無数の蹄ひづめの音が響いてきた。

「もう来たのか！」

　忌々しげにオロフが吐き捨てる。

　文字通り、休む間もなし、である。

　常々、勇斗が「兵は拙せつ速そくを尊ぶ」と口にしていたと兄弟たちから折に触れ耳にしていたが、《豹ひよう》はまさしくそれを体現したような氏族であった。

　実際、相手にしてみると、はなはだ厄やつ介かいである。これではわずかの判断の遅れで対応が追いつかなくなりそうだった。

「だが、なんとかこちらの態勢も整った。返り討ちにしてくれるわ！」

　山間の隘路の入り口に並べられた車砦を眺ながめ、オロフがニッと口の端を吊り上げる。これまで幾度となく、《豹》の猛攻を撥はね返かえしてきた鉄の壁だった。

　完全なる不意打ちを受けたにもかかわらず、この短時間で反撃態勢を構築し間に合わせてしまうあたりに、オロフの非ひ凡ぼんさがうかがえた。並の将ならば、すでに全軍瓦が解かいの状じよう況きように追い込まれていたかもしれない。

　この迅じん速そく極きわまる用兵は、さすがは《狼》でその人ありと謳われた良将の仕事ぶりである。

「よし、弩隊、構えーっ！　奴やつらを蜂はちの巣すにしてや……」

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「貴様ら、何を……っ!?」

「なんだっ!?　どうした!?」

　突とつ如じよ、車砦のあたりで叫声や怒ど号ごう、剣けん戟げきの音が巻き起こり、オロフは怒りを滲にじませた詰きつ問もんの声を上げる。

　否いや、何が起こったのかは、オロフにもわかっていた。ただ、あまりに望ましくない事態に、心が理解することを瞬しゆん間かん的てきに拒きよ否ひしたのだ。

　反乱。

　この危急にして大事な時に、車砦陣の内部では、《狼》兵同士による小こ競ぜり合あいが発生していた。

　数としては大したことはなかったが、不意を突いたのが大きかったのだろう、瞬く間に車砦陣の一角を占せん拠きよする。

　もちろん、彼ひ我がの兵力差は歴然としており、占拠はあくまで一時的にとどまるだろう。

　だが、彼かれらにとってほんの一時でよかったのだ。

　ガラガラガラ！

　反乱を起こした兵士たちが、荷車を次々と外へと押し出していく。

　用よう途と上、車砦陣は外からの圧力には耐たえられるよう工く夫ふうは凝こらしてあるが、内から外への圧力という事態をまったく想定していない。

　車砦陣にほころびが生まれる。そこに《豹》の騎馬軍団が満を持して駆け込んできた。

　まるでその一角が崩れることがわかっていたかのように！

「ふははっ！　外部からの攻撃に強いものほど、内部からの攻撃には脆もろいものよな！」

　馬上から《狼》兵を斬きり伏ふせつつ、フヴェズルングが哄こう笑しようを響かせる。

　これがフヴェズルングの荷車の壁破りの秘策であった。

《狼》兵の名めい誉よのために記しておくならば、彼らは誰も裏切っていない。皆みな、勇斗への忠誠心に厚い良き兵の集まりである。

　車砦陣を内側から崩したのは、《狼》兵に偽装した《豹》の兵士たちであった。

　かつて《狼》の若頭であったロプトは、《狼》の装束に風習、言葉のなまりなどを知り尽くしている。こういう時も想定して、埋まい伏ふく兵へいを準備しておいたのだ。

　もちろん、完全に化けきらせるのは至難であるが、この闇の中である。逃げ惑う《狼》兵たちに紛れ込ませる程度なら容易なことだった。

　かくして、ここに大たい勢せいは決した。

　用心深い勇斗ならば、『荷車城塞』が破られた際の二の手・三の手を用意して事に臨んでいたのだろうが、さすがに急場に抜ばつ擢てきされたオロフにそれを求めるのは酷こくというものだろう。

　それでもなんとかオロフは戦せん況きようを盛り返そうと奮戦するが、半刻もしないうちに《狼》軍は《豹》の猛攻に押し切られ戦線が維い持じできなくなり――

　瓦解した。







ACT 2







　チュンチュン、チュチュン。

「ん、んん……」

　電線にたむろする雀すずめの鳴き声と、窓から差し込む柔やわらかな陽光に、勇ゆう斗とはまどろみから覚める。

「ふあああ、朝か」

　伸のびとともに、勇斗はベッドから身体を起こした。そして寝ねぼけ眼まなこで、ぼんやりと部屋を見渡す。

　正面の壁には、夜空に鮮あざやかに輝かがやく大輪の花火の写真が彩いろどられたカレンダーと、その横には中学の制服がクリーニングのビニールを被ってかかっていた。

　左手には漫まん画がばかりが並ぶ明るい木目の本ほん棚だなと、同色の学習机が鎮ちん座ざしている。どちらも小学校入学と同時に買ってもらったものだ。

　見覚えが、いやというほどあった。昨日は灯あかりを点つけもせずベッドにダイブしたためよく見てもいなかったが、まごうことなき慣れ親しんだ自分の部屋である。

「本当に、帰ってきたんだな」

　もう何度目になるかわからぬ、自問自答するようなつぶやき。

　やはり三年という月日は長すぎたのだろう。ずっと日本に帰ることを夢見てきたが、いざ実際に叶かなってみると、現実感を感じられないのだ。

　これは勇斗の望郷の念が見させた夢で、勇斗の現実の身体は未いまだユグドラシルにあるのではなかろうか、という疑念がどうにも拭ぬぐえない。

「痛っ！」

　だが頬ほおをつねってみると、ここが確かに現実であることを教えてくれた。

　そうなると俄が然ぜん、気になってくるのが、ユグドラシルに残してきた仲間かぞくたちのことである。

「みんな、どうしてるかな」

　おそらく昨日のうちに、フェリシアが勇斗の二一世紀への帰き還かんを主だった将に伝えたはずだ。

　きっと皆、混乱しているに違いない。戦場の真まっ只ただ中なかで、総大将が突如としていなくなったのだから。

「なんとか上う手まく対処してくれてるといいんだが……」

《狼》軍には、勇斗が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる副官フェリシアに、《狼》最強の勇者『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネ、ギムレー知事にして堅けん実じつな用兵には定評のある良将オロフなど、綺き羅ら星ぼしのごとき将軍が揃そろっている。

　彼らならきっとこの不測の事態も何とかしてくれると思いたい反面、虎心王ドールグスラシルステインソールに、仮面王グリームニルフヴェズルングという強大な難敵が手を組んでいるのだ。やはりどうしても不安は尽きなかった。

　特に気になるのが、《豹》の動向だった。なんといっても彼らは勇斗の不在を知っているのだ。昨夜のうちに攻め込んでいたとしてもなんらおかしくはない。

「くそ、もどかしいな」

　ボスンッと勇斗はベッドのクッションを殴なぐりつける。

　とにかくあちらの情報が欲しかった。そして出来得るなら、早さつ急きゆうに指示を出したかった。

　だが今は、連れん絡らくを取ることさえ出来ない。

「美み月つきも俺おれが戦争に行ってる時はこんな気持ちだったのかな……」

　怖こわくて怖くて仕方がない。

　不安と焦しよう燥そうで心が押おし潰つぶされそうだった。

　ぐ～～っ！

　唐とう突とつに、腹の虫が鳴り響いた。

　我ながらなんて節操のない腹だ、と思いはしたが、昨日はいろいろあったにもかかわらず、食事は朝にパンを食べただけであった。

　人間なのだから、それは腹も空こうというものである。

「とりあえずなんか食ったほうがいいか」

　空腹は心をカリカリさせる。

　それにユグドラシルと連絡が付くのは、距きよ離り的てきに考えて早くとも三日～四日はかかるはずだ。それまでずっと食べないというわけにもいかない。

　むしろ、こんな時だからこそ多少なりとも腹に入れて、いざという時のために英気を養っておくべきだろう。

「とは言え……どうすっかな」

　勇斗は困ったようにポリポリと頭を掻かく。

　この家で寝ね泊とまりすることすら、本音を言えば我が慢まんならないのである。これ以上、父親の世話にはなりたくなかった。

　しかし、現代日本で生活するにはなにをするにも先立つものが必要だった。

「っ！　そういえば」

　あることを思いつき、勇斗はだっと学習机に駆け寄り、上から二番目の引き出しを開ける。そして目的のものを取り出し、中を確かく認にんしてほっと安堵の吐息をつく。

　引き出しにあったのは、勇斗名義の銀行通帳だった。残高も七万円ほどある。亡き母に、お年玉などの一部を半ば強制的に貯金させられていたのだ。

　当時は好きに使わせろよ、とたいそう不満を抱だいたものだが、今はその配はい慮りよに心から感謝する。

「早さつ速そく降ろしに……」

　同どう櫃ひつのハンコも取り出し、喜び勇んで部屋を出ようとしたところで、勇斗は自らの服装に気づく。

　ユグドラシルの現地装束――人気のない夜道ならまだしも、さすがにこの格好で真っ昼間、外を出歩けば、注目の的になるのは確実だろう。

　都市部ならまだコスプレだろうとスルーしてくれそうだが、ここはのどかな田園風景が広がるど田舎いなかだ。

「着き替がえようにもなぁ」

　嘆たん息そくしつつ、勇斗は押おし入いれの衣類ダンスを開ける。そこから一着、適当に上着を取り出し広げてみるが、明らかに小さかった。

　当時は成長も鑑かんがみ多少大きめの服を買ってはいたのだが、さすがに三年は長すぎたらしい。

「はぁ……美月呼ぶか」

　ユグドラシルでも、現代日本でも、困った時の幼おさな馴なじ染みだった。







「ほんといつも面めん倒どうかける。ありがとな」

　礼を言って、勇斗は受話器を置いた。

　愛用のスマートフォンは手元にないので、家の居間にあった固定電話である。勇斗の生まれる前からこの家にあった年代物だ。

　とりあえず問題なく機能しているようでほっとした。すっかり埃ほこりを被っていて、最初見た時は使えるのかどうか、真しん剣けんに危あやぶんだが。

「しっかし、これじゃあとても美月を家にあげられないな」

　振り返り、途と方ほうに暮れたように勇斗は嘆息する。

　ダイニングテーブルには、面積の三分の一ほどを日本酒の空あき瓶びんが占拠し、灰皿にはタバコの吸すい殻がらが山盛りになっている。

　ゴミ箱はもう満まん杯ぱいなのか、蓋ふたが閉まらず、コンビニ弁当の空き箱らしきものが顔を覗のぞかせている。

　何より問題なのが、この三年、雑ぞう巾きんがけも掃そう除じ機きがけもしていないのだろう、部屋全体がとにかく埃っぽい。

　テレビ台や酒用の小型冷蔵庫の上などはもはやうっすらと白ずんでいて、埃が浮ういているのが視し認にんできるほどだ。

　いかにも典型的な男やもめだというのがわかる部屋だった。

「少し片付けるか」

　ちょうどただで寝泊まりするというのが、どうにも落ち着かなかったのだ。

　部屋を間借りさせてもらう分、対価として労働で支し払はらう。実にイーブンだと思った。

　それに、身体を動かしていたほうがなんだかんだでどうにもならないことを考えないで済む。

「とりあえずっと」

　三年が経たつとは言え、勝手知ったる我わが家やである。

　迷うことなく洗面所へと向かい、その下の収納ボックスから新品の雑巾とバケツを拝借する。

　バケツに水を満たして玄げん関かんのある廊ろう下かへと向かう。

「こんな俺の姿を見たら、エフィやルーネあたりは卒そつ倒とうしそうだな」

　思わず勇斗はクスッと笑みをこぼす。

　傘さん下か氏族まで含ふくめれば軽く一〇万を超こえる民たみを治める《狼》の宗主パトリアークが、水仕事というユグドラシルでは召めし使つかいがする作業をしようというのである。

　我が事ながら、立場のあまりの急降下っぷりがおかしい。

「よし、やるか！　うおおおお！」

　クラウチングスタートの体勢のまま、廊下の端はしから端まで一気に雑巾がけをする。そのたった一ひと拭ふきで、真っ白だった雑巾が真っ黒になっていた。

　裏っ返してもう一拭き。やはり真っ黒になる。

　バケツに放り込んでじゃぶじゃぶすると、水もうっすらと黒ずむ。

「こりゃけっこう大変そうだ……」

　いまさらながらに、家の事の一いつ切さい合がつ財さいを取り仕切っていた母親の有あり難がた味みを感じずにはいられない勇斗である。

　この広い家を一人で切り盛りし、ピカピカに清潔にしていたのだから。

「もっと手伝いぐらいしときゃ良かったなぁ」

　孝行のしたい時分に親はなし、とはよく言ったものである。

「あ～、そういや肝かん心じんなことを忘れてた」

　痛つう恨こんそうに顔をしかめ、勇斗は左手にある障しよう子じふすまの部屋に目を向ける。

　雑巾をバケツにかけてその部屋に入ると、一階を包つつんでいた妙みような臭においはなく、代わりにほんのりと線せん香こうの薫かおりが漂ただよっていた。

　奥に鎮座する仏ぶつ壇だんの前に立ち焦こげ茶ちや色いろの重じゆう厚こうにして厳おごそかな扉とびらを開くと、金色の光こう沢たくを放つ観かん音のん菩ぼ薩さつ像ぞうが姿を現す。

　その隣となりの写真立てには、上品そうな婦人がモノクロで静かに微笑ほほえんでいた。

「ただいま。母さん」

　少し妙な違和感を覚えたが、勇斗はすっとその場で正座し遺い影えいを見つめ、しんみりと言う。

　久しぶりに見る母の姿に、妙な感かん慨がい深ぶかさも覚えた。勇斗のスマートフォンには、母の写真は収められていなかったから。

「見守っていてくれて、ありがとな。おかげでなんとか五体満足で帰ってこれたよ」

　わずかに苦味を帯びた微びし笑ようを浮かべ、勇斗は鈴りんを二度鳴らし手を合わせる。

　そして心の中でこれまでのことを母に報告する。

　どれぐらいそうしていたか、やがて玄関のほうからチャイムの音が鳴なり響ひびいた。

「あっ、しまった」

　まだ全然片付けていない。せめて玄関から自分の部屋までぐらいは綺麗にしておこうと思っていたのに。

「ごめんくださーい」

　聞き覚えのある声とともに、ガラガラガラっと引き戸が開く音が響いてくる。

「鍵かぎぐらいかけとけよ、クソ親おや父じ！」

　悪態をつきつつ、勇斗は慌あわてて立ち上がり玄関へと向かう。

「あっ……おはよう、勇くん！」

　勇斗の姿を視界にとらえ、パァァァっと花が咲さいたような笑みを浮かべる幼馴染に、はっと見み惚とれてしまう勇斗。

　綺麗に見えるようなお澄すまし顔がおや、友達と一いつ緒しよの楽しそうな顔は写真で何度となく見たものだが、こうして幸せそうににっこりとはにかむ顔を見たのは、本当に久しぶりだった。

　いつも彼女と話すのは夜だったので、朝の挨あい拶さつができたことに軽い喜びを覚えてもいた。それが電話越ごしのどこかくぐもったものではない、生の声だったことも良かった。

　三年前まではごくごくありふれた日常だった。そんな本当に何気ない、当たり前すぎることが、今は無む性しように嬉うれしくて仕方なかった。

「ど、どうかしたの、勇くん!?」

「ん？　あ、いや、なんでもない。お、おはよう」

　不ふ審しんげな美月の声に我に返り、勇斗も挨拶を返す。

　すると、美月がえへ～っとふやけた顔になる。

「ふふっ、勇くんと朝の挨拶を交かわすのって三年ぶりだね。懐なつかしくて、新しん鮮せんだよ」

「……俺も同じことを思ったよ」

「そっか。何気ないことだけど、とても嬉しかったよ」

「それも思った」

「え、あはは、に、似た者同士だね」

「あ、ああ。そ、そうだな」

　りんごのように顔を真っ赤にして、テレテレとうつむく美月に、勇斗も挙動がおかしくなる。

　勇斗としてはただ率そつ直ちよくに事実を述べただけなのだが、よくよく考えると、嬉しい、とお互たがいにほのかな好意を口にしていることに気づく。改めて思い返してみると無性に気恥ずかしくなった。

「わ、悪かったな、こんな朝っぱらに呼び出しちまって」

　こういう空気は少々苦手だったので、勇斗は話題を変える。

「ううん、大丈夫。春休みだし。まあ、ちょぉっとお父さんが妙に睨にらんでいたけど」

「ははっ」

　思わず勇斗の口から乾かわいた笑えみがこぼれる。

　一いつ般ぱん的てきな父親としては、やはり年とし頃ごろの娘に変な虫がつくのは気に入らないものなのだろう。特に勇斗は、中学二年で家出して失しつ踪そうという立派な社会のドロップアウト者だ。あちらの立場に立てば、友人付き合いすら止やめさせたいと思っていてもおかしくない。

「あれ、勇くん、ちょっと足元見て」

「あん？」

　言われて、勇斗が視線を下に向けると、玄関のマットの上に、厚みのある茶ちや封ぶう筒とうがぽんっと無造作に置かれている。

　真ん中には見覚えのある達たつ筆ぴつな字で「勇斗へ」と記されている。

　父親からだった。

「…………」

　勇斗はわずかに眉まゆをひそめ、無言で封筒を拾い中を確認する。

　中に入っていたのは一万円札の束で、

「うわっ、すご！　二〇万ぐらい入ってない、それ？」

　隣で見ていた美月が驚おどろいた声を上げるも、勇斗の目は冷めたままだった。

　同どう封ふうされていた便びん箋せんを開く。封筒のものと同じ筆ひつ跡せきで『好きに使え』とだけ端たん的てきに書き記されている。

「お～、これは今日のお昼は勇くんのおごりでお寿す司し……ってわけにはいかなそうだね」

　ハイテンションだった美月の声が、勇斗の顔を見るなり尻すぼみになっていく。

「いや、それは奢おごらせてもらうさ。今まで世話になりっぱなしだったしな。でも、これにはびた一文、手をつけるつもりはない」

　有う無むをいわさぬ口調で言い切って、勇斗はお金を封筒に戻もどす。

　叩たたき返かえしてやりたいところだが、玄関の靴くつを見ると、彼愛用の下げ駄たがなく、すでに仕事場である工こう房ぼうに出かけてしまったらしい。

　そんな勇斗をどこか悲しそうに見つめ、美月が言う。

「……まだお父さんのこと、許せてないんだね、勇くん」

「……そう、みたいだな」

　他人事のように言って、勇斗はギュッと封筒を握にぎる手に力を込める。

　こちらの懐ふところ事情を察した父の粋いきな計らい――

　とは、まるで思えなかった。とにかく胸むな糞くそ悪くて仕方がない。

　足元を見られたような不快感、今の自分の無力さに対する憤いきどおり、勇斗の中で色々な想おもいが渦うず巻まいていたが、何より許せないと感じていたのは、自分の息子むすこと全く向きあおうとしない、父親の無関心に対してだった。

（まったくこれじゃあ駄だ々だっ子こじゃねえか）

　放っておいて欲しい、という想いも、確かに勇斗の中にあるのだ。一方で本当に放置されていれば、父親としてそれはどうなんだ、という怒いかりが生まれる。

　三年前の勇斗ならば、そんな自分の矛むじ盾ゆんに目を向けようとしなかっただろう。心に蓋をして、その鬱うつ憤ぷんさえ父への怒りに転化してぶつけていたに違いない。

「俺は結局……親父にどうあってほしいんだろうな」

　謝あやまって欲しいのか、落ちぶれて欲しいのか、自分に関心を寄せて欲しいのか、放置して欲しいのか。

　天てん井じようを見上げ自らに問いかけるも、色々な想いが複雑に絡み合いすぎていて、どれも正解に思えるし、どれも間ま違ちがっているように思える。

　今はどれだけ考えても答えは出そうになかった。







「ねえ、勇くん勇くん！　これなんか、勇くんに似合うと思うな！」

　朝食後、勇斗は美月と一緒にデパートに買い物に繰り出していた。

　出かけるに際し、服は美月に彼女の父親のものを持ってきてもらった。心苦しくはあったが、自分の父親のものを借りる気にはなれなかった。

　とは言え、いつまでもそれで過ごすわけにもいかないので、早速、服を見みつ繕くろいに来たのである。

「ん～？　確かにいい感じだけど……げっ、高！」

　値札のタグを手に取るや、勇斗は目を剥く。

　あと少しで五桁けたに届きそうな額だった。

「もっと安物でいいって。十じつ把ぱ一ひと絡からげの」

「《狼》の宗主パトリアーク様が何言ってんのよー。そんなんじゃ下の者に舐なめられるぞー」

「うっせ、こっちじゃ無職の貧びん乏ぼう少年なんだよ！」

　けらけらとはしゃぐ美月に言い捨てて、勇斗は「ＳＡＬＥ２０００円均一」という立て札のコーナーへと歩を進める。

　ここに来る前に銀行に寄ってお年玉貯金も下ろしてきたので、買おうと思えば買えないわけではないのだが、これから先も色々と入り用になるはずである。

　無む駄だ遣づかいは極力避けたかった。

「んー、そうだな。適当にこれとこれで……」

「うわー、見事に黒系ばっかりー。もうちょっと明るい色にしなよー」

　早速、美月が駄だ目めだしをしてくる。

「あーもう、お前は自分の服でも選んでろよ」

「あたし、金欠だもん」

「ついでに買ってやるよ。多少高いものでもいいぞ」

「ほえっ!?」

　美月が間の抜けた声をあげる。

　まったく予想していなかったのだろう、うろたえたように視線をあっちこっち彷徨さまよわせつつ、

「で、でも悪いっていうか。お金そんなにないんでしょ？。いいよぉ」

「ば～か。お前にはこの三年、散々世話になったからな。少しぐらい返させろ」

「……本当にいいの？」

「ああ、そう言ってる。お前への礼はこの買い物の最優先事じ項こうだ」

「そっかぁ。最優先かぁ。……ありがとね」

　美月が両頬に手を当て、えへへ～ととろけたようにはにかむ。

　これだけ喜んでくれるなら、勇斗としてもプレゼントのし甲が斐いがあるというものだった。

「何がいいかなぁ。あれ欲しかったんだよね。でもあれも捨てがたいし……」

　うーんと、美月が悩み始める。

　本当にころころと表情が変わる。こういうところは電話や写真ではわからないところだ。見ていて飽あきない。

　やがて、思いついたようにピンと人差し指を立てる。

「そうだ、じゃあさ、じゃあさ」

　タタタッと仔犬のように勇斗のところへ駆け寄って来て、下から上うわ目め遣づかいで勇斗の顔を覗きこんでくる。

　その仕草に、思わずドキッと勇斗の胸が高鳴る。

「な、なんだ、決まったのか？」

「ううん、せっかくだし、勇くんが選んでよ！」

「はいっ!?」

　今度は勇斗が間の抜けた声を上げる番だった。

　男女が二人で出かけることをデートの定義とするならば、デートではごくごく普ふ通つうのありふれた展開ではある。

　だが、ユグドラシルでは砂じや利りなしパンに硝子ガラスに銭湯と次々と時代の最先端とも言うべき流行を生み出してきた勇斗も、さすがに現代のファッションの流行に関しては門もん外がい漢かんもいいところだった。

　二一世紀の流行など一年も経たずにガラリと変化するのだ。三年いない間にどれだけ変わったのか想像もつかない。

「お、俺なんかが選んだら、とんちんかんなもの選んじまうぞ」

「いいよー。それこそ宴えん会かい芸げい用のバーコード頭のかつらでも大事にする」

「いいのか!?　本当にそんなんでお前満足か!?」

「家宝にしちゃうよ。《狼》の宗主様から直じき々じきに賜たまわった品として、神かみ棚だなに飾かざっちゃうね」

「や・め・ろ。つーか、どうせ贈おくるなら使って欲しいし、やっぱりお前が好きなの選べよ」

「え～～～？　……じゃあ、バーコードのかつら」

「本当に欲しかったのか、それ!?」

「ふふーん、あたしに選ばせるとそうなっちゃうよー？　いいのかー、それでええのんかー？」

「どういう脅おどしだ」

「と、いうわけで～、嫌いやだったら勇くんが選ぶしかないねー」

「はぁ……わーったよ。俺が選べばいいんだろ、選べば」

　ケラケラと悪戯いたずらっぽく笑う美月に、やれやれといった体ていで勇斗は嘆息する。

　戦場では常勝不敗の名将と謳うたわれる勇斗も、この幼馴染にだけは敵かなう気がまるでしない。

　もっとも究極的には、男は女には勝てない生き物なのかもしれないが……。

「で、どんなのが欲しいんだ、せめて好みぐらいは言ってくれ。でないと正直、何がいいのか全然わからん」

「あ、それじゃあたし、ヘアアクセがいいな。それだったらずっと身につけていられるし」

「服じゃねえのかよ。まあいいけど。でも、それならこいつの精算してからな」

「って、やっぱりその黒いのにするの!?」

　美月が信じられないとばかりに目を剥むく。

「別にいいじゃねえか。服なんて着れればなんでも」

「ダメ！　まったくもう！　勇くん元はいいのに、見た目にはてんで無む頓とん着ちやくなんだから」
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　美月が頬をふくらませてプリプリと言うや、

「ほら、とりあえずこれとこれ。着替える場所はそこだから」

　その手に持っていた服を手て渡わたされ、ビシッと試着室を指さされる。

　その表情を見る限り、ここで押おし問もん答どうをしても時間の無む駄だそうである。

　まあ、少しぐらい付き合ってやってもいいか。と軽い気持ちで勇斗は試着室へと足を向けたのだが……

　その後、なんだかんだで勇斗が美月の着きせ替かえ人形にされたのは言うまでもない。







「つっかれたぁ。なんかもう死ぬほどつっかれたわ」

　勇斗は長い溜ため息いきとともに、通路脇わきに置かれた長なが椅い子すに座り込み、ぐったりと壁かべにもたれかかる。

　もはや精も根も尽き果てた感さえあった。

　ただ、その服装はすっかり様変わりしていた。地味目な格好をしたいかにも冴さえない少年だったのが、今やカジュアルな格好に身を包み、実に爽さわやかな好青年といった体である。

　もっとも、だらけた格好と表情がその全すべてを台無しにしてはいたが。

「何言ってんのよ。ちょっと服選んだぐらいでだらしないなぁ」

「ちょっとどころじゃねえだろ。もう軽く一時間は経たってんぞ、服選ぶだけで」

「え？　普通じゃない？　むしろかなり短く済ませたつもりだけど」

　きょとんとした顔で、美月が首をかしげる。

　その様子に、勇斗は戦せん慄りつを禁じ得ない。

「これで短く済ませた、だと……っ!?」

「うん、お母さんや友達と来た時とか二時間三時間余よ裕ゆうだよ」

「うえぇ……」

　女の買い物は長いと勇斗も話には聞いていたが、まさか幼馴染までその例に漏もれないとは思わなかった。

　確かに考えてみれば、美月と一緒に買い物にでかけた記き憶おくはない。だから、知らなかったのは当たり前と言えば当たり前なのだが……

　こんなことさえ知らなかったことが、三年の空白を思い知らされる感じがして、少し悔くやしかった。

「あー、腹減ったぁ。寿司食いてぇ、寿司ー！」

　むしゃくしゃしたせいか、無性にお腹なかが空いてきた。

「ちょっとぉ、まだあたしへのプレゼント買ってないよぉ。最優先事項じゃなかったの？」

「うるさい。さっさと米食わせろ。とにかく米だ。ギブミーライス！」

「うわっ、完全に米中毒者になってる！」

「三年も米食ってなければ、日本人なら誰だれだってそうなる。マジで」

　朝、美月が買ってきてくれたコンビニのおにぎりが、途方もなく美う味まくて美味くて仕方なかったのだ。

　冗じよう談だん抜ぬきで目に涙なみだが浮かぶぐらいに。

　それこそ美月が目の前にいなければ、ボロ泣きしながらがっついてたかもしれないぐらいに。

　大好物の寿司なら、いったいどれほど美び味みなのだろうか。もう今からよだれが止まらない勇斗である。

「よし、とっととヘアアクセ選んで食いに行くぞ。どこだ？」

「あ、うん。あっちだよ。ううっ、ムードもへったくれもないよぉ」

「よし、あっちだな」

　美月の愚ぐ痴ちを聞かなかったふりをして、勇斗は服の入った紙かみ袋ぶくろを持って立ち上がる。

　そのまま美月の指さした方向に向けて歩き出そうとして、不意に目の前を遮さえぎられた。

　彼かれの前に立ちはだかったのは、紺こん色いろの厳いかめしい制服に身を包んだ男である。一いつ瞬しゆん、警備員かと思ったが、

「こういう者です。周す防おう勇斗くん、だね？」

　言って男が取り出し開いた手帳の下半分には、なんとも仰ぎよう々ぎようしい桜代紋が貼はり付つけられていた。

　どうやら念願の寿司を口にするのは、また後日になりそうだった。




　　　◆




　グラズヘイム――

　言わずと知れた神聖アースガルズ帝てい国こくの都であり、様々な文化や芸術の発信地ともなっている、ユグドラシルでも最大の規模を誇ほこる大都市である。

「着いてしまった、か」

　シグルドリーファは、馬車に揺ゆられつつ、はぁっと憂ゆう鬱うつそうに溜息を漏らした。

　勇斗とほぼ時を同じくして、神聖アースガルズ帝国神帝たる彼女もまた、生まれ故郷への帰還を果たしていた。

　同時にそれは、彼女の自由が終わったことを意味していた。気分が陰いん鬱うつとなってしまうのも致いたし方かたなくはあるのだが、理由はそれだけではなかった。

「相も変わらず嫌な空気が漂う街じゃ」

　大通りにはテントがズラリと軒のきを連ね、ユグドラシル中から集められた様々な品が所ところ狭せましと立ち並ぶ。

　つい先さき程ほど見た城門には、行商人をはじめとした都市に入る許可を求める者たちがずらっと列を並べていた。

　実に活気に満みち溢あふれ賑にぎやかであるが、それはあくまで表面上に過ぎないことを、彼女自身がよくよく知っていた。

　実際、綺き麗れいな服を着て、楽しそうに買い物をする客も少なくない。だが、それはごくごく一部の者に限ってのことだ。

　この街で生まれ実際に生活を営む者たち――すなわち往来を歩く者たちの大半は、着ている服に精せい彩さいを欠き、その表情もどこか暗く生気がなく、疲れ果てた感が色いろ濃こく出ていた。

　さらに注意深く街の隅すみなどに目を向ければ、ボロを着て恵めぐみを求めてうずくまっている者も大勢いた。

　多くの無む辜この民から富を吸い上げ、一部の者だけが潤うるおっている、そんな醜しゆう悪あくさが透すけて見えていた。

「まあ、妾わらわが偉えらそうなことを言えた義理ではないが、の」

　その搾さく取しゆする側の頂点に座すのが、かくいうリーファ自身であった。

　誰よりも綺麗な服を着て、誰よりも美味おいしい物を食べ、誰よりも清潔で豪ごう奢しやな宮きゆう殿でんに住んでいる。

　それに見合う働きをしているのかと問われると、正直、全くしていないと言うしかない。

　精力的に政務に励はげみ、リーファが滞たい在ざいしている間にも次々と新たな政策・発明品を投入し、民全体を潤すあの黒くろ髪かみの少年を見た後だと、なおさらだ。

　心から羨うらやましいと思った。自分も彼のように、世のため人のため何かできないだろうか。

　街を見て、改めてリーファはそんなことを思った。







「ふぅ、まったく年寄りは話が長くて敵わぬ」

　帝てい国こく重じゆう鎮ちんたちによるお説教をようやく終え、リーファは心底疲れたように吐と息いきを漏らした。

　もちろん、リーファが全面的に悪いので大人しくお小言を聴き続けたのだが、さすがに二刻（四時間）にも及およべば、ただでさえ長旅の疲れもあり、精神力の全てを削けずられてしまった。

　もっとも後は自室に戻って寝ねるだけである。ふらふらとした足取りで自室へと向かおうとしたところで、

「おお、陛下！　よくぞ！　よくぞご無事で！」

　ダッと駆け寄ってきてひざまずく影かげがあった。

　見覚えある馬の尻尾しつぽのような金色の髪かみが揺れる。実に四ヶ月近くぶりになる忠臣の姿に、リーファは懐かしさに破顔した。

「おお、ファグラヴェールか！　久しぶりじゃのぅ！」

「はっ。お懐かしゅうございます。お身体のほうは大だい丈じよう夫ぶでございますか？」

　片かた膝ひざをついたまま、面を上げるファグラヴェール。

　その整った顔には、ハラハラと涙がこぼれている。心の底からリーファのことを心配し、安あん堵どしていることがそれだけで伝わってきた。

　リーファはジーンと胸が熱くなるのを感じずにはいられなかった。

「ふふっ、妾の体調を慮おもんぱかってくれるのは、お前ぐらいじゃ」

「陛下、そのようなことは……」

「いや、本当のことじゃ」

　自じ嘲ちようするように、リーファは肩かたをすくめる。

　先程までリーファを叱しかっていた重じゆう鎮ちんたちにしたところで、公務に穴を開け多くの者が迷めい惑わくを被こうむったことや、神帝としての自覚が足りない、などといったことは、それこそ手を替え品を替え、幾いく度どとなく口にしたものだが、リーファのことを心配する言葉は、ついぞ聞くことがなかったのだ。

　あくまで彼らにとって必要なのは、神帝という権けん威いであり器うつわであって、リーファではないのだ。

　わかっていたことではあるのだが、それでもやはり胸にチクリと小さな痛みを覚える。

「お帰りなさいませ。陛下」

　不意に、背後からなんとも怖おぞ気けを覚えるしわがれた声が響いた。リーファの顔が苦虫でも噛かみ潰つぶしたかのように歪ゆがむ。

　それでもなんとか精神力を振りしぼって表情を装い振り返ると、声から想像した通りの、痩やせ細ほそった白しら髪がの老人が杖つえを突ついて立っていた。

「《狼おおかみ》での生活は、堪たん能のうできましたかな？」

「……ふん、妾がどこで何をしていたか、すでにお見通しというわけじゃな」

「ええ、それはもちろん。未来の花はな嫁よめのことですからな」

　老人――ハールバルスがくつくつと楽しげな笑みをこぼす。

　一方のリーファは、ますます不快げに顔をしかめさせていた。

　彼女が気に障さわったのはただひとつ「花嫁」という単語だった。

　改めて、リーファは目の前の老人をマジマジと見つめる。

　長く伸のびた頭とう髪はつも、顎あごから伸びる髭ひげも、リーファと同じように真っ白に染まっていた。齢よわいすでに六〇を越こえたと聞いている。

　その顔には幾いく重えにもしわが刻まれ、服の袖そでから見える手なども筋肉が削そげ落おち、骨と皮だけのように見える。

　コレが自分の将来の夫かと思うと、吐はき気けさえ込み上げてきた。

　それでも、この結けつ婚こんを避さけることは出来ない。リーファには、神帝としてその血統を維い持じするという義務があるから。

　そして、この醜悪な老人以外という選せん択たく肢しを、潰つぶされているから。

　一見、華はなやかなヴァラスキャールヴ宮殿ではあるが、だからこそその維い持じに莫ばく大だいな費用がかかる。

　一度、上がってしまった生活水準を戻すことも容易ではない。

　もはやハールバルスが宗主パトリアークを務める《槍やり》の援えん助じよなしでは立ち行かなくなるまでに、帝国の財政は火の車となっている。

　そう、こんな年の釣り合わない婚こん約やくなど、おかしいとわかりきっているのに誰も異を唱えられないほどに。

　有り体にいえば、リーファは帝国の存続のためにあの醜悪な老人に買われたのだ。

　彼の血を継つぐ新たな神帝の依代として。

　そして、おぞましき結婚式の日取りは、もう間近にまで迫せまっていた。







「つっ！　フェリシア、もっと優やさしくやってくれ。んっ！」

「十分、優しくやってます。もうっ、こんな手で無む茶ちやして」

　ジークルーネの手の甲こうに自家製の軟なん膏こうを塗ぬりつつ、フェリシアが眉み間けんにしわをよせる。

　ここは《狼》と《雷いかずち》の国境沿い、ガシナ砦とりでの一室である。

　先の夜戦で大敗を喫きつした《狼》軍は、近くにあったこの砦に逃げ込むことでその命脈をぎりぎり保ったのだ。

　窓から外を覗きこめば、怪け我が人にんであふれかえっている。無傷の者などまずいない。その顔も皆みな、焦しよ燥うそうと疲ひ労ろうの色が濃こい。

　もはや《狼》軍はボロボロと言っていい状態だった。

　それでもなんとかこれだけの数が生き残れたのは、

「仕方ないだろう。常に最前線で戦い兵を守るのが『最も強き銀狼マーナガルム』の務めだ」

　ひとえにこのジークルーネが殿しんがり軍ぐんとして獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしたおかげであろう。彼女の存在なしでは、この砦までたどり着ける兵は二分の一、三分の一にまでなっていたかもしれない。

　だが、その代だい償しようは大きかった。

「だからってこんなになるまで……この手が使い物にならなくなっても知りませんわよ？」

「それは困るな。まだこの手には働いてもらわねばならん。……ぐっ」

　グッと右手を握り込もうとして、ジークルーネが顔をしかめる。

　鉄てつ面めん皮ぴで知られる彼女が、表情に出すほどである。相当な激痛が疾はしったことがうかがえた。

　さもありなん、ただでさえフヴェズルングとの一いつ騎き打うちで負傷していた右手を酷こく使ししまくったのだ。腫はれが見るも無む惨ざんに悪化し、ジークルーネの右手はいつもの倍近くにまで膨ふくれ上あがっていた。

「こんな状態で何を言ってるの。しばらくは養生してなさい」

　駄々っ子を言い聞かせるようにフェリシア。

　実際、ものを軽く握ることすら難なん儀ぎする有り様なのである。利きき手てがこの状態で戦場に繰り出そうなど自殺行こう為い以外の何物でもない。

　止めるのは当然と言えたが、

「この生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに、そんなのんびりとしてられるか」

「でも、お兄様がご帰き還かんされた今、貴女あなたまでいなくなったら《狼》軍は……」

「だからこそだ。わたしまで戦線離り脱だつしては、もう士気が保もたん」

　ジークルーネは言外に話はここまでと立ち上がり、壁にかけていた外がい套とうを羽織る。『最も強き銀狼マーナガルム』に代々受け継がれている代しろ物ものだ。

　その称しよう号ごうの意味と責任の重みを、彼女なりにしっかりと認にん識しきしているようだった。だからこそここは退けないという確固たる意志があった。

「はあ、ほんとお兄様の言うことしか聞かないんだから」

　フェリシアは説得の無理を悟さとり、小さく嘆たん息そくする。

　だが、そう言いつつも、フェリシアはジークルーネの言い分の正しさも認めていた。認めざるを得なかった。

　虎とらの子この『荷車城塞ワゴンブルク』をあっさりと破られ、《狼》は当代になってから初めての大敗を喫した。

　何とか落ち延びたガシナ砦も、つい最近、《雷》の襲しゆう撃げきで奪うばわれたばかりで、損そん壊かいが激しく、防衛拠きよ点てんとしての機能が著いちじるしく低下している。もう一度、《雷》と組んでの総そう攻こう撃げきを行われては、とても耐え切れないだろう。

　そんな危機にもかかわらず、兵たちが崇あがめ従う総大将の勇斗は、怪け我がの療りよう養ようという名目で兵の前に姿を現さない。

　これで兵たちに不安を感じるな、というほうが難しかった。

　ここでさらに『最も強き銀狼マーナガルム』であるジークルーネまで負傷したからと前線に立たなくなれば、兵たちはもう《狼》に勝機はないと絶望し、逃とう亡ぼうや降参が相次ぎ始めるのは火を見るより明らかである。

　今の《狼》軍の現状は、ちょっとしたきっかけで足元から崩くずれかねない、まさにそんな薄はく氷ひようの上にあるに等しかったのだ。

「ところでフェリシア。丁度いい機会だ。お前に話しておかねばならんことがある」

　改まったように、ジークルーネが真しん剣けんな表情で切り出してくる。

「なに？　いい話？　悪い話？」

「さあ、な。わたしには判別がつかん。あの《豹ひよう》の宗主と思おぼしき仮面の男だが……あ～、その、落ち着いて聞いてくれよ？」

　普ふ段だん、歯はに衣きぬ着きせぬジークルーネにしては珍めずらしく、なんとも奥おく歯ばに物が挟はさまったような物言いである。

　それでフェリシアも、彼女が何を言おうとしているのか察した。

　クスリと肩をすくめて、

「兄さん、でしょ？」

「っ！　知っていたのか!?」

「ええ、お兄様の判断で黙だまっていたの。ごめんなさい」

《豹》の宗主フヴェズルングが、元《狼》の若頭ロプトだということが公になれば、なんとしても彼の首を取らねばならなくなる。

　親殺しという最も許されざる大罪を犯おかした者を放置しては、《狼》の氏族の面子メンツは丸まる潰つぶれであり、内外に示しがつかない。

　当時、争いを嫌きらい、《豹》とは融ゆう和わ路線を望んでいた勇斗としては、隠かくすしかなかったのである。

　交戦状態に突とつ入にゆうした後も、戦いの泥どろ沼ぬま化かを避け、和平の道を閉ざさぬよう、ごくごく限られた人間だけの秘密となっていた。

「謝ることはない。父上のご意向なら致し方あるまい」

　ジークルーネが小さく首を左右に振ふる。

　当然のことだ、と心の底から思っているようである。気にしたそぶりは全く見受けられない。

　自分は信用されていなかったのか、などといった愚ぐにもつかないことは考えもしないのだろう。彼女のこういうサバサバしたところが、細かいことをけっこう気にするタチのフェリシアには、少し眩まぶしい。

　もっともそんなフェリシアだからこそ細やかな気配りで勇斗をサポートできるし、実はジークルーネからは逆に、そういう部分を羨ましがられていたりもするのだが。

「しかし、お前の前で言うのもあれだが、敵に回すとつくづく厄やつ介かいだな、あの男……」

　今まさにフェリシアに包帯を巻かれている手を見下ろしつつ、ジークルーネが苦虫を噛み潰したような顔になる。

　勝ち負けは兵家の常とは言え、《狼》最強『最も強き銀狼マーナガルム』の看板を背せ負おう身としては悔しいのだろう。

「奴やつの力は相手の技わざを盗ぬすみ自らのものにしてしまうものだと思っていたが、とんでもない。奴の最も恐おそろしいのは、たちどころに相手の癖や弱点を見抜くところだ」

　忌いま々いましげに、ジークルーネは吐き捨てる。

《豹》の宗主フヴェズルング――元《狼》若頭ロプトの実じつ妹まいであるフェリシアには、彼女の言っていることがよくわかった。

　相手の技を使いこなせるということは、破り方にも精通しているということだ。

　そしてそれは、将としての能力にも通ずる。

「ええ、あの鉄てつ壁ぺきの『荷車城塞ワゴンブルク』を破る手をいくつも思いつける辺り、我わが兄ながら心底恐ろしいと思いますわ」

「そして後ろにはさらに虎心王ドールグスラシルステインソールという化け物まで控ひかえている。この状じよう況きようではやはり父上なしでは厳しいと言うしかないな」

「もうしばらく耐えれば、そのお兄様の指示を仰あおげるはずよ」

　すでに昨夜のうちに、《爪つめ》の双ふた子ごにスマートフォンを持たせてイアールンヴィズに向かわせてある。

　あの二人ならば、敵に捕つかまることなく無事にたどり着けるに違ちがいない。

　そして　イングリットなら勇斗から一通り使い方を教授されているので、連れん絡らくを取り合うことができるはずだ。

「そうか。それはとても頼たのもしいが……正直、それまで保もたせられるかが微び妙みようだな」

　しかし、ジークルーネの表情は厳しいままだった。

　ここガシナからイアールンヴィズまで、双子の健けん脚きやくをもってしても、ざっと二日はかかるだろう。連絡は夜を待たねばならないから、計五日かかる計算だ。

　普通の敵が相手なら、籠ろう城じようすればそれぐらい簡単に保もたせられる日数ではあるが、

「敵には例の、なんだ、ト、トト、トレブセットだったか？　投石機があっただろう？」

「トレビュシェットね」

「ああ、それだ。アレの前にはこんな砦などひとたまりもあるまい」

　はぁっと重い嘆息とともに、ジークルーネがお手上げとばかりに首を左右に振る。

　大の男二人分はあろうかという巨きよ石せきを凄すさまじい勢いで投とう擲てきするあの兵器の威いり力よくのほどは、それを用いて数多くの《爪》や《角》の砦を陥かん落らくさせたジークルーネたちが一番良く知るところである。

　使う分にはこれほど頼もしいものはないと思ったものだが、使われる側になるとこれほど厄介な代物もなかった。

　現状、防ぐ手立てが見つからない。

「ふ～～～～、腹を据えるしかない、な」

　大きく息をつき、ジークルーネが決然と言う。

　その瞳ひとみに宿る決意の意志に、フェリシアはどうしようもなく悪い予感を覚えずにはいられない。

　そして、悪い予感ほど当たるものだった。

「最さい期ごに父上のお声ぐらいはお聞きしたかったが、致し方なし。父上にはお前から伝えておいてくれ。ジークルーネは最期まで立派に戦った、とな」







ACT 3







「で、今までどこにいたんだね、君は？」

　机に肘ひじを突いて手を組みつつ、向かいに座る穏おん和わそうな中年の警官が訊きいてくる。

　口調こそやんわりとしたものだが、どこか有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがある。このあたりはヴェテランの味というものだろう。

　勇ゆう斗とがいるのは、ねずみ色の圧あつ迫ぱく感のある壁に囲まれた取調室――

　ではなく、いかにも安物の大量生産品と思しき事務机と椅い子すが立ち並ぶ、どこぞの企き業ぎようの事務所のような空間の一角に設置された応接ソファである。

　勇斗は特に犯罪らしい犯罪を犯したわけでもない。その身み柄がらは八はち尾お警察署生活安全課少年係に回されたのだ。

　なんでも勇斗の失しつ踪そうは、地元のテレビや新聞で多少ニュースとして報じられたらしい。もっともこのご時世、すぐに風化して世間からも忘れ去られていたのだが、奇き特とくにもデパートの店員が勇斗の顔を覚えていて、警察に通報したそうなのだ。

　まさしく良識ある一般市民の鏡ともいうべき行動だが、正直、有あり難がた迷めい惑わくもいいところではある。

「別に隠すことではないし、話すこともやぶさかではないんですが、正直、信じてもらえる自信がありませんね」

　出されたお茶をすすりつつ、勇斗。

　安物の番茶だが、これまた懐なつかしさを覚えずにはいられない。

「それはこちらが判断することだ。とりあえず話すだけ話してみてくれんかね？」

「ん～、では……まあ、ちょっと異世界に行ってました」

「異世界？」

「ええ、ユグドラシルとか言うこことは違う世界に」

　言ってから勇斗は、過去の世界にタイムスリップしていたと言ったほうが良かっただろうかと思案し、まだ異世界のほうがいいな、と結論付ける。

　過去と言っても、いつどことも知れないのだ。変にその辺りを突っつかれると答えようがなく、嘘うそをついていると決めつけられかねない。

　もっとも、異世界に行っていたも大たい概がいといえば大概なのだが。

「あ～、最近流行はやってるらしいねぇ、そういう小説。おじさんも読んでるよ～」

　言いつつ、うんうんと中年警官が頷うなずく。

　やはりまったく信じてもらえなかったらしい。

「ははっ、まあ、そういう反応になりますよねぇ」

　自嘲するように笑えみをこぼして、勇斗は肩をすくめる。

　実に想定の範はん囲い内ないである。

「うん、一応、おじさんたちもこれが仕事だからさ。本当の話を聞かせてもらいたいわけだよ。変に意地張らずにしゃべってくれたほうが、おじさんも楽だし、君もこんなつまらない話を早々に切り上げて帰れるわけだから、双そう方ほう万ばん々ばん歳ざいだと思うんだがねぇ」

「ええ、まったくその通りだと思いますよ。だから、本当の話をしたんですが、案外、嘘の話をしたほうが早かったかもって気が今はしています。どっか適当な外国を放ほう浪ろうしていた、ってほうがよっぽど信ぴょう性高そうですからねぇ」

「こら、いい加減にしないか！　あんまり警察を舐なめてるとただじゃおかんぞ！」

　中年警官の隣となりに座り、それまで黙っていた若い警官が突とつ然ぜん声を荒あららげて凄すごんできた。

　世間的には、実に三年近くもの間、家出して行ゆく方えをくらましていたのだ。犯罪者扱あつかいまではされないようだが、さすがに良識ある一般市民という扱いは受けられないらしい。

（とりあえず、美み月つきをなんとかなだめすかして帰しておいて良かったな）

　心の中でそう呟つぶやいて、勇斗はふっと思い出したように笑みをこぼす。

　あの少女は勇斗のこととなるとけっこう無む鉄てつ砲ぽうなところがあるので、この光景を見たら、色々と話がややこしくなりそうな気がしたのだ。

　だが、その思い出し笑いが、また若い警官の癇かんに障さわったらしい。

「何がおかしいっ!?　本官たちを馬ば鹿かにしているのか!?」

　バンッと机を手のひらで叩たたき、その強こわ面もてを怒いかりでさらに厳いかつくさせる。

　何か格かく闘とう技ぎでもやっているのか随ずい分ぶんとがっしりとした体格の持ち主で、その丸太のような腕うでは、ゆうに勇斗の倍以上の太さがある。

　当然、腕っぷしには相当の自信があるのだろう。そう顔に書いてある。

　だが――

（これは……素す手ででもフェリシアのほうが強いな）

　と、勇斗は冷静に若い警官の戦力を分ぶん析せきする。

　筋肉こそなんともゴツイのだが、ユグドラシルで会った一流どころの戦士たちがまとっていた強者特有の空気を感じない。

　さすがに勇斗が真正面から立ち向かってどうこうできる相手とは思えなかったが、一方でなんでもありなら負ける気がまるでしなかった。

「こら佐さ紀き！　あんまり怖こわがらすんじゃない」

　憤いきどおる若い警官を、中年警官がすっと手で制したしなめる。

「～～っ、麻あさ宮みやさんがそう言うなら……」

　しぶしぶといった体ていで、若い警官が浮うかしかけていた腰こしを再びソファに沈しずめる。

　それを確かく認にんしてから、

「済まないね、周す防おうクン。君もあんまり挑ちよう発はつせんでくれ。こいつはちぃと気が短くてなぁ。とりあえず、昼時で腹も空いているだろう？　何か食べるかね？　おごるよ」

　中年警官は再びにっこりと人の良さそうな笑え顔がおを勇斗へと向けてくる。だが、その目がまるで笑っていないことを、勇斗は敏びん感かんに察していた。

　にこやかに細められた眼めの奥おくで、勇斗の一挙手一投足の一いつ切さいを見み逃のがさず、こちらを探さぐっている気配がする。

　なかなか曲くせ者もののようだった。

　なんとなく、《爪》の宗主パトリアークボドヴィッドをほうふつとさせる。もっともあちらのほうが一枚も二枚も役者が上だったが。

（なるほどね。これが本場の『良い警官グツドコツプ・悪い警官バツドコツプ』か）

　勇斗が《角》の宗主リネーアと初めて会った時に使った交こう渉しよう術じゆつである。実際にやられる立場に立つと、これは確かに知っていないと、ころっと良い警官のほうにほだされそうだった。

「うーん、じゃあ定番のカツ丼どん頼たのんでいいっすか。長いこと米食ってなかったから、無む性しように食いたいんですよ」

　遠えん慮りよせず、勇斗は要求を口にする。

　こちとら実に三年ぶりの大好物のお預けを食くらったのである。この程度のご相しよう伴ばんに与あずかるぐらいは罰ばちも当たるまい。

「……随分と落ち着いているね、君。普ふ通つうねぇ。君ぐらいの子が警察になんか連れて来られたら、萎い縮しゆくするか、虚きよ勢せいを張るか、のどちらかなんだが」

　そこで中年警官は親指で若い警官を指し示し、

「しかもこんな強面に凄まれてんだ。なのに君ときたら顔色一つ変えやしない。実に自然体だ。随分と肝きもが据わってるねぇ？」

「は？　別にそんなことないっすよ。ただ単に、俺おれ、なんも悪いことはした覚えないんで、それででしょう」

　こちらの世界では、と勇斗は心の中で自嘲とともに付け加える。

　いかに間接的とはいえ、自らの手が血にまみれているという自覚はあった。そうしなければ、仲間かぞくを守れなかったから、後こう悔かいはないが。

「親おや御ごさんを心配させるのは、世間一般では悪いことだと思うがね？」

「最近の警察は、家庭の事情にまで首突っ込むんですか？」

　にっこりと笑顔で、しかし底冷えする声で勇斗は言う。

　それが彼らの仕事なのはわかっているが、赤の他人に土足で踏み込んで欲しい場所ではなかった。

「……やっと反応を見せたと思ったらこれかよ」

　なぜか中年警官は、人の良さそうな笑顔を凍こおりつかせ、代わりに大量の脂あぶら汗あせを顔中に滲にじませていた。若じやつ干かん顔色も悪い気がする。

　若い警官も身体をぶるっと震ふるわせ、「空調が壊こわれたのか？」とか呟いている。しかし勇斗は一切感じない。

　わけがわからずにいると、

「失礼します。その子の迎むかえがいらっしゃってますよ」

　衝つい立たての奥からひょいっと女性警官が現れて言う。

「迎え？」

「ええ、貴方あなたのお父さん」

「……そうですか」

　一応、世間的には、三年間行方不明だったのだ。家族の下に連絡を入れるのは当然といえば当然だろう。責めることはできない。

　だが、余計なことをという思いもどうしても抱だいてしまう。

「まあ、お迎えも来たようだし、今のところ事件性もなさそうだ。帰っていいよ。君の望み通り、後は家庭に帰って存分に話し合ってくれたまえ」

　中年警官が、なぜか「今のところ」を強調しつつ、手のひらをひらひらと振る。

　先ほどまでの笑顔に戻もどっているのだが、どうも前よりこわばっているように見える。なにやら随分と警けい戒かいされている気配がした。

「はあ、まあ、んじゃ」

　ペコリと軽く頭を下げて、勇斗は立ち上がる。

　ここで平行線を辿たどり続つづける話をしていても益もない。

　父親のおかげで、というのは癪しやくではあるが、とっととお暇いとますることにした。







「クソ生意気なガキでしたねぇ」

　勇斗の姿が見えなくなるや、若い警官――佐紀は血気盛んにドンッと机を叩いて忌々しげに吐き捨てた。

　大学時代は強きよう豪ごう柔じゆう道どう部ぶに所属し、鬼おに部長として後こう輩はいたちからは恐れられたものだ。今でも当時の後輩たちと会うと、何も言わずとも気をつけの姿勢を取るほどである。

　だというのに、あの小こ僧ぞうときたらわずかも怯おびえた素そ振ぶりも見せない。まったくもって面おも白しろくなかった。

「生意気？　あれが生意気に見えたのか？」

　一方の中年警官――麻宮は、佐紀とは対照的に疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子でソファにどっかりと身体を沈み込ませ、女性職員の入れてくれたお茶をすすっている。

「当然です。あれが生意気じゃなくてなんだってんですか!?」

「ふ～～、佐紀、お前、たしか捜そう査さ一課志望だったよな？」

　麻宮が茶ちや碗わんを口から離はなし、長い吐息を吐きつつ言う。

　捜査一課――強ごう盗とう、殺人、傷害、誘ゆう拐かい等といった凶きよう悪あく犯罪を扱う部署である。いわゆる刑けい事じを志す者にとっては花形ともいうべきところだ。

「あ、はい。やっぱりこれまで培つちかってきた力を活かしたいっすから」

「ふん、そんな刑事ドラマみたいな大立ち回りなんぞそうそうないがな。まあ、とはいえ、危険な部署であることには変わりはない」

「はい」

「なら、もう少し危険に対するセンサー上げとけ」

　麻宮がジロリと佐紀に視線を向ける。

　勇斗に向けていたような人の良さそうなにこやかなものではなく、鋭するどい相手を射すくめるような目だ。

　ゴクリと喉のどを鳴らしつつ、佐紀は問う。

「どういう、ことでしょうか？　そんなに危険だというのですか、あの少年が？」

「ああ。見た目に騙だまされるんじゃねえ。ありゃあとんでもねえタマだぞ」

　言って、麻宮は右みぎ腕うでの袖をめくる。

　少し毛深いが、しっかりと筋肉がついた引ひき締しまった腕である。

　そしてそこには――

「見ろ。未いまだに鳥とり肌はだが止まらねえ。あのガキがちらっと怒ど気きを覗のぞかせただけでこの有り様だぁ。おめえも感じてただろ。寒気をよ？」

「あ、あれですか。て、てっきり空調がおかしくなったのかと」

「アホ！　だからセンサー上げろっつってんだ」

　麻宮がポカリと佐紀の頭を小こ突づく。

　そしてやれやれと首を振りつつ続ける。

「儂わしゃ今でこそ生活安全課少年係々長なんてやってるが、捜査第四課で二〇年やってた男だ。ヤクザの組長とサシで向き合ったことだってもうしょっちゅうだった。だがなぁ。あのガキの前ではそんな大物たちさえしょぼく思えらぁ」

「そ、そこまでですか……」

　佐紀にはどうにも信じられない。

　麻宮の勘かん違ちがいではないのか、という思いが拭い切れない。

　だが一方で、この麻宮が本人の言うとおり長年、捜査第四課――今では組織犯罪対策部と名めい称しようを変えたが――暴力団対策を専門に扱う部署で辣らつ腕わんを振るい、数百人という子分を抱かかえるヤクザの親分からも一目置かれた存在だったのは確かである。

　その彼かれがここまできっぱりと言い切ることを、頭から否定もできない。

　麻宮が、思い出したようにぶるっと身体をまた震わせる。

「あんな目ぇしてる奴見たのは初めてだ。あのガキ、あの年でいったいどんなとんでもねえ修しゆ羅ら場ばくぐってきやがったんだ？」







「大事な仕事の邪じや魔まして悪かったな」

　勇斗はことさらに「大事な仕事」を強調して言って、フンと鼻を鳴らした。

　本当に悪いなどとは露つゆほども思っておらず、母の危き篤とくの際に刀作りを優先したことに対する皮肉である。

　自分でもいかにも子供じみたことをしているという自覚はあるのだが、どうにも父を前にすると反はん抗こう的てきな態度を取らずにはいられなくなるのだ。

「問題ない。帰るぞ。乗れ」

　端たん的てきにそれだけ言って、父はくいっと愛車を顎で指し示す。

　三年前と同じ、白の軽トラックだ。

　この狭せまい空間に父親と二人きりというのは、想像するだけで息が詰つまりそうである。

「いい。歩いて帰る」

「いいから乗れ。少し話もある」

「話？」

　少しだけ意外だった。

　てっきりこの父は自分に対して、いや、家族というものに対して関心など全くないものとばかり思っていたからだ。

「……わかった」

　頷き、勇斗は軽トラックの助手席に乗り込む。

　父も運転席に座すわり、車を発進させる。

　勇斗は父の方に目を向けず、窓の外を見やりながら、

「で、なんだよ、話って？」

「これからのことだ。お前、どうするつもりだ？　学校にまた通うのか？」

「……あ～」

　正直、まるで考えていなかった。

　ユグドラシルにいた頃ころは、とにかく帰ることで頭がいっぱいだった。帰った後のことなどあまりに遠すぎて思考の外だったのだ。

「受験シーズンもとうに過ぎている。今すぐとなると、定時制しかないだろう」

「…………」

　いきなり現実を突きつけられた。

　現代に帰ったら美月の通っている学校に編入するものと、なんとなく漠ばく然ぜんと考えていたところがあった。

　だが、よくよく考えてみれば、勇斗はユグドラシルに飛ばされていなければ、今はすでに高校二年生だ。

　学力の問題もある。年ねん齢れい差さの問題もある。そんな人間が、普通な学校生活などもはや送れるはずもなかったのだ。

　今更ながらに、三年という月日の流れを感じた。

「それとも働きに出るか？」

「それもいいかも、な」

　学校に通うということは、その間、父親から金銭的援助を受けねばならない。それは御免被りたかった。

　とにかく自立することを一番に優先するなら、やはり働いて収入を得るのが一番の早道に思える。

「しかし中学もろくに出ていないお前に、ろくな働き口はあるまい」

　またもや現実を突きつけられた。

　いちいちもっとも過ぎて、反論の余地さえない。

　――ないのだが、

「まあ、なんとかするさ」

　気負うことなく、あっけらかんと勇斗は答える。

「お前が考えているより、世間は厳しいぞ？」

「だろうな。けど、大だい丈じよう夫ぶだ」

　確かに、今の自分を包つつむ環かん境きようは厳しいの一言に尽つきるのだろう。見通しが甘あまい部分もあるのかもしれない。

　だが、勇斗は言葉も通じない弱肉強食の黎れい明めい世界に突とつ然ぜん放り込まれ、それでも生き抜いてきたのだ。

　この経験があれば、どんな逆境でも乗り越えられるという自負があった。

「しかし、いきなりなんだよ。親みたいなことを。ガラでもねえ」

「一応、親だからな」

「ふん、俺の親は母さんと、今までいたところで世話になった先代オヤジだけだよ。母さんを見捨てたあんたは、違う」

「……そうか」

　そこで会話は途と切ぎれる。

　エンジンの音だけが車内に響ひびいていた。

　やがて近かったこともあり、そのまま家に着く。

　車を降りた勇斗は、仕事場に戻ると言い残し去っていく父の軽トラックを睨にらみつけ、舌打ちとともに吐き捨てる。

「言い訳ぐらいしろよ、クソ親おや父じ」







（てめ、美月、騙したな？）

　勇斗はジトッと恨うらみがましい視線を、隣で手を合わせている幼おさな馴なじ染みに向けた。

　自宅に戻るなり、心配しているであろう美月に警察から帰ったという一報を入れたのだが、その際、近くにいるファミレスまで来てと言われたのだ。

　勇斗としても、昼飯を食べていないので丁度いいと早さつ速そく出向いたわけだが――

「へ～、ほ～、ふ～ん」

　と、向かいの席から無ぶ遠えん慮りよに品定めするような目を向けてくる同い年ぐらいの少女に、なんとも言えない居い心ごこ地ちの悪さを感じずにはいられなかった。

　少女の名は高たか尾お瑠る璃り。美月の中学時代からの親友だと紹しよう介かいされた。

　なんでもデパートで二人でいるところを見られたらしく、勇斗が警察に連れて行かれている間、美月もこのファミレスに連行され尋じん問もんされていたのだという。

　そこに勇斗は電話をかけてしまったらしい。まさに瑠璃にしてみれば、鴨かもが葱ねぎ背し負よってやってきたようなものだったのだろう。

　今から思えば、美月の様子が少しおかしかった気がする。逆に心配になって駆かけつけたのが仇あだとなったようだ。

「これが噂うわさの彼かれ氏しさんかぁ」

「ま、まだ彼氏ってわけじゃ」

「ほう、まだ、ね。まだっ！」

　ニヤニヤと、それはもうニヤニヤと瑠璃が邪じや悪あくな笑みを浮かべて繰くり返かえす。

「あうう～」

　真っ赤な顔で美月はその場に縮こまる。

　早くも撃げき沈ちんしてしまっていた。とりあえず、この場では彼女の援えん護ごは期待できそうになかった。

「ふふふ～、美月から色々聞いてますよぉん」

「はあ、そうですか」

　あえて気のない返事を勇斗は返す。

　いったいどんな話をしているのやら、と内心好こう奇き心しんが湧わかないでもなかったのだが、勇斗の戦場で鍛きたえた勘かんは突っ込むなと警報を盛んに鳴らしている。

「で、美月のこと、どう思ってんですか？」

　もっとも、結局、相手のほうから突っ込んでくるわけだが。

　しかもいきなりのド直球に、さすがに勇斗も顔がひくつく。

「どうって、それはその……」

　ちらりと美月に視線を向けて、勇斗はくちごもる。

　初めて想おもいを告げるのが、本人の目の前で他人に向けて、など笑い話にもならない。

「もうっ、瑠璃ちゃん。初対面からいきなり何を言い出すの!?」

　美月がもう顔を林りん檎ごと見み間ま違ちがうばかりに真っ赤に染めて涙なみ目だめで訴うつたえるが、瑠璃は全く気にせず、

「いやー、でも三年も待たせたんだから、こういうのははっきり言わせないと……あたたたた！」

　突然、瑠璃の背後から現れた金きん髪ぱつの女性に、耳を思いっきり引っ張られていた。

「ごめんねー。うちのが失礼したわね」

　依い然ぜん、瑠璃の耳を摘つまみつつ、女性はにっこりと微ほほ笑えむ。

　年としの頃は二〇歳さい前後といったところだろうか。瑠璃をそのまま大人にしたような、スレンダーな美女である。

「痛い痛い！　サヤ姉！　ごめん、あたしが悪かったからもう堪かん忍にんしてぇ！」

「あたしにじゃないでしょ。謝あやまるのは」

「ふぇぇぇ、美月、周防さん、ごめんなさーい」

「よし」

　沙さ耶やは満足気に頷いて、ようやく瑠璃の耳を離し、その隣に着席する。

　瑠璃は「お～いて～！」とか言いながら、耳を押おさえて涙目になっていた。身内とは言えなかなか容よう赦しやのない女性のようである。

　美女はそんな瑠璃を指差して、肩かたをすくめつつ言う。

「あ、高尾沙耶よ。こいつの従姉いとこ。よろしく」

「えっと、考古学に詳くわしいっていう方……ですよね。改めまして、周防勇斗です。その節はありがとうございました。色々参考になりました」

「へ～、なかなか折り目正しいわね。うちの従弟妹いとこどもに見習わせたいぐらいだわ」

「ははっ……」

　どう答えていいかわからず、勇斗の口からは思わず乾かわいた笑いが漏もれる。

「君とは一度、直じかに話してみたいと思っていたの。春休みなんで帰省してたらちょうど帰ってきてるって話じゃない？　これはチャンスかな～って。お邪魔だった？」

「いえ、助かりました。それに俺も貴女あなたと話してみたかったので」

「ふむ、年の割に随分と落ち着いたたたずまいね。そして静かな中にもどっしりとした重みを感じる。さすがは数万の人間を従える人間の風格かしら」

　沙耶が口元に手を当て、妙みように納なつ得とくしたようにふむと頷く。

　思わず、勇斗は肩をすくめて苦く笑しようした。

「たぶんそれ、偽薬効果プラシーボみたいなもんですよ」

「ふぅん？　まあ、そういうことにしときましょうか。あっ、ここは奢おごるから、好きなの頼んでいいわよ。遠慮しないで。これでもけっこう稼かせいでるから」

「あ、はい」

　沙耶に促うながされ、勇斗はメニューを開く。

　そういえば、瑠璃の勢いに押され、注文もまだだったことに気づく。

　奢ってもらうのは少々、気が引けたが、年上の大人の女性がこう言ってくれてるのを年下が断るのもそれはそれで失礼というものだろう。

　素す直なおに好意に甘えることにした。適当に本日のランチを注文したところで、

「さて、んじゃ話してくれる？」

　早速、沙耶がカパッとノートパソコンの蓋ふたを開きつつ言ってくる。準備は万ばん端たんといった感じだった。

「話すのはいいんですが、どっから話せばいいやら」

「最初からでいいわよ」

「では……」

　ドリンクバーの烏ウー龍ロン茶ちやで喉を湿しめらせてから、勇斗はこれまでのことを話し始めた。







「呼び出された直後はもうほんとわけわかんなかったっすよ。ただ、ルーネに突つきつけられた剣けんの冷たさだけは、今でもはっきり覚えてますね。血も凍るっていうか」

「ふむふむ、うん、やっぱり又また聞ぎきと本人から直接聞くのとではリアリティが違うわね」

　カタカタと持ってきたノートパソコンのキーボードを叩たたきながら、沙耶が相あい槌づちを打っている。

　当然ながら、ブラインドタッチだ。

　勇斗の家にもデスクトップコンピューターがあるにはあるが、もっぱらスマートフォンしか使ってこなかった勇斗には、その高速で流りゆう麗れいな指さばきは、間近で見ると素直に凄いと思える。

「んー、神話とのズレがあるのはおおむね予想通りではあるんだけど、一番重要な部分のはずなのに齟そ齬ごが大きいってのが気になるわね」

　キーボードを打つ手を休め、トントントントンと机を指でリズミカルに叩きつつ沙耶。

「重要な部分、ですか？」

「ええ、貴方が召しよう喚かんされた時……つまり北ほく欧おう神話で言えば、フェンリルがグレイプニルによって囚とらわれるシーンね」

「はあ……」

「神話では、アースガルズの神々は、災わざわいをもたらすと予言されたフェンリルを拘こう束そくすることを決め、レージングという鉄てつ鎖さを用意したけど引きちぎられたわ。その後、グローミというレージングの二倍の強度を持つ鎖くさりを用いるんだけど、これもフェンリルは易やす々やすと引きちぎるの」

「なんとも凶きよう暴ぼうで手に負えない感じですね」

「貴方のことなんだけどね。『悪評高き狼フローズヴイトニル』さん？」

　クスリと沙耶は笑みをこぼすが、勇斗にしてみれば、自覚は一切ないのでそんなことを言われてもいまいちピンとこないのが実情だった。

「まあ、これは何度も儀ぎ式しきを執とり行おこなったけど、貴方が召喚されることはなかった、と捉とらえることはできる」

「ふむふむ」

「で、業ごうを煮にやした神々は、この世にないものを材料に作ったグレイプニルという魔ま法ほうの紐ひもを用意させるの。フレイの従者スキールニルに、ね」

「ちょっ、スキールニルって……っ！」

　聞き覚えのある単語に、思わず勇斗は目をむく。

「そう、貴方の副官のフェリシアさんのルーンね。一部にはスルトのスパイだった、なんて説もあるけど、当たらずとも遠からず、ってところかしら」

「あいつはスパイなんてしてませんよ。ずっと俺のそばにいたんだから」

　むすっと勇斗は答える。

　フェリシアは勇斗がまだ何もできない『恵みを食らうものスコル』と皆みなから嘲あざけられていた時から忠節を尽くしてきてくれたのだ。

　スパイなどと言われて、さすがに面白いはずもなかった。

「まあ、この辺り、《蹄ひづめ》のユングヴィを絡からめて仮説ぐらいは披ひ露ろうできるんだけど、脱だつ線せんするから置いておくとして」

「そう言われると逆に気になるんですが」

「今はグレイプニルの話を続けさせて」

「……はい」

　しぶしぶといった感じで勇斗は頷く。

「このグレイプニルで、神々はめでたくフェンリルを封ふうじることが出来た。貴方もユグドラシルに縛しばり付つけられた。ここまではいいんだけど、貴方から聞く限り、一柱、欠くことができない存在が欠けているのよね」

「欠くことができない存在、ですか？」

「そう、軍神テュール。フェンリルを捕つかまえるために彼が右腕を犠ぎ牲せいにするってエピソードが神話にはあるんだけど、貴方の話にはそれに相当するものが見当たらないのよね」

「先代オヤジ……ファールバウティがそうなんじゃないですか？　若頭かしら、つまり片かた腕うでだったロプト兄貴に……」

「うん、その可能性も考えたんだけど、どうにもしっくりこないのよね。テュールって北欧神話における最高神よ？　言っちゃあなんだけど、貴方の先代の宗主パトリアークって、所しよ詮せんは辺境の弱小氏族の長おさに過ぎないじゃない？」

「最高神？　北欧神話の主神ってオーディンじゃないんですか？」

　さほど北欧神話に詳しいわけではないが、勇斗もそれぐらいは知っていた。

「うん、今に伝わっている北欧神話ではそうなってるわね。でも最初期の頃の北欧神話では、テュールは法と豊ほう穣じようと平和を司つかさどる最高神だったそうよ。ただ、その後、激しい戦乱の時代の中で、戦争の神であるオーディンに信しん仰こうが集まり、テュールは一いつ介かいの軍神に転落していったの」

「……神々の世界もせちがらいですね」

　思わず勇斗は渋じゆう面めんになる。

　先さき程ほど、口に出しただけに思い出さずにはいられない。本来、第八代の《狼》宗主を襲しゆう名めいするはずだった若頭ロプトを追い落としたのは、他でもない勇斗自身だった。

「そうね。所詮は神様も人間が生み出したもの、人間同様の業ごうを背せ負おう、ってところかしらね」







「んで、まあ、そのシギュンって女に《フィムブルヴェト》って秘法をかけられて、気がついたら美月の部屋にいた、って次し第だいです。まあ、こんなところですかね」

　しゃべり終えて、ふうっと勇斗は大きく嘆たん息そくした。

　結構かいつまんで話したつもりなのだが、それでも話し始めてからゆうに四時間が経過していた。

　さすがにかなりの疲ひ労ろう感があった。

「ふむ、ありがと。なかなか興味深かったわ」

　タンッと薬指で軽かろやかにエンターキーを打ってから、沙耶もん～っと大きく伸のびをする。

「こちらこそ話を聞いてくださってありがとうございました」

　勇斗も深々と頭を下げる。

　異世界に行って王様をやってきた、など与よ太た話ばなしの最たるものである。それをこうも真ま面じ目めにメモまで取りながら聞いてくれたのだ。感謝しきりであった。

「礼には及およばないわ。結局、全部聞いても、いつどことも特定できなかったし」

　口元に手を当てて、沙耶が難しい顔で唸うなる。

「やっぱり、わからないですか……」

　わずかに落らく胆たんを覚えつつ、勇斗は嘆息する。

　自分がいつどこにいたのか、は勇斗も切実に知りたいところだった。なんといっても、その後が気になって仕方ない。

　やはり《狼》の皆には、平へい穏おんな生をまっとうしてほしかった。

　何事もなければそれでいいのだが……北欧神話をなぞっているというのなら、近いうちに終末的な戦争が起きるということだ。どうしても不安が募つのる。

「人種・言語・神話・緯い度どからすると、東とう欧おうあたりかなって思うんだけど、あのへんとは地理が明らかに違ちがうのよねぇ」

　カタカタと再びキーボードを叩きつつ沙耶。

　ついで、勇斗たちにも見えるようにパソコンの画面を倒たおす。そこにはヨーロッパの地図が開かれていた。

　勇斗もスマートフォンで何度かにらめっこした地図だが、さすがにパソコンの画面だけあってこちらのほうがはるかに大きく見やすい。

　勇斗も緯度五三度線を左から右になぞりつつ、

「そうなんです。かなり大きな山脈が三つあるはずなんですが……」

「見事に山脈の一つもない、のよねぇ」

「はい……」

　指差したあたりには緑が一面広がっている。

　山を表す茶色はいささかもない。

「中国まで行くと、人種がまるで違うし、アメリカまで行くと、山はありますけど、そのすぐ西が海でしょ。俺がいた世界じゃ山の西にはアールヴヘイムやヴァナヘイムっていう陸地が広がってましたよ」

「つくづく謎なぞねぇ。初歩的だけど、緯度の測り方を間ま違ちがえてた、とか？」

「それは俺も疑って、何度も何度も調べましたよ」

「うーん」

「それこそ北ほく緯い四五度ぐらいなら、アルプス山脈とかありますけど」

「いやー、聞いてる限りだとアルプスとも明らかに地形が違……ん？」

　ピタリと沙耶が固まる。

　突とつ然ぜんジーッと怖いぐらいに凝ぎよう視しされ、勇斗は思わずたじろいだが、彼女の目は勇斗を映してはいないようだった。

「アルプス……《妖精の銅アールヴキプフアー》……なるほど、そういうこと、ね。つながったわ。九〇〇〇年ではなく、九〇〇年だったと考えれば、そのほうが自然だし時代も合う」

　ぶつぶつとつぶやき、沙耶は一人納得しているが、勇斗をはじめその場にいた他三人は全くついていけない。

「あの、沙耶さん？」

「っ！」

　勇斗が呼びかけるのとほぼ同時に、沙耶は今度はノートパソコンへと向かい、何かが取とり憑つきでもしたかのように猛もう烈れつな勢いでキーボードを打ち込んでいく。

　かと思えば、パタンッ！　とノートの蓋を閉め、立ち上がった。

「ちょっと調べたいこと出来たから、あたし行くわ！　これ勘かん定じよう！　じゃ！」

　バンッと財さい布ふからお札を取り出し机に叩たたきつけるや、足早にレジを通り過ぎ、店を出て行ってしまう。

　実に天才らしい、なんともゴーイングマイウェイな女性だった。




　　　◆




「昨夜のうちに《豹ひよう》が《狼》に夜や襲しゆうを仕し掛かけ破った、だと!?」

　腹心の将シャールヴィよりもたらされた青せい天てんの霹へき靂れきともいうべき一報に、《雷いかずち》の宗主ステインソールは思わず聞き返さずにはいられなかった。

　年の頃は二〇歳前後、まだどこか稚ち気きを残す風ふう貌ぼうに似合わず、ユグドラシルに三人といないとされる双そう紋もんを持ち、ユグドラシル広しといえど武勇において肩を並べられる者なし、と怖おそれられる天下無む双そうの猛もう将しようである。

　その〝虎心王ドールグスラシル〟ステインソールをあっさりと退けてみせ、あげく《豹》との共同作戦さえ撥はね返かえしてみせたあの――

「あのスオウユウトをこうもあっさりと……嘘うそ偽いつわりないのか!?」

　先の共同作戦では、不意を突いてさえ倒せなかったのだ。それを《豹》単独で破ってしまうなどにわかには信じがたい話であった。

「はい、俺も偽ぎ報ほうではないかと疑ったのですが、どうやら間違いないようです」

「マジかよ……夜襲ぐらい、スオウユウトなら警戒していただろう。いったいどうやったんだ？」

　確かにフヴェズルングも大した将であるだろう。

　ちょっとでも隙すきを見せればそこにしっかり付けこんでくる、ステインソールにはない勝利への貪どん欲よくさ、なりふり構わなさ、合理性を兼かね備そなえた油断ならない男だ。

　それでもやはり解げせないステインソールである。

　勝ち負けは兵家の常、どんな名将も百戦百勝は難しいと頭ではわかっているのだが……

「それに関してですが、《豹》の兵士たちが盛んに騒さわぎ立たてていることがございます」

「なんだ、言え」

　ステインソールは顎あごをしゃくって、シャールヴィに続きを促す。

「はい。『スオウユウトはもういない。総大将のいなくなった《狼》など恐おそるるに足らず』……と」

「いない？　どういうことだ？」

「さあ、そこまでは……」

「仮面の兄弟め。よもや暗殺でもしたのではなかろうな」

　ゴキリと指を鳴らしつつ、ステインソールは獰どう猛もうに吐き捨てる。

　確かに、勇斗がいないとなれば、《狼》があっけなく大敗したのも大いに納得がいくところである。

　だが、その手の謀ぼう略りやくも戦いくさの常とは言え、なんとも興ざめもいいところだった。

「それで、我らはどうしますか？」

「ガシナ攻せめに加わるさ。《豹》だけにやらせるわけにはいかんだろう」

　ガシナ砦とりではもともとは《雷》のものだ。それに攻め落とさねば、族都ビルスキルニルに帰き還かんすることさえできない。

　勇斗からは「あの馬ば鹿か」呼ばわりされているステインソールであるが、決してただの馬鹿ではなく、特にこと戦においては押さえるべきところはしっかり押さえている男だった。

　ボリボリと頭を掻かきつつ、ステインソールは面めん倒どうくさげに言う。

「ま、正直、やる気はかなり失うせてるが、な」







　一方その頃、勇斗の後任として《狼》軍の総大将を務めるオロフは、ガシナ砦の城主の間にて八方ふさがりな現状に頭を抱えていた。

　先の野戦の大敗で死傷者はかなりの数に上っており、士気も絶望的なまでに低い。

　このガシナ砦は先の《雷》戦でところどころ損そん壊かいしており、防衛拠きよ点てんとしての機能を著いちじるしく減じている。保管していた食しよく糧りようもその時にあらかた奪うばわれてしまっていた。

　《狼》軍が携けい行こうしてきた糧りよう食しよくも、ほとんどを先の野戦で奪われ、手元の物では心もとない。これではとても籠ろう城じよう戦せんは行えない。

　敵軍には、《雷》には《打ち砕くものミヨルニル》ステインソールが、《豹》には平衡錘投石機トレビユシユツトがある以上、そもそもそう長く保もたせられるとは思えない。

「このガシナを捨てて逃にげる、か」

　二子山の隘あい路ろのほうはすでに《豹》が陣じん取どりとても使えないが、『調虎離山』作戦の折に使った迂う回かい路ろからなら、まだ《豹》の包ほう囲い陣じんが整っていない今なら離り脱だつはできそうである。

　ただ――

「逃げ、切れるのか？」

　難しい顔で、オロフは唸る。

《狼》軍は歩兵が主流である。一方の《豹》は皆かい騎き兵へいの軍団だ。機動力において雲うん泥でいの差がある。

　逃げたところでたちまち追いつかれかねない。

　そして、戦果のほとんどは追つい撃げきによって生まれると言われるように、軍というものは逃げるところを攻められるのが一番被ひ害がいが大きくなるのだ。

「まだ徹てつ底てい抗こう戦せんしたほうが敵に損害を与あたえられ、後々の《狼》の為ためになるのではないか？」

　しかし、前述のように、《狼》軍は今、怪け我が人にんも多く、士気も低く、とてもまともに戦えるような状態ではない。

　まさに進むも地じ獄ごく、引くも地獄であり、どちらにすべきか堂どう々どう巡めぐりの状態に陥おちいってはや半刻ほどになる。

　だが、時は有限である。いい加減、決断しようとしたその時だった。

「オロフの兄貴、ちょっといいか？」

「ジークルーネか。どうした？」

　すっかり憔しよう悴すいしきった顔と声で、オロフは現れた銀ぎん髪ぱつの少女を部屋に招き入れる。

　ジークルーネはペコリと一礼し、顔を上げた時にはキュッと下した唇くちびるを噛かみ締しめ、悲ひ壮そうな決意をその顔にみなぎらせていた。

「むっ」

　只ただ事ごとではないことを察し、オロフもいずまいを正す。

　ジークルーネは小さく息を吸い込み、

「わたしと親衛騎団ムスツペルがこの砦に立てこもり、敵を食い止める。その隙に兄貴は本隊を率いて脱だつ出しゆつしてくれ」

「なっ!?」

　突然の申し出に、オロフは思わず絶句する。

　親衛騎団は《狼》の最精鋭部隊ではあるが、その数は三〇〇といったところ。見習いを含ふくめても五〇〇に満たない。

　その程度の兵数で、《豹》・《雷》両軍の相手をするなど無む茶ちやを通とおり越こして無む謀ぼうというしかない。

　つまり、それは――

「おぬし……捨すて駒ごまになるつもりか」

「常に先せん陣じんを切って戦い、皆を守る。それが代々の『最も強き銀狼マーナガルム』の務めだからな。大丈夫だ。皆が逃げ切るまでの時間は意地でも保もたせてみせるさ」

「むぅぅ」

　口元に手を当て、オロフが唸る。

　確かに、それしか手はないように思えた。

《狼》本隊が逃げたとしても、《豹》はガシナ砦を素す通どおりしてそれを追ってくることはまずないだろう。

　敵兵が立てこもる拠点を素通りすれば、格好の挟はさみ撃うちの的となりかねない。今までの戦いぶりから見ても、フヴェズルングはそこまで愚将でないだろう。

　言いい換かえれば、《豹》がガシナ砦を落とすまでの間は、《狼》本隊は追撃を受けることなく逃げることができるということだ。

　そして、先陣を切って戦い皆を守るのが『最も強き銀狼マーナガルム』の務めなら、小を捨て大を取るのが、そして決断を下すのが総大将の務めであった。

「ふ～～～～～～～～」

　長い長い溜ため息いきのあと、オロフは席から立ち上がり、つかつかとジークルーネに歩み寄りポンッと左ひだり肩かたを叩き、

「すまんな。後は……後は私に任せてもらおうか！」

　ブン！　といきなりオロフがジークルーネに殴なぐりかかった。

「なにをっ!?　ぐっ！」

　当然、ジークルーネは咄とつ嗟さに右みぎ腕うでを上げてその拳けん撃げきを受け止めるも、衝しよう撃げきが怪け我がに響いたのだろう、苦く悶もんに顔をしかめる。

　そしてその隙を見み逃のがすオロフではない。

　否いや、初めから計算ずくの一手であった。

「利きき手てがそんな状態で、どう戦うというのだ。ふんっ！」

「ぐふっ！」

　続けて放たれたオロフ渾こん身しんの一撃が、ジークルーネの鳩尾みぞおちを激しく打ち抜く。

「オロフ……貴様……」

　これにはさすがのジークルーネもたまらず膝ひざを突き、そのまま前のめりに倒れる。そしてそのまま身動きしなくなる。

　どうやら気を失ったようだった。

「ふっ、おかげで決心が固まったぞ。この敗戦は私の責せき。妹に尻しりを拭ふかせて、どうしておめおめ逃げられようか」

　その表情にはもはや迷いはなく、覚かく悟ごを決めた男の顔だった。







ACT 4







　無数に咲さき誇ほこった桜が、視界一面を覆い尽くしていた。

　そのあまりの鮮あざやかさに、勇ゆう斗とはただただ圧あつ倒とうされていた。

　初めて、というわけではもちろんないのだが、やはり桜には日本人の心の琴きん線せんに触ふれる〝何か〟がある。

　ユグドラシルから帰還して、早三日が過ぎようとしていた。

　フェリシアとの連れん絡らくは、未いまだつかない。

　そんな折、美み月つきに花見に行こうと半ば無理やりに誘さそわれたのだ。

「相変わらず凄すげえ人だなぁ」

　池を囲むように植えられた桜の木々の下では、花見客たちがレジャーシートを敷しき、酒やお弁当を広げていた。

　一本たりとて、下が空いている桜はない。

　八はち尾お公園は、水面に映る桜が風流であるとこの辺りでは名所として名高い。天気は晴れ、折しも日曜とくれば、この人だかりもさもありなんといったところだった。

「こりゃとても今から場所なんか取れそうにねえぞ？」

「その辺は大丈夫。んーと、あ、いたいた。おーい、瑠る璃りちゃーん！」

　美月はキョロキョロと辺りを見回した後、ぶんぶんと大きく手を振ふる。

　それで相手のほうも気づいたようだった。

「おー、美月ー！　こっちこっち！」

　向こう三つ先の桜の木の下で団子を頬ほお張ばっていたポニーテールの少女が、おいでおいでと手を振る。

　美月も笑え顔がおで駆け寄り、パァン！　とハイタッチする。

「場所取りありがとね～。大変じゃなかった？」

「ぜ～んぜん。どう？　かなり絶好のポイントじゃない？」

「うん、さっすが瑠璃ちゃん」

　キャッキャッとはしゃぐ二人とは対照的に、勇斗は苦々しげに顔を引ひき攣つらせていた。

　さんざん冷やかしの視線に晒さらされたのは、つい昨日のことである。

「周す防おうさぁん、そんな顔しないでくださいよぉ。昨日のことは謝ったじゃないですかぁ」

「……沙さ耶やさんは？　今日はいないのか？」

　とりあえず瑠璃の声を無視して、勇斗はその従姉の姿を探す。

　このあけすけで無遠慮な少女の手た綱づなを取れる貴重な人間だということももちろんあったが、やはり昨日、沙耶がユグドラシルに関して気づいた何かが気になった。

「サヤ姉なら、昨日から小難しそうな本と睨めっこしてますよ。ティマなんとかって言ってたかな。あとクリなんとか」

「なんとかってなんだよ……」

「いやぁ、横文字ってどうにも覚えられなくて」

　たははっと笑う瑠璃に、はぁっと勇斗は思わず溜息をつく。

　おそらくユグドラシルの謎を解く重要な鍵かぎであろうはずなのだが、これでは何のことだかさっぱりである。

「まあ、なんかわかれば、サヤ姉のほうから連絡してきますって」

「ん、それもそうか」

　なんともあっけらかんとした物言いだったが、勇斗も同意する。

　紀元前の生活を実地で営んだとは言え、勇斗は考古学のいろはもしらぬ素人しろうとだ。専門家に任せるのが無難ではあろう。

　餅もちは餅屋だった。

「そんなことより～」

　勇斗が手に持つ風ふ呂ろ敷しきに視線を向け、ジュルリと舌なめずりする。

　その様子に、美月がクスリと笑えみをこぼす。

「ふふっ、待ちきれない？　すぐに用意するからね」

「わーい」

　無む邪じや気きにバンザイする瑠璃を横目に、美月は勇斗から風呂敷を受け取り結びを解く。

　現れたのは黒くろ塗ぬりの四段重ねの重箱である。

　美月はそれを一段一段外しつつ、レジャーシートの上に置いていく。

「うおおおっ！　うまそー！」

　瑠璃が感かん嘆たんの雄お叫たけびを上げる。

　女捨てすぎじゃないか、と少々心配になる勇斗だが、気持ちはわからないでもなかった。

　重箱を彩いろどる中身は、ハンバーグに鶏とりの唐から揚あげ、ブリの照り焼き等々勇斗の好物が並んでいた。

　形も悪くない、というかむしろ料理本の見本に出してもいいレベルで、いかにも美味おいしそうだった。

「これ、おばさんが作ったのか？」

「ううん、あたしだよ」

　勇斗の問いに、事も無げに美月が答える。

　勇斗は思わず目を剥むき、

「食えるのか、これ」

「ちょっ、ひどい！　あたし、料理それなりに得意なんだからね」

「そう言われても俺おれ、昔、お前に泥団子食わされそうになった記き憶おくあるぞ」

「もういつの話してるのよ！」

「周防さん、周防さん。美月マジで料理上手いっすよ。あたしが男だったら交際申し込むレベル」

　ちょいちょいっと勇斗の袖そでをひっぱり、瑠璃が真顔で言ってくる。

「マジか。バレンタインデーにでっこぼこに泡あわだって毒物かと見間違えそうになった手作りチョコレート持ってきたあの美月が……」

「だからいったいいつの話してるのよぉ！　もういい。勇くんにはあげない。瑠璃ちゃん、二人で食べよ」

　言って、美月はぐいっと勇斗の目の前に置いていた分を瑠璃の前へと移動させる。

「やったー！」

「ちょっ、美月、ここまで来てそれは殺せつ生しようだって。冗じよう談だん、冗談だから」

　なんだかんだで現代に帰ってきてからろくなものを食べていない勇斗である。

　加えて言えば、好きな娘この手料理だ。

　正直に言えば、かなり食べたくて仕方がない。一目見ただけで口の中が唾だ液えきであふれそうになったほどである。

　だったらからかわなければいいという話だが、この辺りは昔ながらの癖くせみたいなものでどうしても無意識にやってしまうのだ。

「ほんと悪かった。謝るから食べさせてくれ」

「知りません」

　全面降こう伏ふくの体ていで平ひら謝あやまりする勇斗だが、美月は膨ふくれっ面つらでぷいっとそっぽを向いてしまう。

　完全にへそを曲げてしまったらしい。

　さて、どうするかと勇斗が思案しかけたところで、

「うわぁ、だっいた～ん。美月に食べさせて、だって」

「えええええっ!?」

　どうやら隙をうかがっていたらしい瑠璃の放った爆ばく弾だん発言に、それまでの怒いかりもどこへやら、素すっ頓とん狂きような声を上げる美月。

「えっ、ちっ、違う。そういう意味じゃなくて！」

　勇斗は慌あわてて弁明しようとするも、

「ゆ、勇くん、あたしに食べさせて欲しい、の？」

「あっ、えっと……」

　美月が真っ赤な顔でもじもじしつつ、しかし、じっと熱のこもった目で見つめてきて、言葉を失う。

「じゃ、じゃあ、勇くんの好きな唐揚げから……あ、あ～ん」

　勇斗の了りよう承しようを待たずして、美月がお弁当の中からカラッといい感じに小麦色に揚あがった鶏の唐揚げを箸はしで摘んで勇斗へと差し出してくる。

　正直、思わず食くらいつきたい勇斗であったが、どうにも隣となりでニヤニヤしているもう一人の少女の視線が気になった。

「た、食べてくれないの？」

「い、いい、いや、だって」

　ちらちらと瑠璃のほうを見て、勇斗は言外に彼女が邪じや魔まだということをアピールする。

　しかし、瑠璃はそれに気づきもしなかったようで、

「フェリシアさんやジークルーネさんにはあ～んしてもらったくせに！」

「ちょっ!?」

「イングリットさんやリネーアさんにもしてもらったくせに！」

「おま、それを今口にするのは……」

「（ニヤニヤ）」

　とりあえず瑠璃のいやらしい笑顔がムカついた。

　男だったら問答無用で殴っていたところである。

「もうっ！　さっきから瑠璃ちゃんのほうばっかり見て！　なに？　瑠璃ちゃんに食べさせてほしいの!?」

「ちがっ！　っていうか美月、お前、暴走しすぎ……」

「そ、そんなにあたしのあ～んじゃ食べたくない、の？」

　今度は泣き落としである。

　もはや言葉は通じそうになかった。

　事ここに至り、勇斗も観念する。

　げに女の涙なみだは最大の武器とはよく言ったものだった。惚ほれた女のものならなおさらである。いろいろ呑のみ込こんで、敗北を受け入れるしかない。

「わぁったよ」

　覚悟を決めて、勇斗は差し出された唐揚げを頬張り、

　カシャッ！

　狙ねらいすましたかのように、スマートフォンを構えていた瑠璃に決定的瞬しゆん間かんを押さえられたのだった。







「ごちそうさん、すっげえ美う味まかった！」

　両手を合わせてから、勇斗はポンポンっと満足気にお腹なかを叩いた。

　四つあった重箱は、今や全すべてがすっきりと空になっていた。

　瑠璃の言葉通り、美月の料理の腕うでは素す晴ばらしいものだった。それに加えて、三年ぶりの懐なつかしい日本的な味わいが、絶ぜつ妙みようのスパイスになっていた。

　もう貪むさぼるように箸を動かし、気がつけば半分以上は勇斗が平らげていた。それは腹もパンパンに膨れるというものである。

「お粗そ末まつさまでした。はいお茶」

　美月がそっと水すい筒とうのコップでお茶を差し出してきた。魔ま法ほう瓶びんらしく、白い湯気がほのかに立ち上っている。

「おっ、ありがと」

　受け取ってずずっとすすり、ふぅっと一息つく。

　そしてなんの気はなしに、ただぼけっと辺りの景色に目を向ける。

「平和そのものだな」

　何より、豊かで便利だった。

　家からこの公園まで、徒歩で一時間はかかる距きよ離りだが、バスであっという間に着いてしまった。

　川まで水を汲くみに行かなくても、そこら辺の自動販売機で各種飲み物が手に入る。しかも常温ではなく、冷たいのも温かいのも自由自在だ。

　子供たちはグローブ片手にキャッチボールしたり、サッカーボールを蹴り合っていたり、はたまた携けい帯たいゲーム機で遊んでいたりしている。

　三年前は、これが当たり前だった。

　だが今は、なぜか違い和わ感かんを覚えてしまう。これを当たり前と受け入れることができなくなっている。

　ユグドラシルの人々の暮らしを、知ってしまっているから。

　この景色が、とても尊く見えて仕方がなかった。
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「うん、ここは平和だよ。勇くんはもう、戦わなくていいんだよ」

「っ！　……そう、だな。帰ってきたんだから、もう血ち生なま臭ぐさいことしなくて、いいんだよ、な……」

　いまさら気づいたように、勇斗は呟つぶやく。

「勇くんは今までいっぱい《狼おおかみ》のみんなのために頑がん張ばったよ。だから、もういいんだよ」

　そう言って、ギュッと美月が勇斗の手の甲こうを握にぎってくる。

　まるでこの世界に勇斗を繋つなぎとめようとするかのように。

「あ、ああ。そう、なんだけど、な」

　美月の体温を心ここ地ち良よいと感じながらも、勇斗は戸と惑まどっていた。

　誰だれかと殺し合うなど、まっぴらごめんだった。戦わずに済むならそれが一番だとずっと思い続けてきた。

　だが、一人だけ平和な世界にいることに、妙みような罪悪感がある。

　仲間たちが今まさに、命を賭かけて戦っているというのに、自分だけのうのうと美味いものを食べて、桜なんかを見物して、平和を謳おう歌かしていていいのだろうか、と。

「勇くん、いこっ！」

「え、うおっ」

　不意に手の甲から美月の手が離はなれたかと思うと、今度は手首を掴つかまれ、引っ張られる。

「いってらっしゃ～い。あたしはここで荷物の番してるから」

　ひらひらと瑠璃に手を振って見送られ、勇斗は半ば無理やりに街路のほうへと連れて行かれてしまう。

　街路にはずらっと黄色いテントの屋台が立ち並び、客引きの威い勢せいの良い声が飛とび交かっている。

　美月はその中の一つ、射的ゲームの屋台に目を付け、

「おじさん、ワンゲームね」

「あいよぉ。三発まで撃てるよぉ」

「はい、勇くん」

　言って美月は受け取ったコルク銃じゆうをそのまま勇斗へと手て渡わたしてきた。

「勇くん、あたし、あの犬のぬいぐるみが欲しいな」

　そして、ニコニコと上から二番目の段に鎮ちん座ざする、人ひと魂だまのような眉まゆ毛げをした珍ちん妙みようなぬいぐるみを指さしてくる。

　勇斗にはぱっと見、猫ねこのように見えるのだが、美月が犬というからには犬なのだろう。

「あっ……えっと……」

　美月のあまりの強ごう引いんさに、勇斗はコルク銃と美月の顔を交こう互ごに見つつポカンと立ち尽くしていたが、

「あそぼーよ、勇くん。今までの分、取り戻さないと。勇くん、まだ一七歳さいにもなっていないんだよ？」

「……そっか。そうだよ、な。俺まだ一六なんだよな」

　頷うなずいて、勇斗はコルク銃を構えた。

　せっかくの花見である。

　今日ぐらいは難しいことは考えず遊んでも罰ばちは当たるまい。むしろめいっぱい楽しむのが、誘ってくれ、お弁当まで用意してくれた美月に対する礼れい儀ぎというものだ。

「しっかり狙ってよ～。前からあのぬいぐるみ狙ってたんだから」

「へいへい」

　勇斗は美月ご指名の犬のぬいぐるみへと照準を合わせ、脇わきを締しめて銃じゆう身しんがブレないよう固定しつつ引き金を引く。

　ポンッと勢いよくコルクが銃身から飛び出て――

　標的の犬のぬいぐるみの手前で失速して、二段目と三段目の間に開いた空間へと吸い込まれていった。

「あー、外れたぁ！」

「あはは、まだ後二発撃てるから。ほら、兄ちゃん。彼女にいいとこ見せないと」

「ええっ！　か、彼女だなんて」

　両頬に手を当ててぼぼんっとまた顔を真っ赤にする美月。

　だが、すでに射的に集中している勇斗の耳には、二人のやりとりは届かない。

　今の一発から見て、銃のガスはかなり弱いようだ。人の良さそうな顔をしてはいるが、これはれっきとした商売だ。そう簡単に落とさせるわけにもいかないのだろう。

「まあ、やるだけやってみっか」

　勇斗はぬいぐるみのやや上に照準を合わせて、発はつ砲ぽう。

　しかしそれでもコルクはまたぬいぐるみの下をすり抜ぬけていく。

「ああ、もう勇くんのへたっぴ～。もっとちゃんと狙いなさいよぉ」

　美月が文句を言ってくる。

　それを聞き流し、勇斗はさらに銃身を上に向けて、三発目を撃つ。

　コルクは緩ゆるやかな放物線を描えがいて、ポスンとぬいぐるみの頭に見事的中する。

「おおっ、やったー！」

　美月が両拳を突つき上あげ雄叫びを上げる中、ぬいぐるみはグラグラと揺ゆらめき、ぽてんと後ろに落ちる。

「おおう。兄ちゃんいい腕してんなぁ。負けたぜ」

「ハハッ、まぐれだよ」

　やれやれと首を振りつつ、ぬいぐるみを差し出してくる店主に、勇斗は肩かたをすくめて返す。

　最初の一発目で横の照準がピタリと合っていたのが幸運だった。後は上へと微び調ちよう整せいしていけばいいだけだったのだ。

　縦横両方のピントを合わせるとなると、さすがに三発では足りなかっただろう。

「ほれ」

　店主から受け取ったぬいぐるみをぽいっと無造作に美月へと放ほうる。

「わ、わわっ！　ちょっ、放らないでよぉ」

　慌てて抱だきとめつつ、美月がぷぅっと頬を膨らませる。

　だが、ぬいぐるみと向き合った瞬間、にへらっと相そう好こうを崩くずす。

「そんなにそれ欲しかったのか？」

「欲しかったのは確かだけど、その、えっとね、それだけじゃなくて」

「？　なんだよ？」

　妙にまどろっこしい物言いをする美月に、勇斗は訝いぶかしげに問う。

　美月はその先を口にするのを躊躇ためらうかのように、視線をあちこちへと彷徨さまよわせていたが、

「ゆ、勇くんが取ってくれたものだから」

　ギュッとその胸にぬいぐるみを抱きしめて、意を決したかのように勇斗を見上げて言う。

「そ、そうか」

「そ、そうなんだよ」

　言って、勇斗と美月は向き合ったままお互たがいカーッと顔を赤くしてうつむく。

　とにかく気き恥はずかしかった。

　むず痒がゆくて仕方なかった。

　だが、一方で気分は悪くない。

「兄ちゃん姉ちゃん。お熱いのはけっこうだが商売の邪魔なんで、もう射的やらねえならそこどいてくんねえかなぁ」

「「す、すみませんでしたーっ！」」

　そして、公衆の面前であることを思い出し、二人は脱だつ兎とのごとくその場を走り去ったのだった。







「桜、綺き麗れいだったね。毎年見てるはずなのに全然飽あきないよ」

　薄うす暗ぐらくなった帰路をてくてくと歩きつつ、美月がほうっと感嘆の吐と息いきをつく。

　楽しい時間は早くすぎるというが、あの後も屋台を巡めぐったり、公園内を散策したり、瑠璃も交えて駄だ弁べったりバドミントンをしたりしているうちに、いつの間にかこんな時間になってしまっていた。

「そうだな」

　勇斗としては嬉うれしそうに自分に笑いかけてくる美月のほうが綺麗で可愛かわいいと思ったのだが、それを口にするのはさすがに自重し、無難に頷いておく。

　さすがに気き障ざったらしすぎるし、ベタすぎるしで恥はずかしかった。だが、紛まごうことなき本心ではある。

「どうせなら夜桜も堪たん能のうしたかったなぁ」

　目を閉じ、目ま蓋ぶたの裏に昔見た光景でも思い出しているのか、うっとりしながら美月。

　八尾公園の桜は、夜はスポットライトを当て照らし出すことで、昼とはまた違ちがった風ふ情ぜいを楽しめるらしい。

　らしい、というのは実は勇斗はまだ一度も見たことがないからだ。地元民ほど、地元の名所には意外と足を運ばないものである。

　そこまで美月が名な残ごり惜おしそうに言うならば見てみたくはあったのだが、

「しゃーねーだろ、お前、門限あるんだし」

「ううう～っ、そうだけど～、そうなんだけど～」

「それに、先日は不ふ可か抗こう力りよくとは言え、真夜中にお前の部屋にお邪魔しちまったからな。これでまた門限まで遅おくらせたら、お前んちの家族の俺に対する心証が最悪になっちまう」

　年とし頃ごろの娘の部屋に真夜中押おし入いってくる男に、良い印象を抱く親はまずいないだろう。通報されなかっただけ幸運だったとすら思える。

「そんなに落ちないと思うよ？」

「……やはりすでに落ちるとこまで落ちてたか!?」

「違うよぉ。お母さん、息子むすこも欲しかったみたいで、勇くんみたいな子がうちの子になってくれたら、とかよく言ってたし」

「それ、三年前の話だろ」

「今でも変わらないよ。むしろ評価上がってた。すごくいい男になった、って褒ほめてたもん」

「……そんなにイケメンだとは思えないんだが、おばさん、こういう顔が好みなのか？」

「ふふっ、そうかも。あたしのお母さんだし。……あっ」

　言ってから、美月はしまったというふうに口を押さえる。

　自分も好みだ、と言っていることに遅おそまきながら気づいたのだろう。

　てっきりすぐにごまかしの言葉がくるものと勇斗は思ったのだが、しかし美月はキュッと下唇を噛かみ、何かを決意したような瞳ひとみで勇斗を見上げてくる。

「ねえ、昼間、瑠璃ちゃんが質問した答え、今、教えてくれる？」

「えっ？」

　咄嗟には何のことかわからなかったが、すぐに該がい当とうのものに思い至る。

　美月のことをどう思っているのか？

「ねえ、答えて」

　かすれるような声でそう言って、美月はそっと目を閉じた。

　その意味がわからぬほど、勇斗も鈍にぶくはなかった。

　美月のことをどう想おもっているか。

　考えるまでもない。ユグドラシルに行く前からずっと、彼女のことが好きだった。

　ただ、ちゃんと現代に帰れるまでは、それを口にはするまいと心に決めていた。

　そっと美月の肩に手をかける。ビクッとわずかに美月の身体が震ふるえ、彼女の緊きん張ちようがはっきりと伝わってくる。

　こうして触れ合うことができるから、わかる感覚だった。

　もう二人の間を阻はばむ時空の壁かべはないのだ。

　自らを抑える必要などないのだ。

　なのになぜ、ここにきて迷いが生じる？

　ブンッと頭を一度振って、意い気く地じのない自分を追おい払はらう。

「美月……」

　意を決し、自らの心を奮い立たせるように愛いとしい想い人の名を呼んで、勇斗はその唇くちびるを彼女の唇へと近づけていき――

　テン、テレレン、テンテテーン♪

　後ほんの少しで唇が触れるというところで、突とつ如じよ、美月のスマートフォンが鳴なり響ひびき、二人はビクゥッ！　と初うい々ういしく飛び離れる。

「エトエト、あのあの……」

「……とりあえず、取れよ」

「う、うん」

　テンパる美月に、勇斗は電話を取るように促うながす。

　わたわたとバッグからスマートフォンを取り出す美月を横目に、勇斗はふ～っと大きく息をつく。

　まだ心臓がドキドキしていた。

　気分が高こう揚ようして、落ち着かなくて、でも決してそれが嫌いやではなくて。

　だが、そんな浮うかれた甘あま酸ずっぱさは、美月の次の言葉で一気に、切り替わる。

「勇くん。言葉はよくわからないけど、勇くんのこと呼んでるみたい。ユウト、ユウトって」

「っ！　フェリシア！　フェリシアか！」

　差し出されたスマートフォンをやや乱暴に奪うばい取とり、勇斗は自分のスマートフォンを渡わたした相手の名前を呼ぶ。

「その声！　ユウト！　ユウトかっ!?」

「イングリット!?」

　電話の声は、金きん髪ぱつの副官ではなく、相棒と恃たのむ赤毛の少女のものだった。

「なんでお前が……」

「ああ、双ふた子ごが届けてくれたんだよ」

「……ああ、なるほどな」

　それで、勇斗は事情をある程度察する。

　一刻も早く連絡を取り合う為ため、《狼》最高の健けん脚きやくの持ち主である双子にイアールンヴィズのイングリットに届けさせたというわけだ。

　勇斗としても一日千秋の想いで連絡を待っていただけに、実に素晴らしい判断だ。さすがは勇斗が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる副官フェリシアといったところである。

「それで！　今、どういう状じよう況きようだ!?　ガシナは!?」

　自分がいなくなったことを知らされたイアールンヴィズのことも気にはなったが、やはり最も気になったのは、ガシナ砦とりで近辺で展開していた軍のことである。

　総大将が不在になったことを知られた状態で、戦地のど真ん中にいたのである。これ以上ないほど危機的な状況と言えた。

　勇斗が固かた唾ずを呑む中、イングリットが小さな溜息の後、言う。

「敗まけたって。夜や襲しゆうを受けて、『荷車城塞ワゴンブルク』も破られて……」

「っ！　そ、それじゃあ軍の皆みなは!?　ルーネやフェリシアはどうなったんだ!?」

「とりあえず砦の中に逃げ込んでなんとか事なきを得たみたい」

「そ、そうか」

　勇斗はほっと安あん堵どしかけるも、

「でも、それは二日前で、今どうなっているかは……」

「っ！」

　そうだった。

　現代と違い、ユグドラシルの情報はリアルタイムではないのである。

　そして、相手は平衡錘投石機トレビユシエツトを持つ《豹ひよう》に、《打ち砕くものミヨルニル》のルーンを持つステインソールを擁ようする《雷いかずち》。

　小さな砦など、この二氏族の前にはなんら障害にはなるまい。

　考えれば考える程、不安が増していく。勇斗としても、出来ることなら今すぐにでも駆かけつけたいところではあった。

　だが――

　勇斗は目の前に視線を向ける。

　そこには、ずっと逢あいたいと、触れ合いたいと願っていた少女が、不安そうな瞳でこちらを見つめていた。




　　　◆




　ガァン！　ガラガラガラ……。

　天から降ふり落おちてきた巨きよ岩がんに、ガシナ砦の城じよう壁へきは音を立てて脆もろくも崩れ去った。

「うおおおっ！　突っ込めーっ！」

「皆殺しだーっ！」

　次いで、猛たけ々だけしい鬨ときの声こえとともに、《豹》と《雷》の兵士たちが砦内へと一いつ気き呵か成せいに乗り込んでくる。

「来たか！」

　砦のテラスより周囲を一いち瞥べつし、オロフはガチャリと着込んだ鎧よろいを鳴らした。

　今、ガシナ砦を取り囲むは、《豹》・《雷》連合軍一五〇〇〇強。対して、ガシナ砦を守る《狼》軍は総勢五〇〇名である。

　いかに籠ろう城じよう戦せんが五倍一〇倍の敵相手でも渡り合えるとは言え、さすがに三〇倍以上では勝負になるはずもない。

　敵方には平衡錘投石機トレビユシユツトという時代を超越した攻こう城じよう兵器まであるのだから尚なお更さらである。

　まさに敗色濃のう厚こう、一いち抹まつの勝機さえ《狼》には見出せない。

「突け突け突けーっ！」

「ここから先へは一歩も通さん！」

「アングルボダよ！　我に力をっ！」

「我ら《狼》兵の底力、とくと見せつけてくれるわっ！」

　にもかかわらず、ガシナ砦を守る《狼》兵の士気は極きわめて高かった。

　それもそのはず、彼かれらは自ら死地に残った兵たちである。

　自らの命を賭としてでも本隊の皆を守らんとこの決死隊に志願した勇者たちである。すでにわかりきったことである以上、敗戦必至の状況だからといって今いま更さら怯ひるむはずもなかった。

　むしろ少しでも皆を逃がす時間を稼かせごうと戦意を漲みなぎらせ、数の不利などなんのその、攻め入ってくる敵兵たちを次々と屠ほふっていく。

「ふふっ、二年前の『イアールンヴィズ籠城戦』を思い出すわい」

　兵士たちの奮ふん闘とうを眼下に収めつつ、オロフは懐かしげに口元をほころばせる。

　あの時も、今と同じように絶望的な状況下での戦いだった。オロフも当然、あの戦いには参加していた。

　誰もが諦あきらめていた中、勇斗だけが希望を捨てず、平衡錘投石機トレビユシユツトと日につ蝕しよくによって奇き跡せきの大勝利をもたらしたのだ。

　あの時の勝利を思うと、今でも感動に身体が打ち震える。あの勝利から、《狼》の繁はん栄えいは始まったのだ。

「親おや父じ殿どのならば、この劣れつ勢せいさえ覆くつがえすのだろうな」

　今はその気き迫はくによって敵を圧あつ倒とうしているが、死力を尽くした、いわゆる火事場の馬ば鹿か力ぢからはそう長くは続かない。

　早晩、敵の攻こう勢せいに堪こらえ切きれなくなるのは目に見えている。

　自分ごときには、神が遣つかわした勝利の御子グレイプジークたる勇斗と同じような奇跡は起こすことは出来ない。

「だが、私にも意地がある。大敗の汚お名めいを被こうむったままでは死んでも死にきれん。《豹》よ。寡か兵へいだからとて、易やす々やすと落とせると思うなよ。最後の最後まであがいてあがいてあがき尽くしてくれるわ」







「ええい、何を手間取っている!?　敵はたかが数百ではないか」

　一方、《豹》の本ほん陣じんでは、一向に落ちぬガシナ砦にフヴェズルングが苛いら立だった声を上げていた。

　これでは先に逃げた《狼》の本隊を取り逃がすことになる。

　此こ度たびの勝利を完全なものとし、今後の《狼》攻こう略りやくを円えん滑かつに進めるためにも、叩たたける時に徹てつ底てい的てきに叩いておきたいところだ。

「これなら砦とりで攻こう略りやくは《雷》に任せ、とっとと《狼》を追うべきだったか」

　この程度の砦などあっさりと落とせると踏ふんでいただけに、計算外もいいところであった。

　もはや《豹》・《雷》連合軍の勝利は揺るぎようがなく、ゆえに堅けん実じつに手を進めようとしたことが裏目に出たようだ。

　とは言え、いまさらそんなことを言っても詮せん無なきことである。

「ちっ、赤髪の兄弟が突っ込んでいれば早々に終わるものを」

　フヴェズルングは忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

《雷》の宗主パトリアークステインソールは兵の指揮を片かた腕うでの若頭補佐ほさシャールヴィに任せ、高みの見物を決め込んでいるらしい。

　どこまでも気まぐれな男である。

　これが子分や弟分ならば、お前も戦線に加われ、と言えるのだが、二人の盃さかずきは五ご分ぶの飲み分けだ。対等の宗主を相手に頭ごなしに命令するわけにもいかない。《雷》軍も攻城に参加していないわけでもないので尚更だ。

　結果、決め手に欠き、攻め切れない状況に陥おちいっている。

　だが、このまま攻めあぐねてもいられない。

「工兵隊、もっとじゃんじゃん岩を放り込み、侵しん入にゆう経路を広げろ。一気に畳たたみ掛かけるぞ。これ以上手間取るようなら褒ほう美びはないものと思え！」

　フヴェズルングの檄げきに、《豹》の兵士たちがより一層勢いを増してガシナ砦へと雪崩なだれ込んでいく。

　それでもなお、ガシナ砦の《狼》兵は耐たえた。

　耐えに耐えた。

　朝、日の出とともに攻こう撃げきが開始されたにもかかわらず、太陽が西の空を紅あかく染め上げる頃ころになってもなお抵てい抗こうし続けていた。

　三〇倍の兵力差と優すぐれた攻城兵器の存在を考えれば、驚きよう異い的てきな粘ねばりと言えるだろう。

　とは言え、さすがに砦のあらかたは《豹》が制圧し尽くし、残すところは砦さい主しゆの間に立てこもる敵将を討ち取るのみである。

　入り口を死守していた兵たちを掃そう討とうし、フヴェズルングは手勢とともに乗り込む。

「きぇえええっ！」

　瞬間、裂れつ帛ぱくの叫きよう声せいとともに、マダラ髪の壮そう年ねんの男が大上段から剣けんを振ふり下おろしてきて、《豹》兵の一人を斬り捨てる。

　なおも壮年の男は剣を振り回し、果か敢かんに剣けん戟げきの嵐あらしを《豹》兵たちに叩きつけてくる。

　すでに男は満まん身しん創そう痍いであった。

　額と腹部に巻かれた包帯にはじんわりと血が滲にじんでいた。身にまとう鎧にも無数の目新しい傷が刻み込まれ、彼のここまでの激げき闘とうぶりを物語るようである。

　顔色も青ざめ、もはや虫の息という体ていだが、目は死んでおらず、この状況になってもなお闘とう志しが燃え盛っていた。

　その気迫に押され、一人、また一人と《豹》兵たちが討ち倒されていく。いったいこの傷だらけの体のどこにそんな力が残っているのかと思いたくなる猛もう攻こうだった。

　だが、所しよ詮せんは多勢に無勢である。

　新たな《豹》兵と斬り結んだ隙すきに、もう一人の《豹》兵が壮年の男に組み付く。さらにまた一人が飛びかかり、そのまま体重をかけて組み伏せる。

「随ずい分ぶんと手間取らせてくれたものだな」

　取り押さえられた壮年の男――オロフを見下ろし、フヴェズルングは吐き捨てる。

　おかげで、《狼》の本隊にはまんまと逃げられてしまった。今から追いかけても間に合うまい。実に忌々しい。

「だが、たかだか数百の手勢でよくもここまで持ちこたえたものよ。敵ながらあっぱれと褒めてやろう。どうだ？　我わが旗き下かに加わるつもりはないか？」

「その声、貴様ロプトだな。道理で《豹》が平衡錘投石機トレビユシユツトを持っているはずだ」

　キッと親の仇かたきを見るように――事実その通りでもある――オロフがその瞳に敵意を漲らせて睨にらみ上あげてくる。

「どうだったかな。以前の名など忘れてしまったよ」

　ニヤリと口くちの端はしを吊つり上あげ、フヴェズルング。

　一応、ここには子分の耳じ目もくがある。おいそれと親殺しの大罪人であることを認めるわけにはいかない。

　だが、旧交のあったオロフは、フヴェズルングの仮面の奥おくの正体に確信を持ったようだった。

「野垂れ死ぬようなタマではないと思っていたが、まさか《豹》の宗主なんぞに収まっていたとはな」

「ふふふっ、昔話をするつもりはない。もう一度言おう。オロフよ。私の盃を受けるつもりはないか？」

「なに？」

「お前のことは昔から買っていた。お前になら若頭補佐ほさの地位を任せてやってもいいと考えている。どうだ？」

　すっとフヴェズルングは屈かがみ込こみ、オロフの顔を見つめて言う。

《豹》は遊牧を生なり業わいとする氏族だ。そのためだろう、どうにも街を治めるということがよくわかっていない。

　急速に版図を広げ、農業地域にも進出した《豹》にとって、オロフのような有能な行政官は喉のどから手が出るほど欲しかったのである。

　だが、そんなフヴェズルングの申し出は、

「ぺっ」

　唾つばを吐きつけられるという結果に終わる。

　フヴェズルングはギリッと奥おく歯ばを噛かみ締しめるも、それでもなお勧かん誘ゆうを諦めなかった。

「よく考えたほうがいいぞ。これを断れば、貴様に待っているのは死、のみだ」

「望むところよ。殺すなら殺せ。我が親は天下の大だい英えい雄ゆうスオウユウト様唯一人！　その直じか盃さかずきというこれ以上ないほど破格の盃を頂いているというのに、なにゆえ貴様のごとき小物の盃を受け入れねばならん。馬ば鹿かも休み休みに言うがいいわ」

「ふん、よくぞそこまで吼ほえた！」

　フヴェズルングは腰こしの刀を抜き放ち、一刀の下もとにオロフの首を斬り落とす。

　斬りたくて斬ったわけではなかった。

　子分たちの前で唾を吐きつけられ、ここまで言われたのだ。斬らねば宗主の面めん目ぼくが立たず、仕方なく斬らざるを得なかった。

　転がる首を見下ろし、吐き捨てるようにフヴェズルングは言う。

「ならばヴァルハラでとくと見ているがいい。この俺おれがイアールンヴィズを焼き尽くす様をな！」







「はっ！」

　意識を取り戻すや、ジークルーネはバッと跳はね起おき、周囲を確かく認にんする。

　どうやら自分は馬車の上で眠ねむっていたようだった。

　前後左右には兵士たちが並び、ぞろぞろと歩いていた。皆、疲ひ労ろうの色が濃こく、そしてがっくりと下を向いていた。

　少し視線を遠くに向けると、一面のどかな野原が広がり、はるか前方には薄うすく朧おぼろに山々の連なりがそびえる。

「ここは……？」

「あら、ようやく目が覚めたのね」

　聞き覚えのある声に振り向くと、フェリシアが毛布を被って荷台の縁ふちに身体を寄りかけていた。手元には紙の束が握られ、何か書き物をしていたようである。

　そっとそれを脇に置きつつ、フェリシアは続ける。

「丸一日、死んだように眠っていましたわよ。戦いずくめで疲労が溜たまっていたのでしょうね。あんまり無む茶ちやしちゃダメよ？」

「丸一日だとっ!?　では《豹》は!?　オロフの兄貴は!?」

「オロフ殿どのは敗戦の責任を取ると、わたくしたちを逃がし、わずかな手勢とともにガシナ砦にて殿しんがりを買ってでられましたわ」

　そこで一いつ旦たん、言葉を切り、フェリシアは視線を斜ななめへと向ける。

　ジークルーネも振り返り、その視線の先を追うと、夕焼けに染まった空の一角に、おびただしい数の鳥が群れをなしている。

　遠目によくはわからないが、おそらくはカラスだろう。戦場には血けつ臭しゆうに誘さそわれ、死肉を求めてよく集まるのだ。

「ほんのつい先さき程ほどまで、平衡錘投石機トレビユシユツトが城壁を砕くだく音や、鬨の声が響いても参りましたが、それも収まりました。どうやら決着がついたようです。おそらく、もう……」

「～～っ！」

　ガンッ！　とジークルーネは荷台に左拳を叩きつける。

　荷台が揺れるほどの衝しよ う撃げきが、彼女のやり場のない憤いきどおりのほどを示していた。

　特にオロフと親交があったわけではない。それでも彼はジークルーネと同じ親を持った兄貴分であり、家族だった。

『氷の華はな』と称しようされるジークルーネと言えど、その死に何も感じないほど、血も涙なみだもないわけではなかった。

「オロフ殿から貴女あなたに伝言を預かっております」

「……なんだ？」

「後は任せた、とだけ」

「……そうか」

　短くそれだけ告げて、ジークルーネは腰の刀を抜き放つ。

　そのまま鍔つばを目線のところに持ってきて、刀身を天に突き立てた。

　戦士に言葉は必要ない。

　ただ静かに偉い大だいなる先達に敬意を払い、その冥めい福ふくを祈いのったのである。

　こうして、《狼》と《豹》・《雷》連合軍との間で起こった『ガシナの戦い』は《狼》の大敗という形で幕を閉じたのだった。







《狼》大敗の報は、傘さん下かの氏族にも激げき震しんをもたらしていた。

《角》の族都フォールグバング――

「まことか、それは!?」

　リネーアは信じられないとばかりに訊きき返かえした。

　一見、なんとも可愛らしい少女だが、ケルムト・エルムトという二つの河か川せん流域の肥ひ沃よくな大地を治める強国《角》のれっきとした宗主パトリアークである。

「はっ！　《狼》軍はガシナ砦付近で、《豹》・《雷》連合軍と交戦、これに敗れたとのことです！」

「まさか《豹》が出張ってきてるとはな……」

　苦々しげにリネーアは顔をしかめる。

《角》は騎き馬ば軍団の脅きよ う威いを最もその身をもって思い知っている。その機動力・突とつ撃げき力は圧あつ倒とう的てきというしかなかった。

《雷》にしても、エインヘリアル七人がかりを撥ね返した《雷》の宗主ステインソールの暴勇は記き憶おくに新しい。

　この二氏族に手を組まれては、「軍神」とも称される勇斗といえど、抗こうしきれなくても致いたし方かたなしと思えた。

「そ、それで、兄上はご無事なのか!?」

　盃を交わした兄貴分だから、というだけではない。彼女にとって勇斗は、幾いく度どとなく《角》の危機を救ってくれた恩人であり、心からの尊敬に値あたいする師であり、そして、女としても恋こい焦こがれる想い人である。

　その安否は、リネーアにとって最も重要なことだった。

「そ、それが……ユウト様はこの戦いで討うち死じにされたと……」

「なっ!?」

　サーッとリネーアの顔から血の気が引いていく。カチカチと歯を鳴らし、よろよろと一歩二歩と後ろに下がる。

「う、嘘うそだ！　あ、兄上は天の国から参られた方だぞ。あの方がお亡なくなりになられるわけがない！」

「し、しかし、そうとしか考えられないのです」

「嘘だ、嘘だ嘘だ嘘だっ！」

　リネーアはただただその言葉を繰り返すことしかできない。

　頭が受け入れることを拒きよ否ひしていた。

「姫ひめ様さま、お気を確かに！　宗主たる貴女がそんなことでどうします！」

　たまらず一いつ喝かつしたのは、傍かたわらに立つ白しら髪がの壮年の男だ。

　男の名はラスムス。《角》の先代若頭を務めていた《角》の重じゆう鎮ちんだ。先の《雷》との戦いでの負傷により勇退し、今はリネーアの相談役となっている。リネーアにとっては父代わりともいうべき存在だった。

「だ、だが、あの兄上が討ち死されるなど……」

「お気持ちはわかりますが、しっかりなさいませ！　そんなことでは《角》を守れませぬぞ！」

「むっ」

　ラスムスの言葉に、リネーアの瞳がわずかに落ち着きを取り戻す。

　彼女にとって父から譲ゆずり受うけた《角》を守り繁栄させていくことは、何より優先せねばならぬことである。それを思い出したのだ。

「そ、そうだな。も、もし仮に兄上が亡くなられたとなれば……」

「はい。混乱は避さけられぬかと。どうやってその危機を乗のり越こえていくか、早さつ急きゆうに対策を講じねばなりません」

「……うん」

　リネーアも眉み間けんにしわを寄せつつ、頷うなずく。

《角》を始め、《狼おおかみ》の傘下に下った氏族はいくつかあるが、一代で弱小国だった《狼》をユグドラシルでも指折りの大国へと押し上げた英雄周防勇斗だからこそ従っているという部分が大きい。

　後こう継けい者しやと目される《狼》の若頭ヨルゲンは、無能と呼ぶには程ほど遠とおい器量の持ち主ではあるが、そんな海千山千の諸氏族の宗主たちをまとめあげられるのかと言うと、疑ぎ問もん符ふが付くと言わざるをえなかった。

「姫様、しかしこれは《角》にとって好機といえるやもしれません」

「なに？」

「妹分に甘あまんじているとは言え、我が《角》の国力は《狼》に劣おとりませぬ。加えてヨルゲン殿との盃は五分。なんら風かざ下しもに立たねばならぬ義理はございませぬ。この機会に主導権を奪い返し、《狼》を乗っ取ることも……」

「恩を仇あだで返せというのか!?　そんな不義理ができるか！」

　烈れつ火かのごとく怒いかりをあらわにするリネーアであったが、ラスムスは真しん剣けんそのものな表情でなお言いい募つのる。

「姫様、綺き麗れい事ごとだけでは国は治められませぬ。何も《狼》を滅ほろぼせと言っているわけではございませぬ。力ある者が力なき者を従える。それが自然の摂せつ理りでございます。《角》の未来がかかっております。なにとぞご考こう慮りよくださいませ」

「…………」

　リネーアは何も答えられなかった。







「ふむ、ユウトの兄貴が天の国に帰られた、か」

　リネーアとほぼ時を同じくして、娘むすめクリスティーナからの書簡で、《爪つめ》の宗主ボドヴィッドもまた事の次し第だいを察知していた。

　謀ぼう略りやく家かとして名高い彼にしても、まったくの想定外というしかない事態である。

　勇斗を失った《狼》が、《雷》・《豹》の連合軍に抗し得るとは正直、思えない。盃の義理は出来る限り守らねばならぬが、とはいえ、沈しずみゆく船に同乗する気にはなれぬ。

《豹》や《雷》に乗り換えることも視野に入れておく必要はあるだろう。したたかでなければ、弱小氏族である《爪》がこの乱世を生き抜くことはできないのだから。

「さて、どう動くべきか、のぅ」

　書簡を放ほうり、トントンと机を人差し指で叩きつつ、ボドヴィッドは思案する。

　勇斗の不在は、早くも水面下で《狼》の屋台骨を揺るがし始めていた。







ACT 5







「だから！　ヨルゲンが宗主パトリアークになれって。貫かん禄ろくもあるし、そのほうが俺なんかが宗主やるよりよっぽどしっくりくるって」

『そんな事を仰おつしやっているのは親父殿だけでございますっ！』

　間かん髪はつ入いれずに頭にまで響くような怒ど鳴なり声ごえが返ってきて、勇ゆう斗とは思わず顔をしかめた。

　ユグドラシルと連れん絡らくが取れるようになって、三日目のことである。

　電話の先にいるのは、《狼》の若頭かしらのヨルゲンだ。

　氏族全体を一つの家族と見立てるユグドラシルの氏族制度において、若頭とは子分の長ちよう兄けいであり、親にもしものことがあれば新たな宗主として立つ義務を負う跡継ぎ息子である。

　勇斗としては、丁度いい機会だからヨルゲンに跡あと目めを譲ろうと考え昨日から提案しているのだが、冒ぼう頭とうの通り猛もう烈れつな反対を受けていた。

「い、いや、俺だけってことはないだろう。長老たち辺りは、ヨルゲンが襲しゆう名めいするの賛成してんじゃね？」

　とりあえず、思いついたところから反論を試みるも、

『ブルーノ伯お父じも、ホーカン伯父も、ヘルゲ伯父も！　皆、親父殿のご帰き還かんをお望みでございます！』

「……あの人ら、俺が宗主になるの反対で盃断ったんじゃなかったっけ？」

『いったいいつの話をしておられるのですか!?　何度も申し上げておりますように、親父殿にご帰還頂き再び宗主を務めていただきたいというのが序列持ち幹部、長老会に至るまで、全会一いつ致ちの結論でございます！』

「みんな俺を買いかぶりすぎだって。大丈夫。俺なんかよりヨルゲンのほうがよっぽど上う手まく宗主を務め上げられるさ」

　元々、自分のような若じやく輩はいの小こ僧ぞうが宗主などを務めていたことそのものが異常だ、というのが勇斗の考えである。

　ヨルゲンやスカーヴィズと言った経験と実力を兼かね備そなえた者たちがいるのだから、彼らが宗主になったほうがいいのにと、ユグドラシルにいる時からずっと思ってきたことだ。

　そのことをやんわりと伝えるも、

『親父殿……慢まん心しんせず常に謙けん虚きよな心をお持ちなのは、貴方あなた様さまの素す晴ばらしい美点であり魅み力りよくでもございますが……』

「ん？」

『なんぼなんでも、ご自身の器量というものを軽く見すぎですっ!!』

「うおっ！」

　先程をはるかに上回る耳をつんざく雷らい声せいに、勇斗は思わず首をのけぞらせる。

　思わず文句を言いかけた勇斗だが、電話口からはさらに、ふーっふーっと暴れ牛を彷ほう彿ふつとさせる荒あらい鼻息が漏れ聞こえてきて、自重した。

　ヨルゲンはふ～～～っとひときわ長い嘆たん息そくの後、

『私ごときの貫かん目めでは、傘下氏族が大人しく恭きよう順じゆんはせぬかと。リネーアの叔お母ば御ごはその義ぎ侠きよう心しんから共に戦ってくれるやもしれませんが、《爪》のボドヴィッド他、《麦》・《犲やまいぬ》・《灰》といった氏族は間ま違ちがいなく離り反はんします』

「……離反って、そうならないためにお前と盃を交かわさせたじゃないか」

『ええ、ですので表立って敵対まではせぬでしょう。しかし、こちらの言うとおりに動いてもくれますまい。こんな状態では、とても《豹》・《雷》同盟軍とは戦えませぬ』

「むぅ～……」

　ボリボリボリっと勇斗は困ったように後頭部を掻かきむしる。

《豹》・《雷》の同盟。

　それが勇斗の悩なやみの種でもあった。

　勇斗の見立てでは、ヨルゲンは勇斗不在時のイアールンヴィズをいつも何事もなくまとめており、宗主としての器は十分だと思っている。だからこそ、若頭という要職を任せてもいる。

　だが、《豹》《雷》という二大氏族を同時に相手どってどうにかなるのか、と言われると不安がよぎるのも確かだった。

　ヨルゲンの器量が足りないというよりも、相手側の宗主が共に、規格外チートな能力を誇ほこることが問題だった。

　ステインソールの圧倒的武力は言わずもがな、フヴェズルングの戦術眼も脅威だった。

『荷車城塞ワゴンブルク』が破られたという報告には正直、心しん胆たん寒からしめられた。まさか三〇〇〇年先の戦術が、こうもあっさり攻略されるとはさすがに思いもしなかった。

　作戦はいわゆる『トロイの木馬』であり、そう何度も通用する類たぐいのものではないが、他にも攻略法を思いついている可能性は十分にありえる。《豹》を迎え撃つには、『荷車城塞』だけではもはや心もとないというしかなかった。

（アレを使わせるか？　いや、しかしアレは……）

　その先にあるものの恐おそろしさから、使用を躊躇ためらい封ふう印いんしていたモノを頭に思い浮かべ、ブンブンと勇斗はその考えを振り払うように頭を振る。

『……じ殿！……親父殿！』

「あ、ああ。すまん。ちょっと考え事をしてた」

『おおっ、つまり戻もどってこられることをご検討くださってるということですな！』

「あ、いや」

『お願い致します！　親父殿が天の国にお帰りになりたがっていたことは私も存じております。ですからずっと《狼》にいてくださいとは言いませぬ。せめて後三年！　三年はいてくだされ』

「……そう言われても、な」

　眉間に深いしわを作って、なんとも難しい顔で勇斗は嘆息する。

《狼》は勇斗にとってもはや第二の故郷ともいうべき存在だったし、《狼》の氏族はまさしく盃でつながった勇斗の家族のようなものだ。

　だから、勇斗だって、できることならなんとかしてやりたいのだ。

　しかし現状、帰る手段は《豹》のシギュンだけが持っている。ヨルゲンは三年と言っているが、もう一度ユグドラシルに渡わたって、帰ってこられる保証はどこにもないのだ。

『（ピーポピーポ）ああ、もう時間ですか。とにかく！　明日にはフェリシアの叔母御も戻ってきます。何なに卒とぞ、何卒！　お戻りくださ……』

　ぷつっ。つーつーつー。

　通話が切れ、無機質な電子音が耳に響ひびく。

　ユグドラシルにいた頃は、この音がなんとも無情に響いて憤りさえ覚えたものだったが、今日に限っては、助かった、というのが正直な心境だった。

「お疲れ様。勇くん困ってた感じだったけど、大丈夫？」

　やりとりを心配そうに見つめていた幼おさな馴なじ染みの少女が訊きいてくる。

　電話ごしのどこかくぐもった声ではない、透き通るような生の声で。

「ん？　なに？」

　勇斗にじっとその顔を見つめられ、美み月つきが小首を傾かしげる。

　今は写真ではなく肉眼で、その姿を、動きを捉とらえることができる。

　ユグドラシルに再びおもむくということは、この当たり前を手放すということだ。

　すでに三年も健けな気げに待っていてくれたこの少女を、置き去りにしていくということだ。

　そんなことは、とても出来なかった。

　だが、《狼》の仲間も見捨てたくはなかった。

　どうすればいいのか、わからない。

　どれだけ考えても、わからなかった。







「は～～～、こういうの聞くと、異世界行ってたってのもあながち嘘じゃないって思えるわねぇ」

　ずずっとお茶をすすった後、美月の母――美み代よはしみじみと感かん嘆たんの吐と息いきをついていた。

　腹を痛めて産んだ子ではないとはいえ、勇斗は親友の忘れ形見だ。三年も家出を続けているとあって、心を痛めてはいた。

　加えて、愛娘が小学生の頃からずっと慕い、想い続けてきた男の子である。

　いろいろと気になって詳くわしい話を聞こうと夕食に呼んだのだが、なんとも面おも白しろい場面に遭遇したものである。

　廊ろう下かでの話し声など、テレビを切った居間には筒つつ抜ぬけである。聞き耳ぐらいは立てたくなるのが人情というものだった。

「ふん、お前まで何を馬鹿なことを」

　旦那の茂しげるがメキッとビール缶を握にぎりつぶしながら、実に苛立たしげに吐き捨てる。

　どうも可愛かわいい娘に付いた悪い虫が気に入らないらしい。小さい頃から知ってますけどいい子ですよ、と説得しているのだが、聞く耳を持たない。

「でも、あれ、明らかに日本語ではないわよ。英語でも」

「ふん、それだけマイナー言語ってことだろ」

「あら、それでもあそこまで完璧にマスターしてるんだから大したもんよ」

「ぐっ」

　茂が悔しそうに歯は噛がみする。

　さすがに彼も、小学生ぐらいの子供が使うようなデタラメなニセ外国語でなく、ちゃんとした言語であることぐらいはわかっているようだった。

「それに、あの額当て、今日、デパートのブランド中古ショップで見てもらったんだけど、確かに純金ですって」

「ほ、本当か!?」

「こんなことで嘘ついてどうすんのよ」

「むぅ」

「そろそろ認めてあげたら？　娘の男を見る目ぐらいは」

「ふんっ。おかわり！」

「はいはい。今日だけ特別ですよ」

　そっぽを向いてコップを突つき出だす旦那に、しょうがないなぁと肩かたをすくめて、美代は冷蔵庫に二本目を取りに向かうのだった。







「今日はご馳走様でした」

「いいええ。また食べに来てね。待ってるから」

　帰り際、勇斗が玄げん関かん先さきで頭を下げると、美代がにっこりと満面の笑みを返してくれた。その顔にはお世辞めいたものはない。心からそう言ってくれているのがわかる。

「……はい、ありがとうございます」

　心の底からありがたみを噛み締めつつ、勇斗はもう一度頭を下げる。

「勇くん、またね」

「ああ、また」

　手を振る美月に振り返して、勇斗は美月の家を後にする。

　外はもうすっかり暗くなっていて、点々と立つ街灯が帰路を照らしていた。

　田舎いなかゆえか、辺りには人っ子ひとりいない。

　妙みような寂しさが勇斗の胸に去来する。それだけ美月の家での団だん欒らんが賑にぎやかで温かかったということだろう。

「俺の今の立場を考えたら、ちょっと出来過ぎだよなぁ」

　雲がかって、星の一つも見えない夜空を見上げつつ、勇斗は嘆息する。

　今の勇斗は中学もちゃんと卒業してない、高校にも通っていない、それでいて、働いているわけでもない。

　そんな自分を、美月の家族が、娘の彼かれ氏しとまでは言わなくても、ボーイフレンドとして受け入れてくれていることが、有り難くてどれだけ感謝してもし足りなかった。

　料理も信じられないぐらい美味しかった。

　炊きたてのご飯を食べた時と、温かな味み噌そ汁しるを飲んだ時は、思わず涙ぐんだほどだ。

　このままこの現代で過ごしていけば、こんな平凡な、しかし平和で幸せな日々が続くんだろうと思う。

　もちろん、人生いいことばかりが続かないことぐらい、すでに勇斗は学んでいる。

　いずれ、高校も出ていないことから生じる苦難が降ふりかかってはくるのだろう。

　だが、少なくとも殺し合いまではしなくていい。

　この手を、心を、血で汚さなくてもいいのだ。

　ずっとずっとそんな世界に帰ることを望んできた。

　だが、心の中で誰だれかがささやく。

　自分の幸せの為ために仲間かぞくを見捨てるのか、と。

　それはお前が最も憎ぞう悪おした父親と同じではないのか、と。

　現代に戻って以来、平和を実感するたび勇斗を悩ませていた罪悪感の正体だった。

　自分がいなくてもなんとかなるはず、という楽観でずっと目を背けてきたが、もう見て見ぬふりはできない。

「くそっ！」

　ガンッ！　と近くにあった電柱をおもむろに殴なぐりつける。

　痛い。もちろん痛い。

　それでも、二度、三度と拳を、この胸にうずまくやるせなさを叩きつけずにはいられなかった。







『お兄様！』

　次の晩。

　通話がつながるや否や、耳に馴染んだ声が飛び込んできた。

　誰すい何かするまでもなかった。勇斗を「お兄様」と呼ぶ少女は一人しかない。

　勇斗の胸に歓喜が押し寄せてくる。

　彼女が無事なのは知っていた。しかしやはり、情報として知っているのと、実際に声を聞くのとでは実感が違ちがう。

「良かった。無事だったんだな！」

『はいっ！　お兄様こそよくぞご無事でっ！　天の国にお戻りになられていることと信じておりましたが、こうして声が聞けて心より安心いたしました』

　電話の先で、フェリシアがほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

　確かに、彼女からすれば、目の前でいきなり消えられたのだ。無事だと信じていても、もしやと不安もあったに違いない。

「俺はピンピンしてるよ。そっちこそ大丈夫か？　ルーネが怪け我がしたって聞いたけど」

『ああ、ではルーネに代わりますね。さっきから後ろで「さっさと代われ！」とうるさいので』

『ち、父上！』

「お、ルーネか。手、大丈夫か？」

『はい。大したことはございませぬ。それよりも、申し訳ありませんでした。ガシナ砦とりでをみすみす敵に明け渡したばかりか、多くの将兵の命を……』

　悔しさが滲んだ声で、ジークルーネ。

『最も強き銀狼マーナガルム』として、敗戦の責任を感じているようだった。

「お前が気に病むことじゃない。全すべては俺が突とつ然ぜんいなくなったせいだ。そんな中、よく踏ん張ってくれたな」

『いえ、自分など……褒ほめるならオロフの兄貴を褒めてやってください。兄貴がガシナに残って敵を食い止めてくれなければ今頃は……わたしやフェリシアはここで父上と声を交わすこともできなかったかもしれません』

「……そうか」

　勇斗もグッと唇くちびるを噛み締める。

　オロフのことは、先さき触ぶれの報告で伝え聞いていた。

　その生存が、絶望的だということも。

「こうしてお前らと話せるのはあいつのおかげか。ほんと感謝しないと、な」

『はい……』

　勇斗のつぶやきに、ジークルーネがしんみりとした声で頷く。

　勇斗にとっても、オロフの死は大きな衝撃だった。

《狼》の新たな食料庫ともいうべき都市ギムレーの知事を任せていたのである。勇斗自身、とても頼りにしていた男であった。

　勇斗がまだ宗主パトリアークになったばかり、まだ若造と舐なめられ、長老派などが隠然と勇斗降ろしに動いていた頃から、忠勤に励んでくれた子分だった。

　ジークルーネやスカーヴィズのような派手な活かつ躍やくはないが、与えた任務は着実・堅けん実じつにこなし、縁えんの下の力持ちともいうべき存在で、彼かれに仕事を任せればまず安心という安定感があった。

　ここ最近は離はなれた地に赴任させたせいもあり接する機会が減っていたが、それでも彼は勇斗が心から頼みとし、慕ってもくれた大切な家族であった。

　その彼に会うことはおろか、もう声も聞くことができないと思うと、胸にぽっかりと穴が空いたような喪失感を覚えずにはいられない。

「……ルーネ、フェリシアに代わってくれるか」

　グッと目め頭がしらにこみ上げてくるものを上をむいて堪こらえ、勇斗は言う。

『はい。おいフェリシア。父上がお前に、と』

『はい、お兄様。代わりました』

「なあフェリシア、一つだけ、訊きたい」

　こんなことを訊いてどうするんだ、と頭のどこかで理性がわめきたてる。

　口にするべきではない。

　問うべきではない。

　わかってはいるのだが、訊かずにはいられなかった。

「同じ手順を踏めば、もう一度、俺をユグドラシルに召しよう喚かんできるか？」

『っ！』

　電話の先で、フェリシアが息を呑のむのが聞こえた。

　ゴクリと唾を飲み込んだ後、彼女は慎重に口を開く。

『正直、わかりません。お兄様をお呼びできたこと自体が、まさに奇き跡せきのようなことですから。ただ……』

「ただ？」

『わたくしでは、できるのはお呼びすることまで、です。送り返すことはできません』

「そっか。そうだよ、な」

　勇斗はなんとかそれだけ喉のどから絞り出す。

　確かにそれが出来るなら、とっくの昔に、それこそ三年も前にフェリシアは勇斗を現代に送り返してくれていたはずだ。

　現状、勇斗をユグドラシルから現代に帰す手段を持っているのは、《豹ひよう》のシギュンのみである。

　しかし、彼女は《豹》の現宗主フヴェズルングの妻である。彼女を捕まえ、言うことを聞かせるということがどれだけ至難の業わざかは考えるまでもない。

　つまり、再びユグドラシルに足を踏み入れれば、二度とこの世界に帰ってこれない可能性も多分にあるというわけだ。

『それでもなお、お兄様がお望みになるのであれば、わたくしは何度でも儀ぎ式しきを執とり行おこないましょう。どうなさいますか？』

「…………」

　勇斗は答えられない。

　そう簡単に、頷くことなど出来なかった。

　自分の中で何の覚かく悟ごもできていないのに、なぜそんなことを訊いた、と自己嫌悪がこみあげてくる。

　相手を期待させるだけではないか。

『お兄様』

　しばしの無言の後、不意に、電話口から心を包み込むような柔やわらかな声でフェリシアが勇斗を呼ぶ。

「なんだ？」

「貴方あなたがどんなご決断を下そうと、わたくしはそれに従いますわ。たとえそれが、こちらの世界に戻って来られないということでも」

「……本当にそれでいいのかよ？」

『《狼》の舎しや弟てい頭がしらとしてはこんなこと言ってはいけなかったのでしょうけれど、わたくしは何よりも第一に、ユウトお兄様の妹、ですから。妹は兄の幸せを願うもの、ですよ』

『こら、フェリシア、お前、何を言い出す!?』

『あら、ヨルゲン殿がお冠かんむりですわ』

　どこか冗じよう談だんめかした声とともに、バタバタと走り回る音や、ガシャッと何かが倒たおれる音が漏れ響いてくる。

　どうやらスマートフォンを奪おうとするヨルゲンから逃げ回っているらしい。

　息を弾ませつつ、フェリシアが続ける。

『幸い、まだ次の満月まで時間がございます。ゆっくりお考えになってくださいませ。後こう悔かい……なさいませぬよう。ではっ！』

「ふっ、ああ、ありがとうな、フェリシア」

　苦く笑しようとともに、そして万ばん感かんの想いとともに、勇斗は礼を告げる。

　まったく……相変わらず自分には過ぎた副官だ、と勇斗は思う。

　フェリシアはどんな時でも、勇斗の身を最優先に考えてくれる。ユグドラシルに来て間もない、まだ無力な何も出来ない子供だった頃からそれは変わらない。無私の忠誠を捧ささげてくれている。

　そんな彼女だからこそ、見捨てられないのだ。

　勇斗の悩みを深めさせるのだ。




　　　◆




「終わりましたよ、ヨルゲン殿どの」

　壁際に追おい詰つめられつつも、フェリシアはしれっとした顔でスマートフォンをヨルゲンに差し出した。

　ヨルゲンは乱暴にそれを奪い取ろうとするも、直前にその勢いを緩ゆるめ、おっかなびっくりという手つきで受け取る。

　万が一にも壊す訳にはいかないという理性が咄とつ嗟さに働いたらしい。

　だが、怒りまでは収まらないようだった。

「叔母御！　さすがに洒落しやれになりませぬぞ。独断で勝手にあんなことを口走られては！　この件には、《狼》の命運がかかっているということをお忘れなきよう！」

「申し訳ありません。でも、お兄様にも申しましたように、わたくしは《狼》の舎弟頭である前に、ユウトお兄様個人に惚ほれ込こみ、盃さかずきを交わした身ゆえ」

「～～っ！　だったらなおさら、おそばで仕えられるよう尽力なされよ！」

　言い捨てて、ヨルゲンはドスドスと足音も荒く神殿ホルグルを出て行く。

　執務に戻るのだろう。ガシナで大敗し、なお《豹》と《雷いかずち》の脅威が迫せまっている。今は彼が《狼》の全権を預かっており、やらねばならないことは山積みのはずだった。

「無む茶ちやをするな、お前も。下手すれば牢ろう獄ごく行きだぞ」

　脇わきで見ていたジークルーネが、苦笑気味に言ってくる。

　氏族存亡の危機にあって、それを救える人材を押し止めようとするなど確かに二ふた心ごころありと疑われてもおかしくなかった。

　実の兄が兄だけに、なおさらである。

「あら、貴女あなたは怒りませんの？」

「父上のご意思を尊重し、それに従う。実にけっこうなことだ。わたしが怒るいわれはない」

「そう、味方がいるなんて思ってもいなかったから嬉うれしいですわ」

「ふん。ずっとご帰郷することを切望しておられたからな。平和な天の国からまたこの世界にお呼び立てして戦いの渦中に身を投じさせるのは忍びない。……寂さびしくは、あるがな」

「そうね。寂しい……ですわね」

　目頭が熱くなり、フェリシアはとっさに天てん井じようを見上げる。そうでもしないと、涙なみだがこぼれ落ちてしまいそうだったから。

　電話ではなにより勇斗の幸せを願い、ああ言ったが、もう顔も見れないと思うと悲しかった。

　電話で声は聞けても、どこかくぐもった感じがする。

　なによりそう、触れ合うことが出来ず、その体温を感じ取ることができない。

　いつかは、と覚悟はしていた。

　だが、いざ実際にそうなってみると、心にぽっかりと穴が空いたようで、勇斗のことを思い出すたび、涙が溢あふれ出でそうになるのだ。

「ちっ」

　ジークルーネが舌打ちとともにぐいっとフェリシアの頭を乱暴に掴つかみ、自らの胸に抱き寄せる。

「なんです、いきなり？」

「父上の前では明るく振ふる舞まっていたからな。その分ぐらいは、胸を貸してやる」

「……ありがとう」

　自分の心が決して強くないことを、フェリシアは自覚している。礼とともに、フェリシアは素す直なおに親友の胸に顔をうずめたのだった。




　　　◆




　ピンピーン……ピンポーン……。

　どこかでチャイムの音が鳴り響いている。

　勇斗は自室の机に頬ほお杖づえを突き窓の外をぼ～っと見つめていた。

　視線の先には雀すずめが電線の上で戯たわむれていたが、彼の目はそれを映してはいても、認にん識しきはしていなかった。

「もうっ、やっぱりいたんじゃない！」

「うおっ！」

　いきなり視界いっぱいに美月の顔が映り、勇斗は驚おどろきの声とともにのけぞった。

　そのまま椅い子すごと後ろに倒れそうになるが、なんとか体勢を立て直す。

「ノ、ノックもせずに入ってくんな！　まず呼び鈴鳴らせ。人ひとん家ち勝手に……」

「ちゃんとノックしたもん！　呼び鈴だって鳴らしたし、おじさんに入るといいって許可ももらったし！」

「……マジ？」

「マジマジ」

　言って、美月は腕うでを組んで仁に王おう立だちのまま、コックリと頷うなずく。

　どうやら本当のようである。

「……悪かったな。ちょっと考え事してて」

「またユグドラシルのこと？」

「ああ」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、勇斗は頷く。

　一晩中、考えて考えて考えて、気がついたらいつの間にか空が明るくなっていた。

　それほどまで悩み抜いても、まるで答えは出なかった。

「あんまり根こん詰め過ぎると、身体からだに悪いよ？　寝ねてないんじゃない？　ちょっとは寝たほうがいいよ？」

「……そうだな。疲れた頭じゃろくなこと思いつかねえだろうし。つーかお前こそ何の用だ、こんな朝っぱらから」

「ん～……気づかない？」

「何がだ？」

「もうっ」

　美月がぷく～っとほっぺたを膨ふくらませた後、ふわりとスカートを翻ひるがえしつつ、その場で優ゆう雅がに一回転を決める。

　ますますもって意味がわからない。

「？」

「せ・い・ふ・くっ！　今日からあたし、高校生！　やっぱり勇くんに少しでも早く見て欲しかったから」

「あ～……」

　確かによく見れば、美月の着ていたブレザーが、見覚えのないものに変わっていた。この近所ではよく見かける制服だった。とても清せい楚そな感じで、美月によく似合っている。

「っ！」

　唐とう突とつに、どうしようもなく寂せき寥りよう感が勇斗の胸を締め付けた。

　自分がいない間も、美月は勉強に勤いそしみ、高校へと進学している。

　料理だってとても上手くなっていた。彼女ほどの器量ならば、惚れる男などそれこそ両手の指では足りないぐらいだろう。

　本当に、自分にはもったいないぐらいに、よくできた女の子だ。

　遠距離恋愛は続かないとも聞く。

　勇斗がまたいなくなれば、今度こそ彼女も愛想を尽かし、他の男にかっさらわれてもおかしくはないのだ。

「どうしたの？　あっ、もしかして見み惚とれた？」

「ああ。すっげえ可愛い」

「うわっ、うわっ、なんかストレートに言われた！　勇くんにそんなん言われたの初めてかも！　はっ！　こっから落とすんでしょ!?」

「しねえよ。そう思ったから、素直にそう口にしたんだ」

「～～っ！」

　カーッと真っ赤になる美月。

　そんなところも、とても可愛いし、愛いとしいと思う。

　他の男が、彼女の隣となりにいるなんて、我が慢まんならなかった。

　自分のこの手で、彼女を守りたかった。

　彼女とまた別れ逢あえなくなるなんて、考えたくもなかった。







『～～は、～～であるからして～～、で、～～で……』

　体育館の壇上では、スピーカーを通して校長と名乗った初老の恰かつ幅ぷくの良い男性が訓示を述べている。

　これから入学する生徒たちに向けた、その数十年という教師生活の経験に裏打ちされたとても有あり難がたい内容なのだろうが、全くと言っていいほど頭に入ってこない。

　今、美月の頭の中を占めるのは、勇斗のことばかりだ。

　ユグドラシルと連れん絡らくが取れるようになってから、彼の様子は明らかにおかしくなってきている。

　確かに帰ってきてからも、残してきた人たちのことを思って、心ここにあらずといった様子はたびたび見受けられたが、それが一気に深刻になった感じだ。

（今朝も目の下に隈くまを作って、一睡もしていないようだったし、心配だよ）

　ちゃんと寝るように言い含めてはきたが、その通りにしているかはなはだ不安である。

　正直、入学式を抜け出してすぐさま駆けつけて確かく認にんしたいほどだった。

（《狼》の人たちには、勇くんがどうしても必要……なんだよね）

　あまり詳しく訊きいたわけではないが、物心付く前からの幼馴染である。勇斗の様子からだいたいのことは察せられた。

　勇斗が突然、《狼》を去って現代に戻ったことで、色々問題が生じているのだろう。

　そしてそれは、勇斗が電話でちょっとアドヴァイスした程度でどうにかなるレベルのものでもないことも、なんとなくわかった。

　その程度で済むなら、これほど悩むまい。

　優やさしい勇斗のことだ。これまで共に暮らし、戦ってきた仲間を見捨てるなんてできるはずもない。だから苦しんでいるのだ。

『高校は義務教育ではありません。昔は貴方がたぐらいの年でもう、元げん服ぷくといって大人の仲間入りをしておりました。そう！　貴方がたはもう子供ではないのです。相応の自覚と責任が求められる年になったわけです。しっかりと自らの足で立って、自らの頭で考え、将来に向けて進んでいかねばならないのであります』

　興が乗ってきたのか、校長のスピーチにも力がこもっている。

　やっぱりスピーチの内容は頭にてんで入ってこなかったが、「将来」というワードは不思議と耳に残った。

　将来、何になりたいのか、と言われると、勇斗のお嫁さんというのがしっくりきた。

　将来、何がしたいのか、と言われると、勇斗の役に立ちたいというのがいの一番にくる。

　主体性がないと言われればそれまでなのだが、それが美月の嘘うそ偽いつわりない、混じり気なしの本音なのだ。

「あたしは勇くんのために、何ができるんだろう……何が一番、勇くんのためになるんだろう……」

　入学式の間中、美月はそんなことを考え続けていた。







「あれ？　ここは……？」

　ふと気がつけば、勇斗はよく見慣れた日干し煉れん瓦がを並べた床の上に立っていた。

　小さな体育館ほどの空間には人の気配はなく、どこか厳おごそかな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。部屋の奥おくには祭壇があって、最上段に飾られた御ご神しん鏡きようがかがり火の明かりをその鏡面に妖あやしく揺ゆらめかせている。

「神殿ホルグル？　俺おれはまたユグドラシルに戻ったのか？」

　わけがわからず、勇斗は神殿ホルグルを出て、聖塔フリズスキヤールヴの階段を駆け下り――

　息を呑む。

　辺りにはおびただしい数の死体が転がり、荘そう厳ごんだった宮きゆう殿でんはところどころ破壊され、血に塗まみれ、もはや見る影かげもない。

　そして城門のところでは、

「ルーネ!?」

　血まみれのジークルーネが、胸を貫つらぬく槍やりを支えに立ったまま死んでいた。

「そ、そんな……っ」

　ガタガタと身体の震ふるえが止まらなくなり、勇斗は一歩、二歩とよろよろと後ろに下がる。

「そうだ、フェリシア！　フェリシア！」

　叫さけぶや勇斗は走り出し、執務室へと駆け込む。

　執務室も見るも無む惨ざんに荒らされ、愛用の椅子にもたれかかるように、

「うっ！」

　フェリシアが倒れている。その周りには血の池が出来ていて、顔も青ざめ全く生気というものが感じられない。

「あ……ああ……ああああああああっ！」

　言葉にならない呻うめきとともに、勇斗は駆け出す。

　闇雲に宮殿内を駆けまわり、生きている人を探す。

　だが――

「う……あ……っ…！」

　探せど探せど、見つかるのは親しい人たちの屍しかばねのみ。

　イングリット、リネーア、アルベルティーナ、クリスティーナ、ヨルゲン、スカーヴィズ、皆みな、血まみれですでに事切れている。

「誰か！　誰かいないのかっ！」

「ご主人様っ！」

　勇斗の叫びに呼応するように、幼い声が返ってくる。

「エフィ!?　無事だったんだな」

　振り返ると、勇斗の召めし使つかいエフィーリアが泣きながらこちらに駆けてくる。

　勇斗も駆け寄ろうとして、エフィーリアの背後に突とつ如じよ、騎き兵へいが現れ、戦せん慄りつする。

　騎兵はその手に持っていた槍を振り上げ、今まさにエフィーリアへと振り下ろ――

「やめろおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　ガバッと勇斗は机から起き上がる。

　目の前には目にやさしい薄いベージュ色の壁が広がっていた。血痕などは全く見当たらない。綺き麗れいなものである。

　そのまま視線を下に向けると、明るめの木目の学習机があった。これまた血などどこにも付いていない。

　血の臭においもしない。いや、思い返せば、あんな惨状を目まの当あたりにしたというのに、血臭を全く感じなかった気がする。

　つまり、先さき程ほどまでの光景は――

「夢……か」

　ふ～～～～っと長い長い安堵の吐息とともに、どさっと再び椅子に腰こしを落とす。

　どうやら、いつの間にやら眠ねむっていたらしい。そして、ずっとユグドラシルのことばかり考えていたからか、その夢を見てしまったようだ。

「なんか飲むか」

　最低の悪夢のせいもあって、喉がすっかりカラカラになっていた。

　立ち上がり、階段を降りて、勇斗は台所へと向かう。冷水を一杯あおって、戻ろうとしたところで、不意に足を止めた。

　もし、明かりが点いていたのが居間や父親の部屋だったならば、勇斗は気にもとめず二階の自室へと上がっていただろう。だが、明かりが点いていたのは仏間――今は亡なき勇斗の母親の遺い影えいが飾られた部屋だった。

　衝動に突き動かされるように、勇斗はおもむろに障子戸を開く。

「意外だな。あんたでも仏ぶつ壇だんを参ったりするんだな」

　目を瞑つぶり観かん音のん像に向け手を合わせている父親を見下ろし、勇斗は鼻を鳴らす。

　どうにもこの父と相対する時は、挑ちよう発はつ的な物言いになってしまう。今は心がすさみ、なおさら自分を抑おさえられなかった。

　父がゆっくりと目ま蓋ぶたを見開き、こちらを振り向く。

「命日だからな」

「あっ……」

　言われて勇斗ははっと気が付き、自己嫌悪が加速する。

　確かに母が亡くなったのは、三年前の今日だった。

　母のことをなんとも想おもっていないはずのこの男がちゃんと命日を覚えていて、想っているはずの自分が忘れていた。

　いろいろ頭を悩ます事があったとはいえ、その事実は変わらない。

　チラリと仏壇に目を向ける。

　隅々まで見ても埃ほこりは溜たまっておらず、観音菩ぼ薩さつ像ぞうは前と変わらず光こう沢たくを放っていて、きちんと手入れされていることがわかる。

　気づいたら、もうダメだった。胸に押し込めていた想いがマグマのようにこみ上げてきて、抑えられなくなる。

「……なぁ、あの時、なんで来なかった？」

　あまりにも漠ばく然ぜんとしていて、これではいつどことも特定できぬ問いかけだ。

　だが、それで父親には伝わったようだった。

「その時にも告げたはずだ。鍛錬があったからだ、と」

「そんなに刀作りが大事かよ!?　危き篤とくの母さんほっぽっておくほどに！　あんたにとって母さんはその程度の存在だったのか!?」

　そうだと決めつけて、問いかけようともしなかった。

　父を拒絶し、ひたすら嫌悪して、心に封をしてきた。

　今、その蓋ふたを開き、三年前から勇斗が燻くすぶらせていた想いの丈をぶつける。

　そしてそれは、父という鏡を通して行う、自問自答でもあった。

　父は無言で勇斗の睨むような視線を受け止めていたが、すっとおもむろに立ち上がり、観音像の奥から一本の短刀を取り出す。

「それは……？」

「母さんの今いま際わのきわに打っていた刀だ」

　言って、父は勇斗に短刀を差し出してくる。

　受け取るや、勇斗は鞘さやから抜き放つ。

　短いが、その刀身は実に見事に波打ち、父の数ある作品の中でも相当の逸品であることが一目でわかった。

　その美麗な刀身に、惜しげも無く『病魔退散』の四文字が刻まれていた。

「俺は刀作りしかできぬ、それ以外なんのとりえもないどうしようもない男だ。だから、あいつのためにできることはこんなことぐらいだった。まあ、なんの役にも立たなかったがな」

　自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らして、父は天井を見上げる。

　神社に御神刀として奉ほう納のうされたり、赤ん坊が生まれた際には護り刀として打たれたりするなど、刀には古来、破魔の力が宿ると言われてきた。

　勇斗の父は、それに賭けたのだ。

　精魂込めて刀を打ち、それによって妻にまとわりつく病魔を払おう、と。

「なんで……っ！　なんでそれを言わなかった!?　言ってくれたなら俺は……」

「結果が、全てだ。俺はあいつの死に目を看取れなかった。その事実は動かん。お前が俺を恨むのは、当然だ」

　淡たん々たんとしているようで、だが、わずかに声が震えていた。

　それではっと勇斗も気づく。

　父もまた、自分を責めていたのだ。妻を救えなかった自分を。最さい期ごにそばにいてやれなかった自分を。

　勇斗の非難をあえて受けることで、自分を罰ばつしていたのだ。

「はっ……はははっ……あんた、不器用すぎるよ……」

　勇斗の口から乾かわいた、なんとも力の抜けたような笑いが漏もれる。

　はっきり言って、父の行こう為いはどれも愚おろか以外の何物でもない。そんな迷信めいたもので病気が治れば世話はない。

　だが、それでも、父は父なりに、母のために力を尽つくしていた。その想いの強さが、刀を見れば、凄みとしてひしひしと伝わってきた。

「完全に空回りしていただけじゃねえか、俺は……」

　自分が子供だということは、二年前いやというほど思い知らされたが、改めて、当時の自分の馬ば鹿かさ加減が嫌になる。

　父は母をまったく見捨ててなどおらず、父なりに母を愛し、救おうとしていたのだ。最後の最後まで、奇跡を信じそれを為そうとしていたのだ。

　それに比べて自分は、医者に首を横に振られ、母の生をどこか諦あきらめていた。

　その自分の無力さから、目を背けていた。

　父というスケープゴートを作り、全てを父のせいにして。

　どこまで甘ったれたガキだったのか。

「はっ、そのくせ、嫌悪しまくってたような人間に自分がなってんだから世話ねえよな」

　何があろうと愛する家族を見捨てない。

　それが母の死に勇斗が心に決めた誓いだ。

　しかし、現実はどうだ。

　家族ともいうべき《狼》の危機と、美月への想いの狭間で、身動きできなくなっている。

　誓いを優先するなら、迷うまでもなく駆けつけねばならないというのに。

「何か、迷っているのか？」

　父がじっと勇斗を見み据すえ、訊いてくる。

「……ああ。正直、どうすりゃいいのかまったくわからねえ。大事なものが二つあって、どっちも捨てられなくて、そんな時、あんたならどうする？」

「ふむ……そうだな……」

　父はぐっと腕を組み、しばし瞑めい目もくする。

　やがてスーッと目を見開き、勇斗を見据えて言う。

「自分をとことんまで追い詰めてみるといいのではないか」

「追い、詰める？」

　なんとも予想外な返答だった。

　後悔のない選択をしろ、とか、じっくり考えろとか、そういう当たり障りのない答えが返ってくるとばかり思っていたのだ。

　鸚おう鵡む返がえしする勇斗に、父はフッと小さく笑えみをこぼし、

「普ふ段だん、勇ましいことや綺き麗れい事ごとを口にしている人間が、いざって時に一番最初に消えている、なんてことは社会ではよくあることだ。若い頃は五〇まで生きられれば十分と思っていても、いざその年が近くなると、六〇まで生きたい七〇まで生きたいと思ってしまうものらしい。人間、意外とな。プライドや建前が邪じや魔まをして、本音というものは自分自身にさえ見えんものだ。土壇場に追い込まれるまで、な」

　言われて、確かにそのとおりだと勇斗も思った。

　宗主パトリアークとして、平時には勇ましいことを言いながら、戦時には腰が引け臆病になる者は数え切れないほど見てきた。

「俺もそうだった……」

　わずかに視線を逸らし、何かを懐かしむように遠い目をする。

　その先には、母の写真があった。

「俺は刀さえ作っていられれば幸せだ。ずっとそう……思っていたのに、な」

　つまり本当は違ちがった、ということなのだろう。

　その幸せがなんだったのか、いまさら問うまでもないことだった。

　よく見れば、記き憶おくにある父より、ずいぶんと痩やせ細ほそっていた。白しら髪がもかなり増え、一気に老けこんでしまっていた。

　三年前は、反感を覚えつつも大きく強く見えた父が、やけに小さく弱々しく今の勇斗の目には映った。

　それだけ妻の死は、彼を打ちのめしたのだろう。

　思い返してみれば、勇斗のことも大切に思っている節があった。

　美月の家や警察には、すぐさま駆けつけてくれた。

　車の中では、勇斗の未来を案じていた。

　今だってこうして、勇斗の悩なやみに真しん摯しな言葉で答えてくれている。

　思い込みによって勇斗の目が曇くもっていただけで、父は家族を想い守ろうとしている、尊敬に値あたいする男だった。

　ただ、不器用で、想いを言葉や態度に表すのが下手なだけで。

「ありがとよ。おかげでなんとなく答えが見えたよ……親父」

　自然と、勇斗の口からはその呼称が漏れいでていた。

　もう心の中のわだかまりは、消えていた。







「ここから全すべてが始まったんだよな……」

　勇斗は目の前の今にも壊れそうな古びたボロボロの社やしろと向き合いつつ、感慨深げにつぶやいた。

　月宮神社――

　あの運命の日、肝きも試だめしの折り返し地点であり、勇斗をユグドラシルへと誘いざなった御神鏡が奉納されていた場所でもある。

　あの時、自分が妙みような気さえ起こさなければ……。

　何度も何度も、繰り返し繰り返し、自分を責め続けた言葉だ。

　だが、いつからだろうか。

　そうだ。ちょうど宗主になった頃ころからだ。

　そういうことを、あまり考えなくなった。

　実際、そんなことを考えていられる余よ裕ゆうなどなかった。《狼》の氏族皆の命が、勇斗の両肩に乗っていたのだ。

　頑がん張ばって頑張って頑張って、がむしゃらに駆け抜けた三年間だった。

　帰らなくてはいけないとずっと考えていた。

　美月に逢あいたいともずっと想っていた。

　軽率だった当時の自分をもちろん、反省はしている。

　だが、ふと、今になって気づく。ユグドラシルの大地を踏ふんだことを後悔はしていない自分がいることに。

　ユグドラシルでの生活は、不便極きわまりなかった。

　エアコンがないので夏は暑いし、冬は寒い。

　来たばかりのころは幾いく度どとなく腹も壊し、散々な想いをした。

　毎日パンばかりで米が食べたいと思うことなどしょっちゅうだった。

　テレビや漫まん画がといった現代を象しよう徴ちようする娯楽もない。

　インターネットは持ち込んだスマートフォンのおかげで可能だが、それだって一日たった三〇分だ。

　それでも――

　思い返すと、ユグドラシルでの日々は、現代で暮らしていた頃には感じることの出来なかった充実感があったように思う。

　皆のために何かを調べ、考え、創つくり出だしていくことは、大変ではあったが純粋に面白かった。

　皆と何かをやり遂げ、喜びを共有するのは、デジタルのゲームをクリアするよりもはるかに達成感があった。

　皆の喜ぶ顔や感謝の言葉を目の当たりにすると、誇らしい気持ちになれた。

　誰だれかに必要とされるのは、悪い気分ではなかった。

　仲間もできた。

　現代にいた頃のような、どこか適当で浅い付き合いではなくて、苦楽を共にし、時には生死の境さえ一いつ緒しよにくぐり抜けた戦友とも家族とも呼べる人達が。

　だからだろうか。

　三年の間、ずっと現代に帰りたいと願い続けてきたというのに。

　ようやく帰れたというのに。

　心のどこかで、恋こいしい、と感じてしまうのは……。

「勇くん、お待たせ」

　背後から、幼おさな馴なじ染みの声がした。

　いつもはその声を聞くと心が弾んだのに、今はただ胸が締め付けられる。大きく深呼吸して、意を決して振り返る。

「いや、俺も今来たところだ。悪かったな、遅くにこんなとこに呼び出して」

　出来る限り、普段通りの顔を装ったつもりだった。

　だが、物心付く前からの幼馴染には、なんとなく察するものがあったらしい。優しい笑みを浮うかべて言う。

「ユグドラシルに行くことにしたんだね」

「……なんでもお見通しだな、お前には」

「勇くんのことだから、だよ」

「そっか」

　ズキリと胸に刺すような痛みが疾はしる。

　これほどまでに自分のことをわかってくれているというのに。

　想ってくれているというのに。

　応えてやれない自分のろくでなしっぷりに、腹が立ってしかたなかった。

「一つだけ訊かせて。帰るのは義務感？　宗主だから？　皆に責任があるから？」

　言われて、勇斗は考える。

　責任に対する義務感も、ないとは言えない。

　だが、最も大きいものではない。

　今、勇斗の心に湧き溢れてくるのは、もっと純粋な想いだ。

　勇斗はゆっくりと首を左右に振る。

「違う。あいつらのことが好きだから。大事だから。守りたいんだ」

　あの皆が殺される夢を見た時、どうしようもなく、自覚せざるを得なかった。

　今の勇斗にとって、《狼》の皆の存在は、美月と比しても優劣が付けられないほど大きく重くなっているということを。

　ずっと心に蓋をして、考えないようにしていた。

　だが、もう自分を誤魔化すことは出来ない。

　守らなければいけない、ではない。

　守りたいのだ。

　絶対に失いたくないのだ。

　大切な、家族だから。

「……そっか。あたしは待たないよ。待っててなんてあげない」

「っ！」

　美月の言葉に、勇斗は自らの顔がみっともないまでに強張ったのを自覚した。

　呼び出した時から、覚かく悟ごしていたことだった。むしろ自分から「俺のことは忘れてくれ」と言うつもりですらあった。

　美月のことも、もちろん大切だ。他の男になんて渡わたしたくはない。

　だが、美月が幸せなら我慢できる。

　考えるだけで苦しくて狂おしくてやるせないが、《狼》の皆が殺される未来よりは、マシだった。

　自分の隣でなくても、生きて笑っていてくれるなら……。

　そう、納なつ得とくしたはずなのに、いざ彼女に突つきつけられると、どうしようもなく心が揺らいだ。

「ははっ、そう、だよな。三年も待たせたってのに、また待っててくれなんて虫がよすぎるよな」

　我ながら、なんて未練がましいと笑うしかない。

　心のどこかで、それでも美月はずっと自分のことを待っていてくれるんじゃないか、という思い込みがあった。

　甘えがあった。

　うぬぼれがあった。

　そんなはずないではないか。バカも休み休み言えというものだ。

　ようやく帰ってこれたというのに、こんな豊かで平和な世界から、いつ死ぬかもわからない危険な世界に戻もどりたいなんて言ってる馬鹿を待っていてくれるような奇き特とくな人間など、いったいどこにいるというのか。

「俺は、フラれたんだな」

　いや、フッてくれたのかもしれない。

　この世界への未練を断ち切るために。

　勇斗の未練を切り捨て、背中を押おすために。

　これで心置きなく、ユグドラシルへ向かうことが……

「は？　何言ってんの？」

　それまでの真しん剣けんな表情から一転、きょとんと美月が目を丸くしている。

「へ？　いや、だって……待っててくれないって……」

「うん、だから待っててなんてあげない。あたしも一緒にユグドラシルに行く」

「……は？」

　一いつ瞬しゆん、美月が何を言っているのかわからず、勇斗の口からなんとも間抜けな声が漏れる。

　そんな勇斗に、美月はやはり優しく慈母のように微ほほ笑えんで言う。

「うぬぼれじゃないけど、さ。勇くんがユグドラシルからこっちに戻ろうとしていたのは、そして今まで、ユグドラシルに戻ることを躊躇ためらっていたのは、あたしがこっちにいるから、だよね？」

　うぬぼれでもなんでもなかった。

　勇斗とて聖人君子ではない。

　電気ガス水道が通った文明的な生活に未練がないわけではなかった。

　ユグドラシルにいた頃は日本食が、特に米が恋しいとしょっちゅう思っていた。戻ってきて久しぶりに食べた米の味に、思わず涙なみだぐんだほどだ。

　娯楽だってあふれている。インターネットだってつながり放題、見放題だ。

　だが、それらは勇斗にとって決定的ではない。我慢しようと思えば、なんとか我慢できる類たぐいのものだ。

　勇斗を現代につなぎとめてやまないもの、それは美月以外の何者でもなかった。

「あたしがユグドラシルに一緒に行けば、さ。勇くんもう悩まなくて済むよね？　迷うことなく、《狼》のみんなを助けに行けるよね？」

「ばっ、出来るわけねえだろ、んなこと！」

「どうして？　一度、勇くんは行けたじゃん。そしてまた行こうとしてる。勇くんがまた行けるなら、あたしが付いて行くことだってできるはずだよ」

「そういうこと言ってるんじゃない。美月、お前わかってんのか!?　一度行けば、いつ戻ってこれるかわからねえんだぞ!?　もしかしたら二度と戻ってこれないかもしれねえ」

「うん、わかってるよ。だから一緒に行くんじゃない。待ってなんてられないから」

「馬鹿！　お前には家族がいるだろう！　瑠る璃りちゃんとか友達だっているだろう！　そいつらみんなと会えなくなるんだぞ!?」

　昨日の団だん欒らんを見ただけでもわかる。

　勇斗と違って、美月の家族仲は至って良好だった。

　瑠璃とだってとても親密そうに見えた。学校には他にも仲の良い友達がいることだろう。

　勇斗一人のために、それら全てを捨てていこうなど狂気の沙汰だ。

「でも電話とかは出来るじゃん。ＳＮＳとかもあるし」

　だというのに、当の本人はあっけらかんとしたものだ。

「もちろん、もう皆に逢えなくなるって思うと、寂さびしいよ。あっちに行ったらホームシックにもかかるかもしれない」

「だったら……っ！」

「でもね。勇くんと逢えない時のほうが、寂しかったよ。切なかったよ。もう離はなれたくなんて、ないよ。だってあたしは……あたしは、勇くんのことが好きだから」

　言って、美月がじっと勇斗を見つめてくる。

　その目は真剣そのもので、彼女の想いの強さが伝わってくるかのようだった。

　勇斗には、その真摯な視線に耐え切るだけの覚悟がまだ定まっていなかった。思わず目を逸らして言う。

「……三年も逢ってなかったのに、何言ってんだよ」

「うん、そうだね。三年も逢ってなかったのに、まるで色あせなかった。むしろもっともっと好きになっていったよ」

「馬鹿。俺がこの三年、お前に何をしてやったよ。苦労と心労しかかけてねえじゃねえか」

「それでも好きなんだから、どうしようもないぐらいに好きだから、仕方がないじゃん」

「もう少し、考えろよ。人生の選択になるんだぞ」

「考えたよ。めいっぱい考えた。でも、どれだけ考えても、勇くんのいない世界で暮らして、勇くん以外の恋人を作って、そのうち結けつ婚こんして、勇くん以外の誰かの子供を産むって未来が、どうしても想像がつかないの。ううん、違う。そんな未来、嫌いやだなって思ったの」

「…………」

　勇斗だって、そんな未来、嫌で嫌で仕方なかった。

　だが、仕方ないと諦めた未来でもあった。

「うん、やっぱり嫌だな、そんな未来。あたしの隣にはずっと勇くんがいてほしい。勇くんじゃなきゃ、嫌だ」

「……電気もガスも水道も、なんもない世界だぞ」

「でも、勇くんがいるよ」

「現代ではしなくてもいい苦労をしまくるぞ、きっと」

「好きなひとと一緒にいるための苦労なら、喜んでするよ」

「やっぱり馬鹿だろ、おまえ……」

「そう何度も馬鹿馬鹿言わないでよ。自覚はあるけど、さ。そ・れ・よ・り！　いい加減、答えを聞かせてくれないかな？」

　ぐいっと両頬を手のひらで押さえられ、無理やり美月のほうを向かされる。

　相変わらず、その瞳ひとみに宿る意志の強さに圧あつ倒とうされたが、今回は顔を固定されていて逃にげられない。受け止めざるをえない。

　自分はとんでもない女の子に惚ほれたものだと、いまさらながらに思った。

　根負けしたように、それでいてどこか笑みを含んだような嘆たん息そくを勇斗はして、

「……わかったよ。連れてくよ。いや、違うな。付いてきてください。お願いします」

「……違う。そっちじゃない」

　ムスッとわずかに美月が頬を膨ふくらませる。

「はい？」

　勇斗にはわけがわからない。

　連れて行くと言ったのに、どうして不機嫌になるのか。

「連れて行く、付いていく、の前の問題があるでしょう？」

「えと？」

「あたし、勇くんのこと好きって言ったよ？　勇くんはあたしのこと、どう想ってるの？」

「い、言ったようなもんだろ」

「一いつ切さい聞いた覚えがありません」

　美月が無慈悲に首を左右に振ふる。

「つ、付いてきてくださいって、そういうことだってわかるだろう!?」

「ぜんっぜんわかりません。もっとはっきり言ってもらえないと、ね」

　そういう美月の瞳はどこか悪戯いたずらっけを帯びていた。

　完全にわかっていてやっている。

　そんなところすら可愛かわいいと思ってしまうのだから、あばたもえくぼとはよく言ったものだった。

　とは言え、このまま美月の思惑に乗ってその言葉を口にするのは癪しやくだし、何よりこっ恥ぱずかしい。

　だが、ここは覚悟を決めねばならなそうである。

（いや、待てよ？　どうせ覚悟を決めるなら……）

　勇斗の頭に、ある考えが閃ひらめく。

　それはとても妙案に思えた。

「美月」

「うん。なぁに？」

　覚悟を決めた勇斗の表情を見て取ったのだろう、美月がご満悦な笑え顔がおで訊きき返かえしてくる。

　ここまでの脈絡から、勇斗の答えはもう伝わっているだろう。

　だから、あえてその上をいく。

「俺の奥さんになってください」

「えっ!?　奥……ええええええっ!?」

　美月が驚天したような声を上げる。

　さすがにこの一足飛びは想定していなかったようである。

　しかし、勇斗としては二度と戻れぬやもしれぬ世界に連れて行く以上、美月の人生を台無しにする以上、これは当然の選択だった。

「彼かの女じよ程度じゃ、あんな辺へん鄙ぴなところに全て投げうって付いてきてくれなんてとても言えねえ。でも、自分の妻にならきっぱりはっきりこう言える。俺に付いて来い、ってな」

　言って、勇斗は美月に向けて手を差し出す。

「あうあう」

　美月はカーッと本日最高に顔を真っ赤に染めて、勇斗の顔と手のひらをしどろもどろに交こう互ごに見ていたが、やがて恥ずかしそうに手を添そえるように重ねてくる。

「……はい。勇くんの奥さんに……してくださきゃっ!?」

　か細く今にも消え入りそうな声で美月が言い終わるのも待たず、勇斗は手を強ごう引いんに引き寄せて抱き締める。

　想いがあふれて、待ってなんていられなかった。

「言ったな？　もう離さないからな」

「うん、離さないで」

　美月が勇斗の顔を見上げ、そして、視線が絡み合うやそっと目を閉じた。

　その意味がわからぬほど、勇斗も朴ぼく念ねん仁じんではない。

　彼かれも目を閉じて、ゆっくりと顔を近づけていく。

　重なる二つの影を、月だけが照らしていた。
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EPILOGUE







「うん、調べれば調べるほど、辻つじ褄つまが合ってくる。やっぱりそうとしか考えられない」

　ホテルの一室で、沙さ耶やはパソコンの画面とにらめっこしつつ、難しい顔で口元を手で覆おおった。

　ユグドラシルの謎は解明した。

　学会などで証明するのはさすがに物証が足りなすぎて難しいが、ほぼ間ま違ちがいないと彼女の中では断言できた。

　だが、これは彼――勇ゆう斗とには朗報とは言えないだろう。

　むしろ悲報以外の何物でもない。

「これは、教えないほうがよさそうね」

　ギシッと椅い子すの背もたれに身体からだを預けて、天てん井じようを見上げてつぶやく。

　これは、知らないほうがきっと幸せだ。

　そして知ったところでどうしようもないことだ。これは明らかに人の手には余る。何をどうしようと避さけうることは不可能だ。

　たとえ勇斗がどれだけ現代の叡智を駆使しようとも。

　この仮説が正しければ――

「ユグドラシルは、滅めつ亡ぼうする運命にある……」




to be continued







あとがき







　きつかった。

　今回はとにかくきつかった。

　ここまで苦戦したのは前作の二巻以来、実に十数巻ぶりに四苦八苦させられました。

　それでもこうしてなんとか皆様の下にお届けできてよかったです。

　こんばんは。おひさしぶりです。鷹山誠一です。

　まあ、苦戦の理由としては、二つのテーマを一つの巻でやろうとしたせいでして、そこに気づき、一つに絞ってからは多少スムーズに進むようになりました。

　地味に今巻はいつもの百錬らしくありませんが、たまにはこういう展開もいいのではないかと作者としては考えているのですがどうでしたでしょう？

　楽しんでいただければ幸いです。

　今巻を経て、勇斗くんも一皮向けてさらなる成長をしてくれるはずなので、今後の活躍にご期待ください。







　すでにお読みになった方もおられるとは思いますが、ＨＪ公式ホームページにて、「百錬の覇王と聖約の戦乙女」のコミック連載がスタートしております。

　って、実はこのあとがきを書いている現在、自分も完成稿に目を通していなかったりするんですけどね（笑）

　なので鷹山自身、今、凄い楽しみだったりします。

　まだお読みになっておられない方はぜひぜひＨＪ公式ホームページへ！

　また、二月六日オープンの「読める！ＨＪ文庫」というコーナーに、百錬の短編を寄稿させていただきました。

　時系列的には六巻――新年会あたりの一コマです。

　無料で読めますのでこちらも楽しんでいただけたら幸いです。







　さて、今年で鷹山はラノベ作家五年目に突入します。

　それを記念してというわけではございませんが、本巻が発売される三月一日に、「小説家になろう」様で連載を開始することにしました。

　タイトルは「竜と少女と天翔ける騎士」です。

　http://mypage.syosetu.com/116904/

　作者的にはけっこういい出来で面白いはず！　と思っているのですが（担当Ｍさんもかなり気に入ってくれてるご様子）、二つほど理由があってそのまま商業出版は難しいかなとお蔵入りしていた作品です。

　このまま陽の目を見ないのもあれですし、最近はライトノベル業界でもなろうブームが凄いですし、んじゃせっかくだしいっちょ自分も飛び込んでみるか、と。

　というわけで、お暇な方、そして奇特にも鷹山のファンだと言ってくださる方は、無料で読めるので足を運んでくださると嬉しいです。







　では最期に謝辞を。

　担当様、いつも以上に今回はご迷惑をおかけして申し訳ございません。

　ゆきさん先生も、ご迷惑をおかけしました。いつも美麗で格好いいイラストありがとうございます。

　chanyさん、コミカライズ引き受けて下さりありがとうございます。これからよろしくお願いいたします。

　あとはこの本を出すに辺りお世話になった関係者各位のも感謝を。

　そしてなにより、この本を手にとってくださった読者様に最大級の感謝を。

　それでは八巻でまたお逢いできることを願って。




鷹山誠一
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